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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

















































[image: ]　序章　[image: ]










「いよいよ王族式典が始まるわね、準備はいい？　シャルマ」

　頰ほおを紅潮させたジャリスは、隣となりに立つバルク号副船長のシャルマに声をかけた。胸の高鳴りがどんどん大きくなっていく。この三ヶ月間準備に準備を重ねた海かい賊ぞく同盟最大の式典が、今まさに始まろうとしていた。ムシャラワ国の首都、クレファスの港では花火が盛大に打ち上げられ、辺りを覆おおい尽つくしている民衆達が、それに負けじと歓かん声せいを上げている。

「抜ぬかりはありません。アラバーナ大陸で百数十年続いた戦争がいよいよ終わりを告げるのです。その終結を誓ちかう調印式と王族式典。この二つが成功すれば、あなたの任務も完かん了りようです。そうすればムシャラワ国から最後の旗をもらって海賊を名乗れる。とうとう夢が叶かないますね」

　思わず嬉うれしさと誇ほこらしさがこみ上げてくる。ジャリスは気合いを入れて、辺りを見回した。

　ジャリス達がいるのは、王族式典が開かれるアラバーナ大陸初の蒸気船、ダフム号の一等甲かん板ぱんだ。最上階にある一等甲板は見み渡わたす程ほど広く、木製の床ゆかは真っ白でしみ一つない。船せん尾びにある二本の煙えん突とつからは、煙けむりが青い空へと上がり、時折ボッボーと汽笛が鳴った。

「千人以上乗れる蒸気船、ダフム号か……。この大きな船が風もないのに走るなんてまだ信じられないわ。石炭を燃料にするんでしょう？」

　ダフム号は、今まで見てきたどんな船よりも大きかった。まるで海に浮うかぶ王宮のようだというのが、初めてダフム号を見た時の感想だ。すぐ近くにジャリスが船長を務めるバルク号が停てい泊はくしているが、ダフム号と比べるとゾウとアリ程の違ちがいがあった。

「ええ、ムシャラワ国は異国の造船技術を取り入れていて、大型の蒸気船はダフム号が第一号だとか。この船を借りられて本当によかったです。何とか各国も了りよう承しようしてくれましたし」

　ジャリスはこの三ヶ月の間に起こった様々な問題を思い出してこめかみが痛くなった。第一回の記念すべき王族式典の開かい催さい地をぜひ自分達の国で、という申し込みが各国から殺さつ到とうして、対処しきれなくなったのだ。脅おどしめいた手紙まで届いた時には、さすがにまずいと判断した。

「そうね、ダフム号なら王族や招待客はもちろん、警備の人達も乗れるし、同盟の護ご衛えい艦かんで周りを囲めば警備も万ばん全ぜんだし。何より海に出て王族式典を開けば、どの国でもない場所だから文句も出ないもの」

　どこの国で王族式典を開くかが一番の悩なやみの種だった。どこで開いても各国から苦情が出る。ならばいっそどの国でもない海の上で。それがバルク号の乗組員であるコダートが考えた策だ。コダートの策に乗ったのは正解だったようだ。表向きは各国からの異論は出ていない。

　ジャリスは大きな拍はく手しゆとともに、人々の間をやってくる輿こしの行列を見つめる。

「さあ、もうすぐ王族の方達が乗船されるわ。この王族式典にアラバーナ大陸の未来がかかってるんだもの。絶対に成功させてみせるわ！」

　決意を込めたジャリスの言葉が、水平線から吹ふく風に乗ってダフム号へと響ひびいていた。
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「ターラ、王族式典に本当にいかなくていいんですか？　今日は前夜祭らしいですよ」

　強くなってきた波のせいで、テリス号はぐらぐらと揺ゆれていた。甲板の手すりに摑つかまっていたカトゥーナ国の商人フィクルは、船首で前方を見つめているターラに声をかける。

「そんな面めん倒どうな事はごめんだ。ジャリス達に任せときゃいいさ。それより緋ひ石せきの指輪を捜さがし出す方が先だ……。まったくもう少しで目的の島だってのに、どうして天気が悪くなるんだよ」

　どんよりと曇くもった空を見上げたターラが、ぽつぽつと降り出した雨に眉まゆ根ねを寄せた。魔王マリードオシリスの魔ま力りよくを秘ひめた四つの指輪。現在金と銀の指輪をオシリスが、翡ひ翠すいの指輪をジャリスが持っている。残り一つの行方ゆくえが判わからない緋石の指輪を、ターラは追っていた。

「本当にその島に、緋石の指輪があるんですか？」

「さあな。ただジャリス達が見付けた翡翠の指輪は、オシリスが昔住んでいた宮きゆう殿でん跡あとにあったそうだ。指輪はオシリスの魔力を宿した物だ。オシリスゆかりの地に飛んでいった可能性は高い。ジャリスが前に背中の地図で指輪の位置を調べた時、アラバーナ大陸の北東に赤い光が見えたそうだ。その二つの情報をあわせると、緋石の指輪が飛んでいった場所に心当たりがある」

「それが今向かっている島なんですね？　いつも言ってると思いますが、そういう大事な情報は、先に教えて下さい」

　フィクルは思わずじとっとターラを見つめてしまう。ターラの命令で船を進ませていたが、実は詳くわしい事は何も知らされていなかった。だがこれでもマシになった方だ。以前は目的地についても何をするのか言わないまま、ターラは何日も姿を消してしまう。捜さがし回って疲つかれ果てた頃ころ、何食わぬ顔で戻もどってきてまた次の旅へ。その繰くり返しだ。

　ターラはフィクルの視線を軽く無視して、再び前方に目を向けた。

「オシリスは昔大陸にいくつか宮殿を持ってた。その一つが今から行く島にあったはずだ」

　フィクルは降り出した雨が目に入らないよう片手で遮さえぎりながら、ターラと同じく前方を見つめた。薄うす暗ぐらくなってきた空と激しくなる波間の向こうに島しま影かげが見えてくる。

「なるほど。確かに緋石の指輪がある可能性が高いですね。……でもターラ。その島にオシリスの宮殿があったなんて話、どうやって調べたんですか？　何百年も昔の話なんでしょう？」

　ふと覚えた疑問を口にしてみる。ターラは長年かけて魔物ジン達と戦ってきただけあって、彼らの色んな情報を知っている。それをどうやって手に入れるのかずっと不思議に思っていた。

「リンドに聞いたんだよ。話しただろ、バルク号の新しい乗組員」

　ああ、と納なつ得とくして声を上げる。ジャリス達の仲間になったというシャイ悪ターン魔の事だろう。

「島に上陸したら乗組員総出で緋石の指輪の情報を手に入れる。悪いが今回は協力してくれ」

　厚い雲の間から稲いな妻ずまが光り、ターラの顔を一いつ瞬しゆん照らした。すぐ後に聞こえた雷らい鳴めいにフィクルは臆おくする事なく、ゆっくりと頷うなずく。

「〝今回〟ではなく、〝いつも〟あなたに協力したいと思っていますよ。シンリクット船長」

　頭上から降りそそぐ雨は、激しさを増していた。

　　　　[image: ]

「ラシッド様。王族式典とやらが始まるようです」

　バンダラヤ火山にあるオシリスの宮殿で、目の前に跪ひざまずいた魔物の報告を聞いたラシッドは、小こ振ぶりな赤い唇くちびるをつり上げた。

「ずいぶんと時間がかかったな。まったく人間は短い寿じゆ命みようの割に気が長い」

　横一列に並んだ魔物達が失しつ笑しようした。机に置いた水すい晶しようには煙突から煙が上がる船が映っている。

「エルガ、計画を実行に移す時が来た。用意はいいか？」

　魔物達の一人、白はく髪はつに近い銀の髪かみを持つエルガが、ゆっくりと頷いた。

「はい、まずは駒こまが揃そろうまで様子を見るのですね？」

「ああ、役者が揃わなければ芝しば居いは始まらない。オシリス様に喜んで頂けるように、うんと派手で面おも白しろい芝居に仕上げなくてはな」

　水晶に手をかざすと、金色の髪を海風になびかせた少女が映った。まだあどけなさが残る顔立ちだが、油断するとまずいとよく判っていた。ふと首の辺りがずくんとうずく。もうずっと昔に癒いえたはずの傷。跡あと形かたもないのに、今でもラシッドを苦しめる。

「あいつに目にものを見せてくれる。私が味わった傷の痛みを数十倍にしてな。その為ためにも、役にたってもらうぞ、ジャリスッ。さあ、準備しろ。もうすぐ芝居の幕開けだ！」

　ラシッドは赤い瞳ひとみをぎらつかせ、魔物達に命じた。
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「ジャリス、明日の調印式で王族の方達に挨あい拶さつしてもらうだろう。その順番がちょっと変へん更こうになりそうだ。サウルナ国のシャリフ王がこられなくなった。代理としてマラファム様がいらしている」

　前夜祭の宴うたげが行われるダフム号の一等甲板で、コダートに書類を渡わたされたジャリスは、青い目を見開いた。先程続々と船に乗り込んだ王族達は、前夜祭が始まるまで部屋で休んでもらっている。ダフム号の最上階にある一等甲板では、大皿に盛られた料理が机に並べられ、楽隊が準備の真っ最中だ。同盟から呼び寄せた男達が警備と雑用を兼かねて忙いそがしそうに立ち働いている。

　夕焼けが辺りを支配し始め、涼すずしい海風が吹いていた。心配していた天気も大だい丈じよう夫ぶそうだ。

「来られなくなったって……どうして？　それになんで父さんがシャリフ王の代理なの？　父さんは海賊同盟の盟主なのよ。同盟の仕事だってたくさんあるのに」

「シャリフ王は体調があまりよくないらしい。ご高こう齢れいだからな。どうしてマラファム様が代わりなのかは俺も聞いてない。直接本人に聞けよ。それよりシャリフ王がいらっしゃらないなら、挨拶の順番を変えなきゃならないだろうな。シャリフ王は各国から一目置かれているから何でも一番にしておけば問題なかったが、マラファム様が代わりなら苦情が出るかも知れない」

　王族式典で一番頭を悩ませる問題に、ジャリスは思わずため息をつく。挨拶一つとっても順番を間ま違ちがえば王族達の不興を買う。平和の祭典なのだから絶対にもめ事だけは避さけたかった。

「ええっと……だったら次に挨拶予定だったウルネティス国を繰り上げて……」

　こめかみに手を当てて考えこんでいると、話が聞こえたのか準備を手伝っていたバルク号の船医ナッシルが近付いた。

「でもよ、サウルナ国はアラバーナ大陸でも一番大きな領土を持ってるんだぜ。挨拶も入場も領土が大きな順。そう決めたんだから、やたら変えると面倒な事になるぜ」

　混乱を避ける為、順番に関しては同盟と話し合ってそう決めている。確かに変えると他ほかの国からも異論が出そうだった。再び考えこんでいると、階段を上がってくるマラファムの姿が目に入る。眉み間けんにしわを寄せているいつもの姿に、思わずほっとした。今一番頼たよりになる父だ。

「父さん、よかった！　ねぇ、シャリフ王が来られないってどういう事？　お身体からだの具合はそんなに悪いの？」

「いや、お身体はそう悪いわけではない。ただ……」

　渋しぶい顔をしたマラファムが、視線をナッシルに向ける。ナッシルがさっと顔色を変えた。

「な、何だよ。俺がどうかしたのか？　お前がそうやって俺を見る時って、何か面倒な事が起こった時だよな？」

「面倒といえば面倒な事だ。実は……シャリフ王から内々にある打だ診しんがあった」

「打診？」

　ジャリスが首を傾かしげると、マラファムは一つため息をついた。

「ああ、ここに来る直前だったからお前達に知らせる暇ひまがなかったんだが、前にお前達がサウルナ国でシャリフ王の甥おいが謀む反ほんを起こそうとしたのを止めただろう？　それで現在サウルナ国には跡あと継つぎがいなくなってしまった。……そこでシャリフ王が、私を養子に迎むかえたいと打診してきたんだ。私は元々サウルナ国の人間で、大神官の血筋でもあるからと……」

「そ、そんなっ。そんな話いつのまに……」

　ジャリスは耳を疑った。サウルナ国が神国とよばれるゆえんは、アラバーナ大陸一の大だい神しん殿でんがあるからに他ならない。マラファムとジャリスはその大神殿にいる神官達の中でも、唯ゆい一いつ神のお告げを聞く事ができるとされる大神官の血筋だった。

　確かにマラファムならば、跡継ぎのいないサウルナ国の王家に、養子として迎えられるのはふさわしいだろう。マラファムが深いため息をついた。

「謀反騒さわぎの後始末でサウルナ国に滞たい在ざいしていたが、同盟に戻ろうとすると、シャリフ王が具合が悪いだの、まだこの用事が済んでいないだのと言って、帰らせてくれなかった。あいまに国王スルタンがしなければならない仕事も押しつけられたりして、おかしいと思ってはいたんだが……」

　王族式典の準備中も、海かい賊ぞく同盟の盟主であるマラファムはサウルナ国から戻ってこなかった。用がある時は水差しの精霊ジヤーンアブウの水鏡の魔法で連れん絡らくをとっていた。単純にサウルナ国の騒さわぎが尾おを引いて戻れないのだろうと思っていたが、どうやら違ちがっていたらしい。

「で、でも断るのよね？　だって父さんは海賊同盟の盟主なのよ。同盟はどの国にも属さない中立の立場なんだから、盟主と国王を兼けん任にんするなんて出来ないでしょ？」

「ああ、だがシャリフ王はご高齢だ。跡継ぎが必要なのは確かだ。それに魔王マリードオシリスと戦わなければならない今、アラバーナ大陸でも最も権力のあるサウルナ国が跡継ぎ問題で揺ゆれては困る。サウルナ国では、既すでにシャリフ王が根回しして、私が次期国王になる事を大臣達も了りよう承しようしたらしい。だから……」

　マラファムの鋭するどい視線が、再びナッシルに向けられる。ナッシルは頰ほおを引きつらせて、ぶんぶんと首を振ふった。

「ああーっ、みなまで言わなくてもいいぞ！　血が繫つながってないとはいえ兄弟だ。何を言いたいのか判わかったぞ！　絶対に嫌いやだからなーっ」

　頭を抱かかえて叫さけんだナッシルに、マラファムは持っていた包みを差しだした。

「文句は後だ。今は王族式典を成功させる事が第一だ。……私はもう決意した。シャリフ王の養子となってサウルナ国の次期国王となる。ナッシル、お前には同盟に戻って盟主となってもらう。これは決定事じ項こうだ」

　ジャリスは思わず息を吞のむ。マラファムの言葉が一いつ瞬しゆん理解できなかった。

（ナ、ナッシルが盟主に？　そ、それって……！）

　その言葉の意味に気づいて、ぎゅっと心臓を摑つかまれたような気がした。

「決定ってなんだよ！　俺が盟主だなんて、同盟の他の奴やつらから文句が……」

　ぶんぶんと首を振るナッシルの言葉を最後まで聞かず、マラファムがふっと笑えみを浮うかべる。

「大丈夫だ。私に何かあったら次の盟主はお前だという事で、以前からみんなの了承は得ていた。盟主は前盟主の指名で決まる。私も父上から指名されて盟主になったんだ。この場で指名しよう。お前はたった今から海賊同盟の盟主代理だ。王族式典が終わったら派手に盟主の引ひき継つぎ式を行って正式に任命するとしよう」

「いや、だからそれって、俺の了承得てないだろーっ」

　叫ぶナッシルに、マラファムは包みから青い上着を取り出した。背中には海賊同盟の八角形の印が縫ぬい込まれている。それが盟主が正式な場で着る制服だと、ジャリスは知っていた。

「体格が似ていて良かったな。直さずに着られそうだ。急ぎだったから、前夜祭での挨拶は考えておいた。この紙に書いてある。ちゃんと暗記して感情を込めて読め。それから……」

「ま、待ってよ、父さん！　ナッシルはバルク号の乗組員なのよ。いきなり盟主って……」

　ジャリスは慌あわててマラファムの腕うでを摑んだ。ナッシルがうんうんと頷うなずく。

「そ、そうだぞ。俺はジャリスのお守もりをしないといけないし……」

　だがマラファムは表情一つ変えない。淀よどみのない言葉でジャリス達を諭さとすように答える。

「ジャリスは七枚の旗を集めた。見習いとしても優ゆう秀しゆうな方だ。王族式典が無事終われば、残り一枚の旗をムシャラワ国からもらえるよう手配もしてある。海賊を名乗るというのにいつまでもお守りは必要ない。それにナッシル……もう優秀な人材を遊ばせておく余よ裕ゆうはない。お前は私が最も信しん頼らいしている男だ。これはお前にしか頼たのめない。バルク号を出て同盟に戻もどってくれ」

　差しだされた上着を、ナッシルがぐっと口を引き結んだまま見つめる。ジャリスは、はらはらしながら二人を見つめた。頭ではマラファムが言っている事は理解できる。だが、盟主の上着を受け取る事はすなわち、ナッシルがバルク号からいなくなるという事だった。

　ナッシルがそっとジャリスを見つめる。その黒い瞳に決意の色が浮かんだ。

「……王族式典を成功させなきゃならないよな。ジャリスの為にも」

　呟つぶやいたナッシルに、マラファムが大きく頷いた。

「ああ、盟主が不在のままでは王族式典は行えない。それに戦争の終結宣言は、海賊同盟の悲願だ。お前の肩かたにそれがかかっている」

「相変わらず人を追い込むのがお得意だな」

「ナ、ナッシル……？」

　思わず声が震ふるえた。ジャリスを育ててくれたのはナッシルだ。物心ついた時から彼が側そばにいるのは当たり前だった。海賊を目指して旅に出たいと言った時も、〝しょうがねぇな〟と肩を竦すくめて一いつ緒しよに来てくれた。そのナッシルが……いなくなる。

　声だけでなく、身体も震わせているジャリスの頭に、ナッシルがぽんと手を置いた。

「情けねぇ顔するな。もう会えないわけじゃねぇ。ちょっとばかし会う回数が減るだけだ。それに王族式典が終わるまでは一緒だ。俺は盟主と呼ばれても、いつまでもバルク号の乗組員だからな。盟主として適当な奴が見つかったら、そいつに押しつけてすぐ戻ってくるさ」

　口を開こうとしたが、何も言い出せなかった。ナッシルが決めた以上、止める事はできないだろう。だが彼がいないバルク号なんて想像すら出来なかった。何かあればすぐに相談に乗ってくれる。優やさしい眼まな差ざしで見つめられるといつでも安心できた、もう一人の父親のような存在。

「じゃあちょっと行ってくるぜ。うるさい各国への挨あい拶さつとか対応とか色々あるんだろ？」

　明るいナッシルの声に、マラファムが一瞬目を伏ふせた。ナッシルがふっと笑みを浮かべる。

「何だよ、さすがに娘むすめが可か哀わい想そうになったか？　心しん配ぱい性しようのお父さんはこれだからね～」

　ナッシルが、ぐっと口を引き結んだマラファムの肩に手を回して、船室へと歩き出した。後ろを向いたままひらひらと手を振るナッシルを見送って、ジャリスは呆ぼう然ぜんと立ちつくす。

　心にぽっかりと空いた大きな穴を、どう埋うめていいのか判らなかった。
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　夕暮れの空を、港から打ち上げられた花火が彩いろどった。それと同時に、頭上にある一等甲かん板ぱんから、笛と太たい鼓この賑にぎやかな音が聞こえてくる。ジャリスがいる二等甲板に集まった人々が、花火を見上げて一いつ斉せいに歓かん声せいを上げた。

　二等甲板には、招待客である各国の大臣や名のある商人達が集まっている。警備の関係上、招待客達は王族が宴うたげを開く一等甲板への立ち入りを禁止されていた。

　ナッシルがバルク号を出ると知って落ち込んでいたジャリスだが、前夜祭が始まる合図とともに、何とか気持ちを奮い立たせた。

「……さあ、もうすぐ王族の方達が一等甲板にお見えになるわね。今日は港に停てい泊はくしたまま前夜祭の宴。明日早朝に出航して、午後から戦争の終結宣言の調印式と祝いの王族式典。まずはこの前夜祭が無事にすみますように」

　バルク号の白い船服に身を包んだジャリスは、思わず両手を組んで一等甲板を見上げた。太陽は沈しずみかけていたが、頭上に張り巡めぐらされた綱つなに金の装そう飾しよくがされたランプがいくつも取り付けられていて、昼間のように明るかった。隣となりにいたコダートが、ふいに真しん剣けんな表情になる。

「前夜祭は大だい丈じよう夫ぶだろう。明日の出航が早朝だし、盟主代理のナッシルの挨拶と余興ぐらいで早めにお開きになるからな。だがお前にとって一番大事なのは、この前夜祭が終わった後だ。王族達と秘密会議を開くんだからな。魔王マリードオシリスへの対応について、お前が発表するんだぞ。準備は万ばん全ぜんだろうな」

　ジャリスは大きく頷いた。実は王族式典の準備は、ほとんどがコダートとシャルマ、そしてナッシルとリクとリンドというバルク号の乗組員達が中心になって行っていた。場所を決め、各国と調整して日にちを決め、海賊同盟とも連絡を取り合い、警備の段取りを決める。口で言うのは簡単だが、挨拶の順番一つでも争いの火種になりかねない。そんな状じよう況きようで三ヶ月という短期間で準備を調ととのえたのは奇き跡せきに近かった。そして奇跡を起こしたのは、誰だれあろうコダートだ。

　ある時は相手を煙けむに巻き、ある時は強ごう引いんに話を推おし進める。その交こう渉しよう術は、ジャリスにはとても真似まねできない。ある国の使者などは、コダートに相応の地位を与あたえるからぜひ我が国へと、本気で引き抜ぬこうとした程ほどだ。

「大丈夫、何回も練習したから。ああっ、でもドキドキするわ。うまく出来るかしら」

「落ち着いていれば大丈夫さ。俺達だって同席するんだし。お前は自分のやる事だけ考えてろよ。後の補ほ佐さは俺達が……いや、俺がするから」

　見上げると、頰をうっすら赤く染めたコダートが、ぷいっと横を向く。

「ありがとう。コダート」

「いや、別に礼なんて……」

　頭をかいたコダートに微笑ほほえむと、ボッボーと汽笛が鳴り響ひびいた。辺りから一斉に拍はく手しゆが巻き起こり、一等甲板に海賊同盟の青い上着を着たナッシルが現れる。各国の紋もん章しようが入った八枚の旗と海賊同盟の八角形の印が入った旗が空高く掲かかげられ、続々と王族達が入場を始めた。

　海風にたなびく旗の下、二等甲板からも見える位置に立ったナッシルの挨拶が始まった。

「……皆みな様さま、前夜祭にようこそいらっしゃいました。この前夜祭は明日の調印式を……」

　いつもの吞のん気きで豪ごう快かいな口調とは違い、落ち着いたよく響く声が二等甲板にも届いた。無ぶ精しようひげを剃そった姿なんて、ずいぶん久しぶりに見る。そうすると、彫ほりの深い顔立ちが際きわだって、まるで別人のような精せい悍かんさだ。

「あんなに背筋が伸のびてるナッシルなんて初めてみるな」

　感心したようなコダートの呟きに、ジャリスはそっと頷いた。お酒ばかり飲んでいるいつものだらしない姿からは想像できないくらい、立派な態度だ。

「ええ、わたしもあんなナッシルは久しぶりに見るわ。ナッシルはね、本当は凄すごく有能なの。医者としてもだけど、人間としてもすごく尊敬できる人だわ。昔から同盟でもめごとがあると呼びだされてたの。父さんが最後に頼たよるのは、いつもナッシルなのよ」

　次の盟主になるのはナッシルが一番ふさわしい、それはよく判わかっている。それでも寂さびしさはぬぐい去れない。

（これでいいのよ。だってアラバーナ大陸の平和の為ためだもの……）

　ナッシルの優しい響きを持つ声を聞きながら、ジャリスはそう自分に言い聞かせていた。
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「ジャリスはどこだ！」

　タバラン国皇子クアイは、辺りを見回して思わず叫さけんでいた。一等甲板では、先程盟主代理だというナッシルの挨拶が終わり、各国の王族達が歓かん談だんの真っ最中だ。護衛に従者を含ふくめると、集まっているのは数百人だろう。クアイはその中にいるはずのジャリスを捜さがしていた。

　金色の髪かみを持つ彼女は目立つはずだ。本当なら判で押したような王族達の挨拶など無視して、ジャリスの側に行きたかった。なのにそう出来ない理由がある。

「クアイ～。ジャリスは逃にげやしないよ、王族式典の責任者なんだから。それより先にご挨拶だろ。ほら、あちらにケレン国の国王スルタンがいらっしゃるよ。ああ、そこにはネイレス国の国王も。ここ数年自国から出ていないって聞いてたけどね」

　クアイの服の端はしを摑つかんで放さない男がいる。その男のせいで先程から挨拶地じ獄ごくに陥おちいっていた。

「ヤナキム！　いい加減服を放せ。俺は子供じゃないぞ」

「子供より始末が悪いよ。子供は親の言う事きくもん」

「お前は俺の兄で、親じゃないだろーっ。大体、タバラン国の代表なら俺一人で十分だ。いくら宰さい相しようだからって、何でお前がついてきたんだ！」

　クアイの怒ど声せいをものともしない唯ゆい一いつの男、兄であるヤナキムは一気に頰ほおを緩ゆるませた。

「楽しそうだから。それに各国の美女達ともお知り合いになりたいし。ほら、さすがに国王達が連れてきてるのは美女ばかりだね。腕うでがなるよ、何人口説けるかなぁ」

　ヤナキムの目は、王族達に付き従う侍じ女じよ達に釘くぎ付づけだ。クアイ達の隣で呆あきれた顔をしているのは、ランプの精霊ジヤーンルーレルだ。淡あわい桃もも色いろの衣装を身につけ、赤毛を隠かくすように頭あたま覆おおいをしている。周りにいる人々がはっとして振ふり返る程の美少女ぶりだ。

「ヤナキム様。駄だ目めですよ。ミリアル様がくれぐれも女性に悪さしないようにって仰おつしやってたじゃありませんか」

　ちくりと釘くぎを刺さされたが、ヤナキムは相好をくずしたままだ。

「黙だまっていれば判らないさ」

「いいえ、私が喋しやべりますわよ。だってミリアル様は優しくて大好きですもの」

　ミリアルは唯一ヤナキムに意見できる女性だ。タバラン国の王宮でヤナキムのハーレムにいる女性達を束ねていた。ヤナキムがむっとしたようにルーレルに目を移す。

「僕は君の前のご主人様だったんだよ。どうしてそんなに冷たいんだい？」

「今は違ちがいますわ。私、ずっと思っていましたが、ヤナキム様はいい加減身を固めた方がいいと思います。被ひ害がい者しやが増える一方ですもの」

　つんと横を向いたルーレルに、ヤナキムが口を尖とがらせた。クアイはふうっとため息をつく。ジャリスの側そばに早く行きたいのに、お荷物が二人もいてはなかなか身動きがとれない。

「あ、リク！　リクじゃないか？」

　白で統一された一等甲板には、料理が載のった丸い机がいくつも置かれている。クアイはその机の間を、ちょこまかと動く少年を見付けて声を上げた。バルク号の乗組員、怪かい力りき少年のリクだ。リクはクアイの声に気づいたのか、にこにこしながらこちらに駆かけ寄った。

「クアイ皇子、こんにちは。久しぶりだね！」

　屈くつ託たくのない笑えみは、クアイも気に入っている。バルク号の乗組員の中で、唯一クアイに友好的な少年だ。

「ジャリスはどこだ？　さっきから捜しているんだが」

「あ、俺も今捜してるんだ。ちょっと用があって……。多分コダートと一いつ緒しよのはずだけど」

　リクがきょろきょろと辺りを見回した。クアイはコダートの顔を思い浮うかべて、ふんっと鼻を鳴らす。コダートはどうやらジャリスに対して、よからぬ感情を持っているようだ。だが敵ではなかった。ジャリスを愛する気持ちは絶対に負けない自信があったし、何よりコダートは、はっきりしない男だ。今は彼女の側にいたとしても、すぐにその場を取って代わる自信があった。それよりも問題なのは、彼女が最も信しん頼らいしているであろう副船長のシャルマだ。

　ヤナキムがひょいっと身を屈かがめて、リクと同じ目線になる。

「コダートね。彼はジャリスの婚こん約やく者なんだって？　二人は仲がいいのかな」

「うん。コダートが乗組員になったばかりの頃ころは、よく口げんかしてたけど、最近は仲がいいよ。王族式典が無事開かい催さいできたのも、コダートのおかげだってジャリスが言ってた」

　天てん真しん爛らん漫まんなリクの言葉だが、クアイの心は悔くやしさで一いつ杯ぱいだ。この三ヶ月、ターラに頼たのまれてある調査をしていた。それさえなければ、ジャリスの側で王族式典の準備の手伝いが出来たはずだ。有能な自分が準備を手伝えば、ジャリスはきっと感謝と尊敬の眼まな差ざしを向けただろう。それが出来なかった事が悔くやまれてならない。

「へえ、コダートは凄いね。ねぇ、リク。ジャリスはコダートの事どう思っているんだろう？」

　ヤナキムが優やさしい声で問いかける。探さぐりをいれようとしているのだと、すぐに気づいた。ジャリスを花はな嫁よめにと願うクアイに、ヤナキムは協力を惜おしまないと以前約束してくれたのだ。

　だがクアイはこみ上げる笑いを抑おさえるのに必死だった。コダートを気にするなんて、とんだ眼鏡めがね違ちがいだ。本当の敵は別にいる。片かた眼鏡めがねの冷たい副船長だ。

「ばかばかしい。そんな事聞いて何になる。ジャリスはコダートの事なんて、何とも思ってないさ。それよりもシャルマの方が……」

　自信満々のクアイに、リクが首を傾かしげてうーんと考えこんだ。

「でもジャリスはコダートの事嫌きらいじゃないと思う。だってこの間〝口付け〟した時も……」

　リクが何を言っているのか、一いつ瞬しゆん理解できなかった。誰と誰が口付けしたと言ったのか？　その意味をようやく理解したクアイは、目を見開いたまま一気に唇くちびるを戦慄わななかせた。

「く、く、く、口付けだとーっ。ジャリスとコダートがか！」

　叫び声のせいで驚おどろいたのか、周りの人々がこそこそ囁ささやきながら距きよ離りを置く。だがクアイはそれに気づかなかった。それどころではまったくもってないのだ。

　リクが慌あわてたように口元に手を持っていった。クアイはその手をぎゅっと握にぎりしめる。

「どういう事だ？　一体何があった？　この間っていつだ？　ジャリスには見張りを張り付かせてあるのに、そんな報告はなかったぞ！　ま、ま、ま、まさかあいつ無む理り矢や理り……むぐっ」

　興奮して喋りまくるクアイの口を、背後から押さえたのはヤナキムだ。そして周りで何事かと見つめている人々に軽く会え釈しやくする。

「すいません。酔よっているようです。すぐに連れていきますから」

　何とか振りほどこうと暴れたが、ヤナキムに羽は交がい締じめにされてびくともしない。案外力が強いのは兄弟なのでよく知っている。ヤナキムはそのままリクに、にっこり微笑ほほえみかけた。

「リク、とりあえず無む駄だにうるさい野や獣じゆうがいるから、ちょっと船室に入ろうか。その話、僕たちもとっても興味があるんだ。詳くわしく聞かせて欲しいな」

　リクが引きつった顔で首を振る。じりじりと足が逃げの体勢に入っていた。

「いや、あの、俺もう行かなきゃ。用があって……」

　だがリクの行く手をさっと阻はばんだのは、ほくそ笑んだルーレルだ。

「時間は取らせませんわ。ご主人様とジャリスが結けつ婚こんすれば、私も愛するアブウとずっと一緒にいられますもの。その為なら何でもしましょう。……黒こげになりたくなきゃさっさと来な」

　口調をがらりと変えたランプの精霊ルーレルに、さすがのリクも怯おびえたように頷うなずいていた。
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「コダート！　久しぶりだね」

　ジャリスと一緒に一等甲かん板ぱんで王族達に挨あい拶さつしていたコダートは、ふいに声をかけられて振り向いた。そこにいたのはコダートの故郷マハル王国の皇子、イルシュだ。イルシュは満面の笑みを浮かべてコダートに駆け寄った。

「イルシュ殿でん下か……。お久しぶりです。ようこそ」

　コダートは思わず深々と頭を下げる。彼に会うのは久しぶりだった。

「あ、イルシュ殿下！　お元気でしたか！　わあっ、背が伸のびましたね」

　隣となりにいたジャリスが明るく声を上げた。数人の護衛を従えたイルシュが、にっこりと笑う。よくよく見るとジャリスの言う通り身長が伸び、丸みがあってあどけなかった顔立ちも、ややほっそりとなっていた。少しずつ大人への階段を上り始めているようだ。

「ジャリス！　すっごく会いたかったよ。本当は父上が来る予定だったけど、ジャリス達に会いたくて僕が代わりに来たんだ」

　イルシュがジャリスの手を取り、ぶんぶんと振り回した。そんな様子はまだまだ子供だ。

「よく来て下さいました。心より歓かん迎げいいたします」

「ジャリス、そういう堅かた苦くるしい挨拶はいいよ。それより船のみんなは元気かい？　旗を七枚も集めたそうだね。すごい冒ぼう険けんをしたんだろう？」

　目をきらきらと輝かがやかせているイルシュは、その話を聞きたくて仕方なさそうだ。こんな所は以前と変わっていない。

「すごい……というか、色んな事を経験できました。ゆっくりお話ししたいけど……」

　背後をそっと振り返ったジャリスの視線の先には、シャルマがいた。どうやら彼女を呼んでいるようだ。シャルマの隣にはウルネティス国の皇子、ギナンの姿があった。

「ああ、いいんだよ。僕だってこの王族式典の意味は判わかっている。終わったらゆっくり話をしよう。楽しみにしてるから。さあ、君は王族式典の責任者だ。ご挨拶してくるといいよ」

　シャルマ達に気づいたのか、イルシュが苦く笑しようして片目を瞑つぶる。戸と惑まどうようにこちらを見つめたジャリスに、コダートは微笑みを浮かべた。大だい丈じよう夫ぶだという意味を込めて。

　ジャリスはそのまま一礼して、シャルマとギナンの許もとに急ぐ。

「……コダート、船の仲間とはうまくいっている？　父上が心配していたよ。もちろん僕も」

　ジャリスの背中を見送りながら、イルシュが呟つぶやいた。コダートはゆっくりと頷く。

「はい。色々とありますが、おおむね楽しく旅をしてますよ。これも俺の罪を許して下さったエジド王とイルシュ殿下のおかげです。……あの時は本当に申し訳ありませんでした」

　コダートはマハル王国にいた時、皇子であるイルシュを誘ゆう拐かいしてしまった。騙だまされていたとはいえ、イルシュに対しておかした罪は絶対に消える事はないだろう。自分の愚おろかさが今でも許せない。それでもこうして普ふ通つうに話しかけてくれるイルシュには、感謝してもしきれない。

「いいんだよ、コダートは悪くない。父上だって君が苦労しているようなら、すぐにマハル王国に呼び戻もどして自分の養子にしたいって仰おつしやってるんだ。様子を見てこいって命令されたよ」

　肩かたを竦すくめたイルシュに、思わず苦笑した。コダートの父はマハル王国の皇子だった。国の不正を糺ただす為ために命をかけ、そしてコダートが産まれる前に亡なくなった。マハル王国を出る時も、エジド王に国に残ってくれと言われたが断ったのだ。イルシュがそっと声を潜ひそめた。

「マハル王家の銀の指輪……。あれが魔王マリードオシリスの魔力を封ふうじた物だったって本当かい？」

「ええ、その話は後ほど会議を開いて、ジャリスが説明します」

　コダートも同じく声を潜めると、イルシュがそっと頷いた。

「ではその時に詳しい話を……。でも何でそんな物がマハル王国にあったんだろう」

　それはコダートもずっと疑問に思っていた。オシリスの四つの指輪の一つ、銀の指輪はマハル王国の王族が持っていたのだ。

「判りません。ですが、必ず取り戻します」

　コダートはゆっくりと笑みを浮かべた。自信があるわけではない。それでも銀の指輪をイルシュの許に届けると、国を出る前に約束していた。

「……優しく笑えるようになったね、コダート。正直に言うとね、以前の君は……何だか近寄りがたくて、ちょっと怖こわかったんだ。優しそうに見えるけど、時々刺とげ々とげしい感じがして、触さわると怪け我がするんじゃないかって思ってた。でも今の君はすごく穏おだやかだ。今の方がもっともっと大変な状じよう況きようなのに、そうやって笑えるなんてすごいと思うよ」

　嬉うれしそうな笑みを浮かべたイルシュに、何だか気き恥はずかしさを覚えてうっすら顔が赤らむ。

「そうやって感情が表に出るなんて、マハル王国の王室御ご用よう達たし商人だった頃からは考えられないね！　でもその方がずっといいよ」

　ふふっと笑ったイルシュに、思わず顔を片手で覆おおう。この殿下には敵かなわない。

「そうだ、コダート。ちょっとお願いがあるんだけど」

　コダートは笑えみを浮かべて頷いた。片目を瞑って微笑むイルシュが喜んでくれるなら、何でもしたいと思っていた。




「イルシュ殿下。こちらがダフム号のクララク船長です」

　コダートは、一等甲板にやってきた初老の男を呼び止めて、イルシュに紹しよう介かいした。黒い立派なひげを蓄たくわえたクララクは、イルシュに一礼すると目を細めた。元々厳いかつい顔つきだが、そうすると俄が然ぜん親しみやすくなる。彼はムシャラワ国海軍の退たい役えき軍人だ。ダフム号の船長に選ばれた彼は、ムシャラワ国でも最も勇ゆう敢かんな軍人の一人だったとして有名らしい。

「イルシュ殿下、ようこそダフム号へ」

「わあ！　初めまして。クララク船長。僕はこんなに大きな船で航海するのは初めてなんです！　ぜひ船内を見学させて頂きたいのですが」

　イルシュの頼たのみとは、蒸気船のダフム号を隅すみ々ずみまで見学したいというものだった。好こう奇き心しん旺おう盛せいなイルシュらしい願いに、コダートはクララク船長を紹介する事にした。ダフム号はムシャラワ国の保有だが、民間人にも貸し出している。だが一いつ般ぱん人が入れないような船の設備まで、イルシュは見て回りたいという。それならばまず必要なのは船長の許可だ。

「操そう舵だ室や動力室を見たいというご希望でしたね。うーん、本当は乗組員以外立ち入り禁止ですが、特別に許可しましょう」

　微笑んで頷いたクララクに、イルシュが目を輝かせる。

「ありがとうございます！　クララク船長、蒸気船とは風の力ではなくて石炭で動くのでしょう？　それは一体どんな仕し掛かけなのですか？　それに本当にこんなに大人数が乗っても航海できるのですか？　千人以上の乗客や乗組員がいると聞きましたが」

　矢や継つぎ早ばやな質問に、クララクは更さらに目を細めた。案外子供好きのようだ。

「ええ、ダフム号の定員は乗組員を含ふくめて千二百人です。今回の王族式典では、王族の方たちや護衛、従者が約四百名。招待客が約四百名。乗組員が四百名余り。満員御おん礼れいですな。……そうそう、イルシュ殿下、あの船の後ろに見える大きな水車のようなものが何か判りますかな？」

　クララクが指した船せん尾びに取り付けられている水車のような物を見て、イルシュが首を傾かしげた。水車は船体の横よこ幅はばと同じくらいの大きさがあり、三分の一は海に浸つかっていた。

「いいえ、あれはなんですか？」

「ダフム号は蒸気船の中でも、後部外輪船と呼ばれるもので、あの水車のような物が船を動かす原動力となる外輪なんです。ダフム号はムシャラワ国で採れる石炭を動力室で燃やして、水を熱して蒸気を発生させ、その圧力を機械的動力に変へん換かんし原動機を動かして……」

「クララク船長……。その説明ではちょっと」

　イルシュの目が点になっているのに気づいたコダートは、思わずクララクの話を遮さえぎった。イルシュは何とか理解しようとしているようだが、さすがにそれは無理だろう。はっとしたクララクが、すぐにイルシュに微笑みかけた。

「申し訳ありません。あんまり専門的すぎましたな。ようするに石炭が燃料となってあの船尾にある巨きよ大だいな外輪を動かすのです。外輪が推進器となり水車のように回って海水を搔かき、船を前に進ませます。それで風がなくてもダフム号は走るわけです」

　イルシュはやっと顔を上げ、興奮したように頰ほおを染めた。

「凄すごいっ。まるで魔法みたいだ！」

　率そつ直ちよくな感想に、クララクが苦笑して船の説明を続ける。

「今王族の方達がいらっしゃるのが、最上階の一等甲板。船首では宴うたげを開いていますが、船尾には涼りようをとる為の大きな噴ふん水すいもございますぞ。そして大臣の方達が宴を楽しんでいらっしゃるのが二等甲板。三階は大広間と王族の方達がお休みになる客室です。四階が招待客のお部屋と操舵室。五階は乗組員達の部屋と厨ちゆう房ぼうなどがありまして、六階には蒸気機関がある動力室と燃料の石炭、そして船の道具などが積んであります。一番下が船底となっております」

　改めて聞くと、やはりダフム号の広さには目を見張る。コダートは船長の説明を聞きながら、事前に見学していたダフム号の各部を頭に思い描えがく。全部回るのに丸一日かかったのだ。

「この船を設計されたのは、我がムシャラワ国の国王スルタン、ウスタ王です。ウスタ王は、異国の造船技術を早くに取り入れられました。ご存じの通り、帆はん船せんは風の流れで航行を左右されます。ですが、燃料で動く蒸気船は違ちがいますぞ。これからは必ず蒸気船の時代がきます！」

　クララクが胸を張って断言した。帆船で旅をするコダートにとっては、少し寂さびしい気がする話だ。だが風向きに関係なく走る蒸気船は、これからもっと発展していくだろう。ウスタ王がどれほど先見の明があるのかよく判る。

「ご希望通り、明日操舵室や動力室をご案内しましょう。ただし、出航前しか時間はございませんので、相当早起きしなければなりませんぞ」

　いたずらっぽく笑うクララクに、イルシュは勢いよく両手を上げて万歳した。

「もちろんですっ。船長を起こしに行きますよ！」

　がっちり握あく手しゆした二人に、コダートは思わず微笑ほほえんだ。イルシュが喜んでくれたなら幸いだ。

　話に盛大な花が咲さいていたが、乗組員の一人がクララクを呼びに来てしまう。一礼したクララクを見送ったイルシュが、残念そうに息を吐はいた。

「もっともっと色々聞きたかったな」

「操舵室や動力室を案内してもらう時に、また説明してもらえばいいですよ。操舵室には殿下の身長よりずっと大きな舵かじがあるし、動力室には石炭を燃やす火夫が何十人もいます。見た事がない鉄の機械で一いつ杯ぱいですよ。でも絶対に一人で行かないで下さいね。護衛の方達も一いつ緒しよに」

　周りからそっと見守っている護衛に目配せすると、彼らは心得ているのか大きく頷うなずいた。

「コダート！　貴様、貴様っ。よくも！」

　イルシュと話をしていたコダートは、ふいに背後で聞こえた怒ど声せいに驚おどろいて振ふり向いた。その瞬しゆん間かん目の前に拳こぶしが飛んできて、慌あわてて身体からだをよじる。何とか避よけたが、すぐさま次の攻こう撃げきがコダートを襲おそった。

「ああ～。駄だ目めだよ、クアイ。落ち着いて」

　殴なぐりかかってきたのはクアイだ。吞のん気きな声を上げたヤナキムが、さっと後ろから羽は交がい締じめにする。タバラン国の皇子二人の奇き行こうに、思わず目を丸くした。護衛達が慌ててイルシュの腕うでを摑つかみ、背後に庇かばう。コダートは身構える護衛達を手で制した。

「大だい丈じよう夫ぶです。こちらはタバラン国のクアイ皇子ですから」

　護衛達は戸と惑まどうように、剣けんから手を放した。コダートは慌ててクアイに近付いて囁ささやく。

「何をするんだ、クアイ皇子。ここをどこだと思ってる。それにあなたに殴られる覚えは……」

「ないと言うのか！　貴様、ジャリスに何をしたーっ」

　思わずうっと言葉に詰つまった。最近協力的だったクアイが、ジャリスがらみの事でコダートに殴りかかる、その原因には心当たりがある。よく見ると、ヤナキムの背後にリクが立っていた。申し訳なさそうに両手を合わせて。

「ごめん、コダート……。ついうっかりあのことを」

　みなまで聞かなくても判わかる。あの〝口付け〟の件だろう。剣で斬きりかからなかった所をみると、さすがにクアイも少しは状況を理解しているらしい。

「ま、待て、クアイ皇子。あの口付けは……」

「口付けと言うなーっ。事情はリクから聞いたぞ。だがみんなの命を助ける為ためとはいえ、ジャリスに何て事したんだ！　おまえは万ばん死しに値あたいする。俺がこの手で首をはねてくれる！」

　涼すずしい顔のヤナキムが、羽交い締めにしているクアイを宥なだめる。

「まあまあ、事情もあったんだし、ジャリスとコダートは婚こん約やくしてるんだし。お前が口を挟はさめる問題じゃないよ」

　ヤナキムはどうやら、コダートの援えん護ごをしてくれるつもりらしい。さすがにここで、クアイが暴れてはまずいと思うぐらいの分別はあるようだ。

「だが許せん！　お前にジャリスを渡わたしてたまるか。彼女はタバラン国の未来の王おう妃ひだぞ！」

「クアイ皇子」

　そこへ声をかけたのは、護衛を制して前に進み出たイルシュだった。なぜかにこにこしているイルシュに、クアイがはっとする。

「あなたは……マハル王国の」

「イルシュです。お久しぶりですね。それよりコダート、ジャリスと婚約したのかい？」

「ええ、まあ……いつの間にかそういう事に」

　渋しぶい返事をすると、イルシュは嬉き々きとしてぽんっと手を叩たたいた。

「そうなんだ！　それはいい事を聞いた。……クアイ皇子。ジャリスはタバラン国の王妃にはなれません。コダートと結婚してマハル王国に来るのです。そしてマハル王国の王族として、僕と一緒に暮らすんです！」

　嬉うれしそうに目を輝かがやかせているイルシュに、クアイとヤナキムがきょとんとする。

「な、なぜジャリスがコダートと結婚すると、マハル王国の王族になるのですか？　それはちょっと筋が通らないのでは？」

　ヤナキムが首を傾げると、イルシュは胸を張って片手でコダートを指し示した。

「コダートは、実は僕の従兄弟いとこなんです。本来なら次の王となるのはコダートでした。彼は辞退してしまいましたが、父はコダートが我が国に戻もどってくれる事を望んでいます。そうすればきっと、それ相応の地位で迎むかえられるでしょう。この王族式典でもマハル王国の王族の一人として、僕の補ほ佐さをしてもらおうと思っています。……クアイ皇子、我が国の代表でもあるコダートに何かあれば、それはすなわちマハル王国を敵に回すという事です。お忘れなきよう」

　クアイとヤナキムが、一いつ瞬しゆんで頰を引きつらせる。もちろんコダートもだ。

（ちょっと待て、話がややこしくなった気がするぞ……！）

　コダートの心の叫さけびをよそに、イルシュは子供とは思えぬ不敵な笑えみを浮うかべていた。
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「騒さわがしいですね」

　シャルマの一言に、ジャリスは頷いた。二等甲板の中央では、サウルナ国の伝統舞ぶ踊よう、タンヌーラが始まっていた。三人の男達が大きな布を腰こしに巻き、笛や太たい鼓この賑にぎやかな音色にあわせてくるくると回転する。華はなやかな柄がらが描かれた布は、回転して広がるとまるで大輪の花のようになる。旅芸人達を王族のいる一等甲板に入れる訳にはいかず、最上階から見下ろして楽しめるタンヌーラを余興として用意したのだ。

　だが一等甲板からタンヌーラを見下ろしている人は少なかった。どうやら上で何かあったらしい。ジャリスは嫌いやな予感がした。人々のさざめきに紛まぎれて聞こえてくる怒声には、聞き覚えがある。

「……クアイ皇子の声がするのは、気のせいだと思いたいんだけど」

「そうですね。……ですが私にも聞こえるので、気のせいではないかと」

　二人同時にため息をつく。タバラン国に招待状を送ったが、当然のようにクアイが来ると返事がきた。それは覚かく悟ごしていたのだが、なぜか宰さい相しようである彼の兄も来るという。兄のヤナキムには以前会った事があるので知っているが、クアイとはまた別な意味で〝ヤバイ〟人物だ。

「ジャリス～。大変だよぅ」

　一等甲板に続く階段を凄い勢いで駆かけ下りて来たのはリクだ。階段の途と中ちゆうからぴょんと飛び降りると、人ひと混ごみをかき分けてまっすぐジャリスの許もとに走り寄る。

「何があったの？　リク」

「クアイ皇子がコダートに、ジャリスと口付けしたから首をはねるって騒いでる。そこにイルシュ殿下が割って入って収拾がつかなくなってるよ。どうしよう、俺が余計な事言ったから」

　リクの拙つたない説明で大体の事情を把は握あくしたのか、シャルマが片かた眼鏡めがねを押し上げた。

「しょうがありませんね。私が行きましょう。ジャリス、あなたはここにいて下さい。クアイ皇子に見つかると、余計騒ぎが大きくなるかもしれません」

「あ！　そうだ。クアイ皇子の事ですっかり忘れてたけど、俺、ジャリスを捜さがしてたんだ。ウスタ王が乗船されたよ」

　ウスタ王とは、ムシャラワ国の国王だ。この船の持ち主でもある。公務で遅おくれると連れん絡らくがあったので、乗船次し第だいジャリスが挨あい拶さつに行く予定だった。

「判ったわ、すぐに行く。シャルマ、クアイ皇子達の事は任せていい？」

「ええ、ウスタ王にお会いしたら、明日の出航の手はずを再度確かく認にんしてきてください」

　頷いたジャリスは、シャルマに後を任せて船室へと足早に向かった。
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「あなたは何をしに来たのですか？　邪じや魔まするなら帰ってもらって結構ですよ。代表はヤナキム皇子だけで十分です」

　シャルマの冷たい言葉に、クアイはむっとして顔を背そむける。先さき程ほどシャルマとヤナキムに両りよう脇わきを抱かかえられ、一等甲かん板ぱんの中央にある展望室に連れてこられた。最上階にある丸い屋根の展望室は、壁かべ一面が雄ゆう大だいな海を見み渡わたせる大きな窓になっている。窓まど際ぎわに寝ね椅い子すがいくつか置かれ、真ん中には十人ほどが囲める巨きよ大だいな大理石の机が鎮ちん座ざしていた。宴うたげの間は王族の休きゆう憩けい室として使われているはずだが、二等甲板で始まったタンヌーラを見物しているのか人の姿はない。

　黙だまってついてきたルーレルが、硝子ガラスが張られた扉とびらの前で外を窺うかがっている。どうやら誰だれも来ないよう見張っているらしい。

　興奮しすぎて頭に血が上っているのは、よく判っている。それでも一向に頭が冷える事はない。どうしてもどうしてもコダートが許せないのだ。

「シャルマ！　お前はジャリスとコダートがくくく、口付けしたというのに、どうしてそんなに平気な顔ができるんだっ」

「あれは口付けじゃありません。ちょっとした事故だと思って下さい。それでも我が慢まんできないなら、帰って下さい。ここで騒げばジャリスの為にならないと判っているでしょう？」

　シャルマはどうやら本気のようだ。騒ぎを起こせばジャリスの迷めい惑わくになる、その言葉はクアイの怒いかりを押さえ込むのに功をそうしたが、それでも完全ではない。

「お前は腹が立たないのかっ」

「……ですから、今はそれどころではないのです」

　いつも冷静なシャルマが、珍めずらしく言葉を濁にごした。見るとクアイから視線を外し気味で、俯うつむき加か減げんになっている。彼も納なつ得とくしてはいないと一目で判った。同じくそれに気づいたのか、ヤナキムがそっとシャルマに囁く。

「ねえ、僕達と手を組まないかい？　君だってコダートとジャリスが結婚なんて、望んでないんだろう？」

　シャルマが一瞬目を伏ふせる。だがすぐに顔を上げ、まっすぐにヤナキムを見つめた。

「私はジャリスの幸せを一番に望んでいます。王族式典を成功させる事が、彼女の夢を叶かなえる事になるんです。その邪魔をするのなら、たとえ誰であろうと許しません。……ヤナキム皇子、弟君の手た綱づなをしっかり握にぎっておいて下さい」

　言い置いたシャルマが、さっときびすを返した。クアイはぐっと唇くちびるを嚙かみしめたまま、扉から出ていく背中を見送る。不満は口にできなかった。シャルマの言う事も尤もつともだ。

「くっ……。仕方ない。王族式典が終わるまでは様子を見て……」

「何を言ってるんだい。だからお前は詰めが甘いというんだ。恋れん愛あいは押して押して押しまくるものだよ。お兄ちゃんを見てごらん。常に押しの一手だから、あんなにたくさんの女性達の心を手に入れられるんだ」

　ヤナキムは、数十人の女性達がいるハーレムを持っている。しかもハーレムの女性達は、全員が彼に夢中だった。自信満々なヤナキムが、そっと囁ささやきかけた。

「いいかい、恋愛は戦いだよ。恋こい敵がたきがいるのなら、多少卑ひ怯きような手を使っても排はい除じよしなくちゃ」

「誰が卑怯な手など使うかっ。コダートなど敵ではない！」

「そうかな？　コダートはジャリスの婚こん約やく者だし、バルク号の乗組員だからいつでも彼女の側そばにいられるんだよ。しかも彼はマハル王国の王族だ。あの国が後ろ盾だてになるなら、タバラン国もうかうかしていられない。一いつ緒しよに暮らしたいって言ってたイルシュ殿下もかなり本気みたいだったし。それに何より口付けだってしてるんだし。ジャリスが今もコダートと一緒にいるって事はそれを許したって事だ。本当に嫌なら、どんな事情があっても無む理り矢や理り口付けされて女性が許すわけないだろう。彼女、恋愛に鈍どん感かんそうだからきっと初めてだっただろうし」

　ヤナキムの言葉がぐさぐさと心に突つき刺ささる。言葉にして並べると、かなり分が悪い気がしてくるから不思議だ。それでもクアイは首を振ふる。

「ジャリスは、俺の事を愛して……」

「それは妄もう想そうだっていつも言ってるだろう。いい加減認めないと、コダートに先を越こされるよ」

　実は……それには最近気づき始めていた。もしかしてもしかすると、いや、百万分の一の確率だが、ジャリスは自分の事を愛していないのではないかと……。

「ジャリスには、ぜひタバラン国の王妃になってもらいたいんだ。お前の幸せの為ためにもね」

　優やさしく微笑ほほえんだヤナキムに、クアイは目を瞬またたかせた。

「ヤ、ヤナキム……お前はそれほど俺の事を……」

「もちろんさ。彼女がタバラン国に来ればきっと楽しいだろうし。それに恋愛はお兄ちゃんの十八番おはこだ。任せておきなさい」

　胸を叩たたいたヤナキムを、クアイは生まれて初めて尊敬の眼まな差ざしでみつめる。

「……ただ単に、面おも白しろがっているだけではないですわよね？　ヤナキム様」

　扉の前でしゃがみこんだルーレルの呟つぶやきだけが、心に引っかかったのだが。
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　イルシュと別れたコダートは、二等甲板にやってきていた。なるべく一等甲板から離はなれたかった。またクアイに見つかって、乱らん闘とうなんて事になるのは死んでもごめんだ。

（ナッシルの挨拶と余興だけの宴なのに、どうしてこんなに面めん倒どうが起こるんだ……）

　内心で呟いて、ため息をつく。気を取り直して辺りを見回すと、二等甲板の隅すみで料理に舌した鼓つづみを打っているバルク号の乗組員リンドを見付けた。

「リンド、ジャリスを知らないか？」

　近づいて声をかけると、鳩はとの丸焼きにかぶりついていたリンドが首を振った。

「知らねぇ。この人ひと混ごみでどこに誰がいるのかぜんぜんわからねぇよ。あ、お前も食う？　すげぇうまいぜ」

　皿を差しだされて、コダートは苦く笑しようする。さすがに食欲はなかった。

「コダート様ぁ。アブウもご主人様を捜してるんですぅ。どこにいらっしゃるんでしょうねぇ」

　ふいにリンドの隣となりにいた大おお柄がらな女性に声をかけられて、コダートは目を丸くした。

「そ、その間延びした声、アブウか？」

　ひらひらした女性用の衣装を身につけ、ベールで顔を隠かくし目の色は魔法で変えてあるようだが、よくよく見れば水差しの精霊ジヤーンアブウだ。

「そうですよぅ。うふふふふふ。アブウは綺き麗れいでしょう？　アブウはご主人様のお役に立つんです！　タンヌーラが終わったら得意の水芸をやりますよぅぅぅ。前夜祭の成功はアブウの水芸にかかっています！」

　アブウはいつになくやる気を出しているようで、ぐっと拳こぶしを握りしめている。前夜祭の成功が水芸にかかっているはずはないのだが、それは言わないでおく方がきっと親切だろう。代わりにコダートは違ちがう質問をした。

「何で、女装？」

「似合う似合うってリンドが言うからですぅぅぅ」

「精霊の姿でうろうろするよりいいかと思って」

　しれっと答えたリンドに、思わずため息をつく。確かにその通りだが、他ほかに手はなかったのだろうか。実はアブウはコダートと同じくらい背が高い。その体格で女装したら、目立つことこの上ないのに。

「な、なあ、アブウ。水芸はやめた方が……」

「何を言っているんですかぁ、アブウはご主人様に喜んでもらうんですぅぅぅ」

　コダートの外れた事がない勘かんが、彼を止めろと警告していた。だが浮うかれているアブウには、説得は通じないようだ。困っていると、ふいにリンドが一等甲板をあごで示した。

「おい、見ろよ。ジャリスが来たぜ。ウスタ王と一緒だ」

　目を向けると、ムシャラワ国の国王ウスタとジャリスが、一等甲板に姿を見せていた。手すりから手を振るウスタに盛大な拍はく手しゆが起こる。

「相変わらずあの王様は眉み間けんに皺しわが寄ってるね。もう少し笑えばそれなりにいい男だろうに」

　ぼそっと呟いたリンドに、コダートは苦笑する。

「ウスタ王は二十八歳という若さで、ムシャラワ国をタバラン国と並ならび称しようされる程の経済大国にしたんだ。優しいだけではできないさ」

　十年ほど前までは火を焚たく事にしか使われなかった石炭を、異国からの知識を元に燃料として使うと決めたのがウスタだ。今では石炭は黒い宝石と呼ばれ、それを使った工業でムシャラワ国はどんどん発展を遂とげていた。ダフム号はその最たる発明品だ。
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「ちょっと挨あい拶さつに行ってくる。ついでにジャリスを呼んでくるよ。アブウを止められるのはあいつだけだろう」

　リンドにそっと告げて、そのまま階段を駆かけ上がり、一等甲かん板ぱんにいるウスタとジャリスに近付いた。そしてすっと頭を下げる。

「ウスタ王、ご機き嫌げん麗うるわしく。ダフム号をお借りしたおかげで、王族式典が無事に開かい催さいできました。心よりお礼申し上げます」

「ああ、君は確か、コダートだったな。なかなか盛大な前夜祭だ。明日の出航は予定通りに行うよう、乗組員達には伝えてある」

　コダートを一いち瞥べつしただけで、ウスタは表情一つ変えなかった。船を借りる際に会った時と同様、言葉少なで厳しい表情。茶色の短い髪かみを後ろに撫なでつけ、薄うす茶ちやの一ひと重えの瞳ひとみは鋭するどい光を放っている。とてもまだ二十代とは思えない貫かん禄ろくだ。

　コダートの正直な第一印象は〝扱あつかいにくい男〟だった。

「……では、ジャリス。先さき程ほどの件は頼たのんだぞ」

　ウスタはそれだけ言い残すと、一等甲板に集つどった王族達に挨拶を始めた。その後ろ姿にコダートとジャリスは、深々と頭を下げる。

「先程の件って何だ？」

　頭を上げて傍かたわらを見つめると、ジャリスが戸と惑まどうように瞳を揺ゆらめかせた。

「ちょっと頼まれ事をしたの……。色々と込み入っているから、後で相談するわ。みんなにも前夜祭が終わったら集まるように言っておいて」

　どうやら何かあったらしいと、すぐに気づいた。ジャリスは心配事があれば、顔に出るから判わかりやすい。頼まれ事が何なのか気にはなるものの、まずはどんどん大きくなるこの嫌いやな予感をどうにかしたかった。

「ジャリス、ちょっと来てくれ、アブウなんだが……」

　きょとんとしているジャリスを促うながして階段を下り、アブウの許もとに向かう。

「あ、ご主人様。見てくださいよぅぅぅ。どうですかぁ」

「……ア、アブウ。どうして女装なの？」

　コダートとまったく同じ質問をしたジャリスに、アブウがにこやかに答える。

「みんなが似合うって言うからですぅぅぅぅ。いやー、楽しいですねぇ。アブウは人が大勢いるの大好きですよぅ」

　今にも踊おどり出しそうなアブウは、いつものことではあるが、あまり状じよう況きようを把は握あくできていないらしい。この大変な状況でるんるんるんと浮かれていた。

「……アブウ、とってもよく似合うわ。だからお願い。もう少し静かにしててね。騒さわぎは絶対に起こさないで。この王族式典はとっても大事なのよ。アラバーナ大陸の未来がかかっているの。すべての国の偉えらい人達も来てるから、決して粗そ相そうがあってはならないの」

　頭痛を覚えたのか、ジャリスがこめかみを押さえていた。アブウはそんなジャリスに気づかず、更さらに声を一段階上げる。

「わっかりましたぁぁぁぁ。アブウにお任せくださいませぇぇぇ。あ、そうだ。ご主人様。アブウは前夜祭を盛り上げる為に、水芸をしようと思います！　さっきのタンヌーラより、もっともっと凄すごいですよぅ」

　意気込みは買いたい所だが、ジャリスが顔を引きつらせている。もちろんコダートもだ。

「ねぇ、アブウ、今日はやめておいた方がいいと思うわ。だってもし何かあったら……」

　ジャリスが何とか思いとどまらせようとしたが、アブウの決意は固いらしい。

「いいえ！　先日は同じ精霊に操あやつられて、ご主人様を危険な目にあわせるというアブウらしからぬ失態をおかしましたが、今度こそお役に立ってみせますですぅ！」

「ちょっ、ちょっと待ってってば。アブウ！」

　止めようとしたジャリスを振ふり切って、アブウが二等甲板の中央に躍おどり出る。

　アブウが言っているのは、先日ムシャラワ国の大臣から受けた依い頼らいの事だろう。ダフム号を無料で貸し出す条件として、行方ゆくえ不明になった船を捜さがして欲しいと頼まれたのだ。だが海の魔女と呼ばれる精霊に操られ、あわや仲間同士で殺し合う所だった。

　何とか無事に戻もどってきたが、アブウは同じ立場の精霊に操られてしまった事が、さすがに悔くやしかったようだ。いつになくやる気なのはそれが原因らしい。

「さあ、みなさま！　アラバーナ大陸一の水芸をおみせしますぅぅぅ」

　アブウの声が響ひびきわたり、何事かと招待客達が一いつ斉せいに見つめる。アブウは両手を広げて、手の平から空に向かってびゅーっと水を放った。

　おおっと歓かん声せいが上がったのに気を良くしたのか、アブウが更に甲かん高だかい声を上げる。

「さあさあさあっ、この水が変化しますですぅ」

　その言葉通り水が七色に輝かがやきを放つ。そしてアブウが両手を交差させると、海かい賊ぞく同盟の旗印である八角形を水が描えがき出した。更にどよめきが起こる中、ジャリスがぽつりと呟つぶやいた。

「あの水芸……前にムシャラワ国でもやったわよね。あの時確か……」

　みなまで聞かなくても判る。あの時アブウは……。

「あっ、失敗したかも……！」

　アブウがはっとして叫さけんだ言葉は、まさしくムシャラワ国で水芸をやった時と同じだった。

「だ、駄だ目めよ！　やめなさいーっ」

　だがジャリスの叫びもむなしく、八角形はあっという間に崩くずれ去り、大量の水が招待客に降りそそぐ。近くで見ていたコダート達と招待客達が一いつ瞬しゆんでずぶぬれになった。

「あ、あ、あ、ご、ごめんなさい～」

　じとっとみんなに睨にらまれてアブウが縮こまる。びっしょりと濡ぬれたジャリスが、さすがに顔を引きつらせた。

「アブウ！　みなさんに謝りなさいーっ」

　ひぃぃっと頭を抱かかえたアブウに、コダートはやっぱりとため息をつくしかできなかった。
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「各国の王族の皆みな様さま。お集まり頂きありがとうございます。この会議は内密に行われます。どうか側近の方々にも、会議の内容は極ごく秘ひに願います。会議の進行は海賊同盟の盟主代理である私、ナッシル・シンリクットが行わせて頂きます」

　最上階にある展望室から見える海は、夜の闇やみに包まれていた。窓まど際ぎわにいたジャリスの両りよう隣どなりには、シャルマとコダートが立っている。目の前にはナッシルの背中があった。

　ナッシルと一いつ緒しよに巨きよ大だいな大理石の丸い机を囲んでいるのは、厳しい表情をした各国の王族だ。

　結局ずぶ濡れになった招待客達にジャリスがお詫わびしている間に、前夜祭は終わってしまった。何とか許してはもらったものの大失態には違ちがいない。

（成功したのか微び妙みような所ね……）

　ジャリスの素す直なおな前夜祭の感想だ。何とか騒ぎにならなかったのが幸いだ。

　気を取り直したジャリスは、今までの旅で知り合った各国の国王スルタンや皇子達を見回した。自分にとっての本番はこれからだ。混乱を避さける為ため、魔王オシリスの事は、民衆にはまだ発表しないという事で、各国は同意している。この秘密会議も王族達だけで、護衛や側近達は、リクとリンドと一緒に外で待機していた。ナッシルが王族達にむかって鋭い視線を投げかける。

「ご承知の方もいらっしゃると思いますが、オシリスと呼ばれる魔王マリードが、手下の魔物ジン達を率い、アラバーナ大陸に災さい厄やくをもたらそうとしています。以前行われたアラバーナ大陸最速船決定戦の時も彼らの妨ぼう害がいにあいましたし、サウルナ国で起こったシャリフ王への謀む反ほんも、陰かげで糸を引いていたのは魔物達だったのです。そして……ウルネティス国ではオシリスの魔力で町が消しよう滅めつしました。この王族式典は、長く続いた戦争の終結を宣言する儀ぎ式しきであります。その前にぜひこの場で皆様に、オシリスへの対応を考えて頂きたいのです」

「……だが、本当に魔物など存在するのか？　物語でしか聞いた事がないぞ」

　疑問の声を上げたのは、ケレン国の国王コンスルルだ。ナッシルの隣となりに座っていたクアイがすっと立ち上がる。

「魔物は確かに存在します。俺はジャリスを追いかけ……あ、いや、後こう学がくの為各国を旅して回っている間に、何度も魔物達の脅きよう威いにさらされました。あいつらをこれ以上放ほうっておいてはなりません！」

　力強いクアイの言葉だった。さすがにこういう場では、まともな皇子に見える。

「私も確かに魔物達をこの目で見た」

　次に発言したのは、ネイレス国の国王ムスタシャールだ。ジャリス達がネイレス国を訪おとずれた時には、人間不信で誰だれも寄せ付けない引きこもりの状態だった。だが顔色が悪く瘦やせていたあの時とは違って、赤みのある顔色と、少しふっくらした大おお柄がらな身体からだを黒い衣装に包んでいた。

「あやつらは事もあろうに、我が王宮へと入りこみ攻こう撃げきをしてきた。ターラの……イジュタラ・シンリクット船長のおかげで事なきを得たが」

　ウルネティス国の皇子、ギナンが辺りをきょろきょろと見回して、おどおどと立ち上がる。

「あ、あの……先さき程ほど話にあった消滅した町というのは、数万人の住民がいるヨーヌルという町です。僕はちょうどその時、ジャリス達とヨーヌルにいました。まるで津つ波なみのように砂が空高く舞まい上がり建物をのみこんで、危あやうく命を落とす所でした。ジャリス達のおかげで何とか逃にげ延のびましたが、町があった場所には、建物も何も残っていません。砂が広がっている砂さ漠ばくになってしまいました。ターラの手紙をみなさん受け取っていると思いますが、手紙に書いてあった通り、オシリスが本来の力を取り戻せば、アラバーナ大陸がヨーヌルの町のように消滅してしまうかもしれません」

　気弱なギナンの精せい一いつ杯ぱいの発言だった。ギナンがジャリスに目を向ける。ジャリスが小さく頷うなずくと、ほっとしたように腰こしを下ろした。ターラの手紙とは、国王達にオシリスや魔物達の陰いん謀ぼうを知らせ、王族式典で集まった際に、ぜひその対策を練って欲しいという頼たのみが書かれたものだ。いい加減だが、さすがにターラは海賊同盟の初代盟主だけはある。彼の呼びかけに応じて、戦争が始まって以来初めて、王族達が全員顔を揃そろえた。

　ギナンの隣に座るカトゥーナ国の女王ラスミアが、長い脚あしをゆっくりと組んだ。まるで大輪の花のような存在感があるラスミアは、たったそれだけの事でも全員の目を引きつける。

「……手紙は読んだけれど、もっと詳くわしい説明が聞きたいわ。ターラの手紙は簡潔すぎてよく判らなかったもの。アラバーナ大陸を滅ほろぼす程の力を持つ魔王がいるなんて、まだ信じられないわ。ジャリス、詳しい事はあなたから聞けと手紙に書いてあったけど」

　どきんと心臓が跳はね上がる。王族達の視線を一身に浴びて、緊きん張ちようが頂点に達する。逃げ出したい気持ちがふっと心を支配しそうになるが、そんなわけにはいかない。ジャリスは一つ頷くと、ナッシルの側そばに進み出て口を開いた。

「わたしは各国を旅していて、魔物達とは何度も遭そう遇ぐうしています。彼らの魔力はアラバーナ大陸を脅おびやかすものです。ですが、オシリスはまだ本来の力を取り戻してはいません。オシリスが完全に復活するには、四つの指輪が鍵かぎとなるのです」

　ジャリスはそこで大きく息を吸いこんだ。書類を持った手が震ふるえていた。何度も何度も練習して完かん璧ぺきに仕上げていたが、それでも王族達を目の前にして、発言するのは勇気がいる。

「ジャリス。落ち着け」

　小声で背後から囁ささやいたのはコダートだ。少しだけ振り返ると、コダートとシャルマが優やさしい笑えみを浮うかべてゆっくりと頷く。

「何かあれば私達で補ほ佐さします。大だい丈じよう夫ぶですよ」

　シャルマが背中を押すように触ふれる。ジャリスはもう一度息をつくと、座っている王族達に目を向けた。

「……わたし達の調べでは、四つの指輪はオシリスの魔力を封ふうじ込めたものだという事が判わかっています。現在指輪の二つ、金と銀の指輪をオシリスが。翡ひ翠すいの指輪はわたしが持っています」

　鎖くさりを通して首からぶら下げている翡翠の指輪を、みんなに見えるように取り出した。広間が一瞬ざわついたが、ジャリスが再び口を開くと静かになる。

「そしてもう一つ、緋ひ石せきの指輪はターラが捜そう索さく中です。この四つの指輪が魔物に渡わたると、オシリスは完全に復活してしまいます……」

　ジャリスは、今まで旅してきて知ったオシリスの情報をすべて話した。四つの指輪を巡めぐる攻こう防ぼう。彼らが陰で人々を操あやつり、アラバーナ大陸に混乱を起こした事。そしてヨーヌルの町が消滅した時の詳しい状じよう況きよう。オシリスがサウルナ国の海軍大たい佐さカッサラの身体を乗っ取った事。

　自分でも拙つたないと思う所はあったが、それでも王族達は黙だまって聞いてくれた。

「……以上がわたしが今まで経験してきたオシリスとの戦いです。彼らを野放しにしてはおけません。ターラが手紙に書いた通り、アラバーナ大陸が一つになってオシリスへの対応を考えるべきです。……最後に一言、オシリスは本当に恐おそろしい魔物です。彼の配下であるシャイ悪ターン魔も。彼らは人間の心に入りこみ操る術に長たけています。正直に言うと、わたしも騙だまされた事があります。彼らの脅威は魔力だけではありません」

　言いたい事はすべて話した。ジャリスはまっすぐ顔を上げ、彼らを見回す。最後に目が合ったのは、父であるマラファムだ。

「……ジャリスが話した事はすべて真実です。私はサウルナ国のシャリフ王から、全権を委任されてここに参りました。早急な対策を、それがシャリフ王のお言葉です」

　サウルナ国のシャリフ王は、アラバーナ大陸で最も尊敬される国王だ。それは各国の国王すべてが承知している。王族達が沈ちん黙もくする中、ナッシルが再び口を開く。

「では、今の話を踏ふまえて、海賊同盟からオシリスの対応について、提案を……」

「ちょっと待て」

　遮さえぎったのは、ムシャラワ国の国王、ウスタだ。彼はゆっくりと立ち上がり、ジャリスを一いち瞥べつしてからナッシルに目を向けた。話し終わってほっとしていたジャリスに、再び緊張が走る。

「質問ですか？　ウスタ王」

　ナッシルの問いかけに、ウスタは鋭するどい視線を投げかける。

「私は魔物の存在を否定はしない。各国の国王達の話を聞かせて頂く限り、オシリスという魔物の脅威は十分理解できる。早急に対策を練る必要もあるだろう。ただ……ただ、私は問いたい。本当に海かい賊ぞく同盟はオシリスを倒たおそうとしているのか？」

　突とつ然ぜんの質問に辺りが騒そう然ぜんとする。ジャリスは慌あわててウスタの許もとに駆かけ寄った。

「ウスタ王、その話は……！」

「いいや、アラバーナ大陸が一つとなって戦わなければという以上、少しの疑念の余地も残してはならない。はっきり言おう。私は海賊同盟に不信を持っている。それが解決できない以上、同盟に協力はできない」

　ラスミアが、赤く彩いろどった唇くちびるで笑みを浮かべて肩かたを竦すくめた。

「馬ば鹿かな事を。どんな不信を持っているというのです？　海賊同盟は中立の立場から海とアラバーナ大陸を守護する存在。同盟が出来てから数十年、その活かつ躍やくは小さな子供だって知っているわ。今いま更さらどうしてそんな事を言い出すのです？　理由があるなら聞かせてちょうだい」

　ウスタはゆっくりとラスミアを見み据すえる。触れると切れそうな視線だが、ラスミアは少しも動じなかった。

「私も同盟を信しん頼らいしたい。しかしそう出来ない理由はちゃんとある。現在調査している最中だ。はっきりした事が判れば、すぐに報告しよう。だが調査が終わって、同盟が信頼に値あたいすると判るまでは、戦争の終結宣言に調印する事はできない。……もしかすると、我々は魔物達の手の平で踊おどらされているのかもしれないからな」

　ウスタはそのままさっときびすを返した。ジャリスは慌ててその背中に追いすがる。

「お待ち下さいっ。ウスタ王」

　ジャリスの必死の呼びかけもむなしく、ウスタは硝子ガラス張りの扉とびらを開いて去っていった。




　ウスタが退席したせいで、秘密会議はとん挫ざしてしまった。王族達にはオシリスについての話し合いは、また改めてという事で何とか納なつ得とくしてもらった。

　王族達が自室に戻もどるのを見送ったジャリスは、展望室の寝ね椅い子すに座って大きなため息をつく。残っているのはバルク号の乗組員とナッシルだけだ。

「どういう事なんだ？　どうしてウスタ王は突然あんな事を言い出したんだ。船を借りる時だって、同盟に協力は惜おしまないと言っていたのに」

　コダートの疑問は尤もつともだった。ジャリスはゆっくりと顔を上げ、乗組員達を見回す。

「……ウスタ王が同盟に不信を持っているのは確かよ」

　その場にいた全員が、一いつ斉せいにジャリスを見つめた。

「どういう事ですか？　そういえば、先程ウスタ王に挨あい拶さつに行った時、後で話があると言っていましたね。何か知っているんですか？」

　隣となりに座ったシャルマに小さく頷いて、集まってきた乗組員達を見上げた。

「……実はね、前夜祭の時、ウスタ王にある依い頼らいを受けたの」

　ジャリスはそう切り出すと、ウスタから受けたある依頼について話を始めた────
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　前夜祭の最中の事。遅おくれてきたウスタに挨拶する為ため、ジャリスは彼の部屋を訪おとずれていた。

　王族の為に用意された部屋だけあって、ジャリスが今までみてきた各国の王宮とそん色ない豪ごう華かさだ。ジャリスがいる居間は、右手の壁かべ一面が海を見み渡わたせる窓になっている。ゆっくり食事が楽しめるように十人ほどが座れる椅子と机が置いてあり、金銀を使った調度品がランプの明かりに照らされて輝かがやいていた。広い部屋の左手にある扉の向こうには、バルク号の乗組員全員が寝ねてもまだ余る巨きよ大だいな寝しん台だいが置かれた部屋、さらには侍じ従じゆうや護衛達が休む部屋までついているはずだ。時折地面が揺ゆれなければ、ここが船だと忘れるぐらいだった。

　大理石の椅子に座ったウスタの前で、ジャリスは跪ひざまずいたまま緊張していた。正直、彼が苦手だ。表情があまり変わらず、親しみやすいという言葉が最も似合わない。

　だが、ウスタが話した内容は、その緊張を吹ふき飛ばす物だった。

「海賊同盟に不信を持っている？　どうしてそんな事を仰おつしやるのですか？　わたし達はアラバーナ大陸の為に王族式典を……」

「いや、君達の事を疑っている訳ではない」

　ウスタは薄うすい唇でジャリスの言葉を遮る。眼光鋭い視線が、まっすぐこちらを射い貫ぬいていた。

「私も王族式典の意味はよく判っている。だから船を貸す許可もした。あの時、初めて君達にオシリスの存在を知らされた。君達が今まで彼と戦ってきた経けい緯いも。実は、あれからずっと気になっている事が一つある。……ターラの事だ」

　突然出てきた名前に、思わず首を傾かしげる。ターラが一体どうしたというのだろう。

「ターラが何か？　あ、もしかして、物もの凄すごく失礼な事でもしましたか？　色々と各国で迷めい惑わくをかけているようですし」

　不老不死という呪のろいにかけられている海賊同盟の初代盟主ターラ。長い間魔物ジン達と陰で戦ってきた彼だが、その性格には多々難がある。各国から信頼されているのと同じくらい、迷惑だと思われているのもよく判っていた。

「いや、ターラは私もよく知っている。実は子供の頃ころ、彼に命を救われた事もある。確かに迷惑な行動は多いが、ターラの事は信頼している……いや、していた」

　言こと葉ば尻じりが過去形になったのに、ジャリスはすぐに気づいた。跪いたまま、ウスタを見上げる。

「私はもって回った言い方が嫌きらいだ。だから正直に言おう。ターラは本当にアラバーナ大陸の為に指輪を集めているのか？」

　思わずきょとんとしてしまう。そんな事を今更聞かれるとは思ってもいなかった。

「当たり前です。ターラはふざけているようにみえますが、オシリスの復活を阻そ止しする為にいつでも命がけで指輪を捜さがしています。わたしは何度もその場面を目もく撃げきしています」

「だがお前達から聞いた情報によると、以前ネイレス国で指輪を三つ集めたのだろう？　なぜターラは、その時指輪を破は壊かいするなどの方法をとらなかったのだ？　それを魔物に奪うばわれたせいで、オシリスは精神体だけとはいえ復活してしまったのだろう。お前が今持っているという翡ひ翠すいの指輪もそうだ。集めると同時に、何らかの処分法を探すべきだろう。オシリスが完全に復活してしまう前に」

　一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったが、すぐにあの時ターラが言っていた事を思い出す。

「そ、それは……ターラが指輪の使い方次し第だいでは、アラバーナ大陸を救う事ができると……」

「使い方次第とは何だ？　オシリスの魔力を封ふうじてある指輪を、我々がどう使えばアラバーナ大陸を救う事になるのだ？」

　繰くり出される質問に、答える事ができなかった。まだジャリスも詳くわしい事は知らされていなかった。聞こうとしても、ターラはすぐに言葉を濁にごして逃にげてしまう。

　黙り込んでいると、ウスタは再び疑問を投げかける。

「君達から話を聞いて、私も独自に調べを進めていた。そうすると、疑問が更さらに深まったのだ。ジャリス……ネイレス国で襲おそってきたシャイターンを、ターラが追い払はらったそうだな？」

　襲ってきたシャイターンとは、ハジの事だろう。幽ゆう霊れい船せんのキャルリが持っていた指輪を狙ねらって攻こう撃げきしてきたのだ。現れたターラがハジと二人で決着をつける為姿を消した。

「ターラは追い払っただけではなく、シャイターンが持つ指輪を奪ってきたとか。事実か？」

「はい。ターラは指輪を集める為に、どんな強い敵にも臆おくさず……」

「不老不死とはいえ、魔力を持つシャイターンを追い払はらい、彼らにとっても大切な指輪を奪ってきたと？　そんな話は出来すぎだと思わないか？」

　再び言葉に詰まる。確かにその通りだ。実はあの時も不思議に思っていた。どうやってターラは、ハジから指輪を奪ったのだろうと。ウスタは人差し指を立てて、ジャリスを見据えた。

「こう考えればつじつまが合うぞ。ターラは魔物達と通じていた。一度シャイターンから指輪を奪う振ふりをして君達を油断させ、指輪を三つ持っていた君を違ちがう魔物に襲わせて奪う。そうすればターラは我々の信頼を得た上、指輪は魔物達の許に揃そろう」

　想像した事すらなかった話に呆ぼう然ぜんとする。そして慌てて首を振った。

「そ、それは絶対にありえません！　ターラがそんな事するはずないわっ。彼は誓ちかっているのよ。このアラバーナ大陸を平和にすると！　サウルナ国の皇女と約束して……」

　思わず声を荒あららげると、ウスタはゆっくりと息をついた。

「その約束とやらを、ターラが守る保証がどこにある。それに先さき程ほども聞いたが、ターラは四つの指輪を集めろと言うが、集めてもオシリスを復活させる事しかできないのだろう？　ならば君達が指輪を集めて大事に保管する意味は何だ？　君は指輪を捜す為の地図を背中に持っているのだろう。ターラが君達を騙だまして指輪を集めさせているのだとしたらどうする？　絶対にそれはないとは言わせないぞ。すべて魔物達が仕組んだ事で、ターラが彼らと通じているのだとすれば、このまま彼の言うとおり王族式典を開いて調印式を行うのは危険だ」

　理路整然としたウスタの言葉に、ジャリスは言い返せなかった。ターラのする事だから間ま違ちがいはない。そう思っていた自分がいる。彼がどんな事をしようとも信じて疑わなかった。だが、ウスタの言い分も確かに理解できる。

「……それでも、それでもわたしはターラを信じます。彼の行動が時々おかしいのは認めます。だけど、彼はいつでもオシリス達の脅きよう威いに途と方ほうにくれていたわたし達に道を示してくれました。彼は絶対に魔物達と通じてなんかいません！」

　はっきり言い切ると、ウスタがほんの少し口角を上げる。一瞬の事で、ジャリスは目を瞬またたかせた。ウスタが笑えみを浮うかべるのを見るのは初めてだ。

「……ジャリス。私もそう思う」

　突とつ然ぜんそう言い出したウスタに、ジャリスは目を見開いた。

「え？……」

「私もターラを信じたいのだ。彼は私の命の恩人だ。ずっと彼に憧あこがれてきた。海を守る海かい賊ぞく同盟の盟主、イジュタラ・シンリクット船長。バルク号を操あやつり、海を駆かけ回る〝海賊〟」

　語かたり部べ達の語る物語の一説だ。ジャリスが現在船長を務めるバルク号は、元々はターラの船だった。

「彼のように海を回りたくて、このダフム号を造った。風がなくても走る蒸気船を。それが私の子供の頃からの夢だった。私はターラを信じたい。子供の頃に会った時と変わらぬ、少しふざけた表情で、〝よう、坊ぼう主ず〟と声をかけてくれるターラにもう一度会いたい。……だが、こうして疑いがある以上は調べるべきだ。潔白であって欲しいと願っているが、私が感じた疑問には、これから先必ず各国も気づくだろう。アラバーナ大陸が一つになる事を願うなら、中心となる海賊同盟には少しの疑いもあってはならない。疑いが晴れない以上、私は王族式典に参加できないし、終結宣言に調印もできない」

　ウスタがゆっくりと立ち上がる。そしてジャリスの側そばに近寄った。

「そこでお前に依頼がある。ジャリス・シンリクット。私の疑問を解決して欲しい。一番いいのはターラから直接話を聞く事だ。彼に納なつ得とくいく説明をしてもらえれば、私は非礼を詫わび、喜んで王族式典に参加しよう。ターラが無実である証しよう拠こをみせてくれ。私も心からそれが見たい」

　つり上がった薄うす茶ちやの瞳ひとみが少しだけ、優やさしい色を帯びる。ジャリスはゆっくりと頷うなずいた。

「判わかりました。ターラの潔白はわたしが必ず証明してみせます！」

　決意の表情を浮かべたジャリスに、ウスタは満足そうに頷いた────
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　ウスタから受けた依頼を説明したジャリスは、乗組員達を見回した。

「……ウスタ王はターラを疑っていると言っていたけど、本心からじゃないように見えたの。まさか王族達が集まる秘密会議であんな事をいいだすなんて……。事前にみんなに相談しようと思ってたんだけど」

　アブウの失態で招待客達に謝って回る事になった為ため、前夜祭で忙いそがしく立ち回っていた乗組員達とゆっくり話している暇ひまがなかった。王族達を待たせる訳にはいかず、秘密会議の後にウスタ王の依い頼らいを相談しようと考えたのは、失敗だったようだ。

「バカバカしい。親おや父じを疑うなんてどうかしてるぜ。空に太陽が本当にあるのかって疑うのと同じくらい馬ば鹿かげた話だ」

　ナッシルの声と一いつ緒しよに、ぷーんと酒の匂においが漂ただよう。慌あわてて目をやると、いつの間にか上着の釦ぼたんを全部外したナッシルが、酒さか瓶びんを抱かかえてどっかりと机に座っていた。

「ナッシル、王族式典が終わるまで、お酒は控ひかえた方が……」

「何だよ、お前までマラファムみたいな事言うなよ。前夜祭の間、ずっと我が慢まんしてたんだぞ。それに酒を飲んだ方が、頭が働くんだよ。秘密会議だって終わったんだから、好きにさせてくれよ～」

　ぐびぐび酒を飲むナッシルに、ジャリスは頭を抱える。どうやら、前夜祭の時別人のようにしっかりしていたのは、酒を飲んでいなかったからのようだ。盟主代理としてはこのまま酒断だちをして、威い厳げんを保っていて欲しかった。コダートが苦く笑しようする。

「まあいいじゃないか。もう今夜は盟主代理の仕事は終わったんだし。それより、ウスタ王の疑問は確かに解決すべきだ。いつもターラに振り回された末、詳しい事は何も判らずにいるからな。きちんとターラに話を聞くべきだと俺も思う。ウスタ王の言う通り、いずれ各国からも疑問の声が出てくるだろう」

「でもターラが魔物と通じてるだなんて……」

　そう口にして、ふいに笑いがこみ上げるのを感じた。ウスタの話はかなり極論だ。事実だけを並べればそう勘かんぐれない事もないが、絶対にありえないと断言できる。

「ええ、魔物と通じているのであれば、借金して逃げ回るなんてしないでしょうし」

　シャルマが言葉を繫つないだ。やはりうっすら笑みを浮かべて。

「ああ、それに賞金首になって捕つかまったり、隠かくし子騒そう動どうなんて間ま抜ぬけな事もなかっただろうし」

　肩かたを竦すくめたコダートに、ジャリスもついに堪こらえきれずぷっと吹ふき出した。

「ええ、もしそうだとしたら、サウルナ国の謀む反ほん騒さわぎの時だって、即そく位い式しきを阻止したりしないわ。それに持っていた金の指輪を、コダートに預けた事もあったわよね。もし魔物達と通じていたら、そんな事絶対にしないわ」

「アラバーナ大陸最速船決定戦では、沈ちん没ぼつしかけた船の人達を助けてくれたよね！」

　リクの元気一いつ杯ぱいの声に、ジャリスは大きく頷いた。

「そうよ、オシリス達とターラが通じているなんて絶対にないわ。そうでしょ、リンド」

　窓まど際ぎわで腕うで組ぐみしていたリンドに向かって、軽い口調で問いかける。シャイターンであるリンドは、つい最近までオシリス達と行動を共にしていた。

「……ああ、そうだな。あいつがオシリス達と通じているなんて絶対にない。それは俺の命をかけても言い切れる。あいつは人間達の為にいつでも必死だよ。顔には出さないけどな。そうだ、一ついい事を教えてやる。ラシッドが一番憎にくんでいるのはターラだ。ターラに昔傷を負わされた事があって……。もう傷きず跡あともないのに、今でも痛む時があるってぶつぶつ言ってた」

　シャイターンにも色々と事情があるらしい。それでもターラの潔白を示すいい材料だ。

「とにかく、ターラに連れん絡らくをとろう。直接ターラがウスタ王の疑問に答えるのが一番だろう」

　コダートの提案に頷くと、ジャリスは早さつ速そく腰こしにぶら下げた水差しを取り出した。

「アブウ、ターラに連絡をとりたいんだけど」

　呼びかけたが、水差しがぷるるんと震ふるえるだけで、アブウは姿を見せない。

「どうしたのよ、アブウ」

　首を傾かしげて再び声をかけると、ぽわんと煙けむりが舞まい上がる。いつもにこにこしているアブウが、しゅんとしたまま宙に浮いていた。

「さっきはごめんなさーい……。アブウはご主人様の為に、前夜祭を盛り上げようと思ったんですけどぉ……」

　さすがにさっきの事を反省しているらしい。コダートが肩を竦めた。

「気をつけてくれよ、アブウ。今回の王族式典は重要なんだ。たった一つの失敗で、今まで築き上げてきた和平が水みずの泡あわになるんだからな」

　アブウが更さらにしゅんとする。いつもなら助け船を出す所だが、今回はきちんと反省して欲しかった。失敗すればジャリス達が責任をとるだけではすまないのだ。

「そうですよ、今度騒さわぎを起こしたら、水差しに閉じ込めて海に投げ入れます。本気ですから」

　シャルマの冷たい視線にさらされて、アブウが目に一いつ杯ぱい涙なみだをためる。可か哀わい想そうでならないが、ジャリスはぐっと我慢して口を閉じていた。

「そのくらいにしてあげてよ。それよりアブウに頼たのみがあるんだよね」

　リクが笑みを浮かべると、アブウが嬉うれしそうに目を輝かがやかせた。ジャリスはゆっくり頷く。

「アブウ、ターラに連絡をとりたいの。出来る？」

「はいぃぃ。もちろんです。ご主人様ぁ」

　アブウは嬉き々きとして、リクがどこからか持ってきた水みず桶おけに、水差しから水を注いで用意を始める。そして何事か呪じゆ文もんを唱えると、水面がぶるるっと振しん動どうした。

「ターラ、ターラ！　どこにいるの？」

　ジャリスの呼びかけに、再び水面が振動した。聞こえてきたのはざあざあという水音だ。どうやら雨の音らしい。振動するだけで何も見えなかった水面に、黒い影かげが映る。

『んっ、ジャ……スかぁ。今……ちょっ……忙しい……だが』

　いつもなら鮮せん明めいに聞こえるのに、雨の音に紛まぎれて雑音のようなものが聞こえてくる。黒い影はやがてターラの顔らしきものになったが、ぶれていてはっきりとは映らなかった。リンドがひょいっと水鏡を覗のぞき込む。

「綺き麗れいに映らねぇな。何かに魔力が邪じや魔まされてるのか？　手伝ってやるよ」

「いいですよぅ。水鏡の通信はアブウの仕事なんですっ。一人でできますぅぅぅ」

　ぶんぶんと首を振ふり、水桶に必死でしがみつくアブウに、ジャリスは思わず口を挟はさむ。

「アブウ、急いでるの。リンドに手伝ってもらって」

　アブウがまだ何か言いたそうにしていたが、渋しぶ々しぶと水鏡の前から退いた。

「水の魔法とはあんまり相あい性しようよくねぇんだが」

　炎ほのおの魔法を得意とするリンドは、現在オシリスに魔力の大半を封ふうじられている。だが、それでも少しぐらいの魔法なら使えるらしい。リンドが水鏡に手をかざすと、水面がじゃばっと音を立てて跳はねた。それがおさまると、ターラの顔が鮮明に水鏡に映し出される。

「ターラ、どこにいるの？」

『アラバーナ大陸の北東にある島だよ。上陸したのはいいが、雨がすごくてなぁ』

　見るとターラはびしょぬれだった。彼の背後では滝たきのような雨が降りそそいでいる。

『この島に緋ひ石せきの指輪がある可能性が高いんだ。今捜さがしてる所なんだが……。人っ子一人いない無人島なんだよ。こりゃ時間がかかりそうだ』

　ぶつぶつと文句を言う水鏡の向こうのターラを、ジャリスは覗き込んだ。

「ターラ、大変なのよ。実はムシャラワ国のウスタ王が……」

　ジャリスはターラに先さき程ほどのウスタの話をして聞かせた。疑いが晴れなければ、ウスタが調印式には出席しないといっている事も。

「……一度こっちに戻もどって王と話をして欲しいの。あなたを疑っているわけじゃないけど、わたし達だって同じ疑問を持っているわ。ちゃんとあなたの説明が聞きたいの」

　必死で頼み込むと、ターラはうーんと考えこんだ。

『行ってもいいが、今は無理だ。指輪捜さがしが最優先だ。お前達、ウスタ王の説得ぐらい自分でしろよ。指輪をみつけたら必ず俺が行って話をするから、調印式には出席してくれって頼め』

「頼んで言う事聞いてくれるならとっくにやってるわ。ウスタ王はすごく頑がん固こなの。さっきの会議だって、途と中ちゆうで出て行っちゃったのよ。ターラが来ないと調印式だってどうなるか……」

『だが、もう少しで緋石の指輪が見つかるかもしれねぇんだ。ここで中断して、ラシッド達に先を越こされたらどうする』

　ターラの話も理解できる。何より指輪の捜そう索さくが一番だ。考えこんだジャリスだが、仕方なく譲じよう歩ほする事にした。それしか手はない。

「……判わかったわ。じゃあウスタ王の疑問に、今答えて。わたし達が説明してみるから。……四つの指輪を集める事は、アラバーナ大陸の為になることなのよね？」

『ああ、それは間ま違ちがいない』

「それは具体的にはどういう事なの？　ターラ、前に指輪の力を使えば、大地震のせいで大陸に入った亀き裂れつを元に戻せるかもしれないって言ってたでしょう。オシリスの力を封じた指輪をどう使えばいいの？　それが判わからないと、ウスタ王が納なつ得とくするような説明はできないわ」

　人間で指輪の力を使えるのは、ジャリスだけなのだとターラはいう。しかしどう使うのかは未いまだに教えてくれない。そのせいでウスタに問い質ただされた時も、その話はできなかった。

　ターラが一いつ瞬しゆん真しん剣けんな表情になる。鋭するどい視線で射い貫ぬかれて、なぜだか背筋がぞっとした。

『それは……かなりややこしい話になる。お前達には四つの指輪を集めてから話そうと思っていた。今はまだ、その時じゃない……』

　ターラが目を伏ふせる。ジャリスは眉まゆ根ねを寄せて、水鏡に詰つめ寄った。

「どういう事よ。まだその時じゃないって。ウスタ王の疑いを晴らさないと調印式が……」

『判ってる。だがこれだけは言える。四つの指輪を破は壊かいしたら駄だ目めだ。オシリスを倒たおしたとしても、アラバーナ大陸に真の平和は訪おとずれない。オシリスを倒す事が俺の最終目的じゃないんだ』

「最終目的じゃないって……？」

『とにかく……ウス……王を……説得……』

「あ、ターラ！」

　急に途と切ぎれ途切れになった会話が、ぷっつり切れてしまった。水面にも何も映っていない。慌あわてて顔を上げると、リンドがばつの悪い顔で片手を顔の前に持ってくる。

「わりぃ。やっぱり水の魔法とは相性が悪いみたいだ。これが限界」

　アブウが慌ててもう一度呪文を唱えたが、もうターラの顔が映る事はなかった。

「どうしよう。肝かん心じんな事が聞きだせなかったわ」

　ふうっとため息をついたジャリスの前に、肩を竦めたリンドが歩み出る。

「だがターラがいる島に緋石の指輪がある可能性は高いぜ。指輪の魔力が邪魔して通信がとれないのかもしれない。だったらターラはしばらく来られないだろう。俺達で何とかしないとな」

　珍めずらしくやる気を出したリンドに促うながされ、渋々と立ち上がる。

「判ったわ、でももう夜遅おそいから、ウスタ王の説得は明日の朝にしましょう。今からじゃ失礼だと思われて心証を悪くするかもしれないし。……もうっ、今度会ったら何もかも説明してもらうわよ、ターラ！」

　思わず叫さけんだが、今までの経験上、本当にターラの口を割らせる事ができるのかは謎なぞだった。

　夜も更ふけた一等甲かん板ぱんには人の姿はなかった。もう既すでにみんな夢の中だろう。展望室を出たジャリスは、明日の準備があるというシャルマ達と別れ、コダートと操そう舵だ室に向かっていた。

　深夜だろうと責任者であるジャリスに休む暇ひまはない。明日出航するダフム号の航路を、クララク船長に再確かく認にんしなければならなかった。船せん尾びの二等甲板に降りたジャリスは、四階にある操舵室に向かう為ため、船室に続く扉とびらを開けようとした。

「お久しぶりですわね、コダート様」

　ふいに女性の声が背後から聞こえ、振り向いたジャリスは目を丸くした。そこには女性の姿があった。身にまとう衣装は、ジャリスが今まで見た中で最も生き地じが少なく、肉感的な身体からだをかろうじて隠かくしているだけだ。コダートと同じ年くらいの女性で、口元の薄うすいベールには赤く彩いろどられた唇くちびるが透すけている。つり上がった猫ねこのような黒い目と、描かいたような眉まゆ。世の中の男達が、これぞ美女だと太たい鼓こ判ばんを押すだろう。

「商人をやめられたと聞いて、ずっとずっと心配しておりましたのよ」

　きょとんとしているコダートの手に女性が親しそうに触ふれる。ジャリスは思わずむっとした。

（な、何？　この女の人。どうして手を握にぎるわけ!?）

　ジャリスの心の叫びをよそに、女性がコダートにしなだれかかる。

「お会いしとうございました……」

　女性がコダートの肩かたに両りよう腕うでを回した時、ジャリスは堪こらえきれずに声を上げてしまった。

「あ、あのっ、どなたですか！」

　女性がちらりとジャリスに目をやる。そう年が離はなれている訳でもないのに、自分にはないものを女性は持っていた。〝色気〟という女性最大の武器だ。

「私はビリネアよ。コダート様には昔、うんとお世話になったの。その時可愛かわいがってもらったりもしたの。あなたみたいな子供には判らないかもしれないけど」

　コダートの胸に寄りかかったビリネアを見て、かっと頭に血が上った。

「どういうお知り合いかしりませんけどっ、うちの乗組員にべたべたくっつかないで！」

「あら、怖こわいわ。ふふっ、でも可愛いわね。小さな子供が怒おこっているみたいに真っ赤になって。まるでお猿さるさんみたい」

「な、なんですってーっ」

「ちょっと待ってくれ」

　怒ど髪はつ天を衝つく前に止めたコダートが、回されたビリネアの腕うでを優やさしく解く。

「悪いが誰だれかと勘かん違ちがいしているんじゃないか？　君と親しくした覚えはないんだが」

「あら、ひどいわ。コダート様。忘れてしまったの？　それとも私をじらそうとしてわざとそんないじわる言うのかしら」

　ほとんど下着だけといっていい衣装で抱だきつかれ、コダートがゆっくりと笑えみを浮うかべる。

（な、何よっ。その笑顔は！　どうして男って綺き麗れいな女に弱いのよーっ。わたしだって、それなりに綺麗な恰かつ好こうすれば少しは見られるはず……じゃなくて、ああっ、何を考えてるの！）

　心にわき上がる叫びを何とか押しとどめた。誰だか知らないが、招待客の一人だろう。騒さわぎを起こしてはまずいと判っていた。

「いや、君はとても美しい。君と親しくしていたなら絶対に覚えているはずだ。でも君とは会った事はあるよ、それは認める。確かタバラン国の宮殿だったな。湖の真ん中に建つ美しい宮殿。……君のご主人様は俺じゃないだろう？」

　コダートの囁ささやき声にビリネアがさっと顔色を変えた。ジャリスは驚おどろいて目を丸くする。

「えっ、それってヤナキム皇子のうたかたの宮殿？　でもハーレムにはこんな女性は……」

「いや、ハーレムの中じゃない。外で見張りをしていた兵士も女性だったろう？　あの時は化け粧しようもしてなかったし無骨な甲かつ冑ちゆうをまとっていたから、ちょっと思い出すのに苦労したけどな」

　ジャリスはビリネアをまじまじと見つめる。言われてみれば見覚えがなくもない。だが、一度会っただけの人間を、しっかり覚えているコダートの記き憶おく力には驚きだ。悔くやしそうに唇を嚙かんでいるビリネアから、コダートはそっと身体を離した。

「何が目的かは大体判るけど、君のご主人様はひどいことをさせるね」

「違ちがうっ、あたしが自分でやるって言ったんだ！　ヤナキム様の為ならあたしは……」

　コダートがくっと口角を上げる。すぐにビリネアが、はっとして口を噤つぐんだ。

「なるほど、やっぱり黒幕はヤナキム皇子か。まったくこの大事な時に何をやってるんだか……。君はヤナキム皇子を守る兵士なんだろう？　馬ば鹿かな事してないで、自分の役目を果たせ」

　ビリネアは慌てて視線をそらすと、俯うつむいてきびすを返した。そのまま船室に駆かけ込む。呆ぼう然ぜんと見送ったジャリスは、首を傾かしげた。

「ヤナキム皇子……。一体何が目的でこんな事するの？　あの女の人一体何なのよ」

「放ほうっておけよ。大した事じゃない」

　コダートが肩を竦すくめた。だがジャリスの腹の虫は治まらない。つい刺とげ々とげしい口調になる。

「でも気になるわ！　今度ヤナキム皇子に会ったら、どういうつもりか聞かなくちゃ。……でもコダート、よくあの人の事覚えてたわね」

「まあな、ちょっと好みだったから」

　予想外の言葉に思わず固まってしまう。船室の扉を開けようとしたコダートが、立ち止まったままのジャリスを不思議そうに見つめた。ジャリスは目を瞬またたかせてコダートを見上げる。

「あ、あ、あ、ああいう人が好みなの？」

「うーん、そうだな。着き飾かざってゆったり座っている女性よりは、自分の足でしっかり歩いている方が好みみたいだ。……今気になっている人もそんな感じ……かな？」

　ふいに呟つぶやいて顔を逸そらしたコダートに、目を見開いてええっと声を上げてしまう。そんな事を聞いたのは初めてだ。というより、コダートに気になる女性がいる……今までずっと一いつ緒しよに旅をしてきたのに、そんな人がいるなんて、ちっとも知らなかった。

（そ、それって好きな人がいるって事よね？　それって誰なのーっ）

　思わず心の中で叫んだ。心臓がぎゅっと鷲わし摑づかみされた気分だ。息が苦しくて、どくどくどくと心臓の音が頭に響ひびく。

「あっ……。ジャリス、忘れ物してきた。先に行っててくれ。すぐ追いつくから」

　百面相しているジャリスに気づかないのか、コダートが吞のん気きな様子で肩を竦めた。あたふたしていたジャリスは慌てて頷うなずく。そのままコダートが開けてくれた扉をくぐった。

　コダートの〝気になる女性〟が誰なのかとてもとても気になるが、どう聞いていいのかが判わからない。そしてこのままだと何を口走ってしまうか判らなかった。
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「その辺りにいるんでしょう。ヤナキム皇子」

　ジャリスの背中を見送って扉を閉めたコダートは、ふいに声を上げる。するとダフム号の太い煙えん突とつの陰かげから男が二人姿を現した。もちろんヤナキムとクアイだ。

「ばかもの！　こんなくだらない手には反対だと言っただろう。やっぱりうまくいかなかったじゃないかっ」

　クアイの怒ど声せいにヤナキムは涼すずしい顔だ。コダートは呆あきれてものも言えなかった。

「僕からしたらビリネアを袖そでにするなんて、そっちの方が信じられないよ。どうしてあんな美女に言い寄られて平気でいられるんだい？」

　ヤナキムはどうやら本気で不思議だと思っているようだ。コダートはため息をつく。

「ヤナキム皇子、みんながみんな、あなたみたいに恋れん愛あい体質だと思わないでください。それにこの忙いそがしい時に面めん倒どうを起こさないでください。クアイ皇子、あなただってよく判っているはずだ。この王族式典にジャリスの夢がかかっているんだぞ」

　鋭するどい視線を向けるとクアイがぐっと言葉に詰つまった。だがすぐに気を取り直したように叫ぶ。

「判っている！　だが、お前のした事は許せん」

　クアイの怒いかりはやはり収まらないようだ。コダートは仕方なく肩を竦めた。

「……では神に誓ちかいましょう。ジャリスが望まないなら、二度とあんな事はしません」

「の、望まないって何だ！　それじゃまるで、望めばしていいって事になるじゃないかっ」

　言葉の意味はどうやら理解できたらしい。相変わらず妙みような所は勘かんがいい。

「望むか望まないかは彼女の意志です。それをあなたがどうこう言う資格はない」

　びしっと言い放つと、クアイがかっと目を剝むく。

「お、お前っ、いつからそんなに強気になったんだ！　前はもっと消極的だっただろう」

「人は成長するものですよ。クアイ皇子、一つ言っておきましょう。あなたには負けません」

　意識して低い声を響かせた。クアイが顔を引きつらせたが気にしない。ジャリスへの愛情を自覚した以上、彼の思い通りにさせるわけにはいかない。

「お、おのれーっ、いい度胸だ。コダート、これを受けとれっ」

　クアイが懐ふところから取り出して投げつけた物を、さっと手で摑つかむ。それが何か判って、思わず目を見張った。

「こ、これは、タバラン国の……！」

「そうだ、タバラン国の皇子が持つ短刀だ。それが何を意味するか判っているな！」

　柄つかにタバラン国の紋もん章しようである鷹たかが彫ほり込まれている短刀は、月明かりを受けてきらりと輝かがやいている。抜ぬき身ではなかったので怪け我がはなかったが、問題はそこではなかった。タバラン国に伝わる風習を、商人として各国を渡わたり歩いていたコダートは知っている。

「も、もしかして……」

「そう、決けつ闘とうだ！　タバラン国に伝わる正式な作法でお前に決闘を申し込む！」

　クアイがさっと腰こしの剣けんに手を当てた。息を吸いこむと、ぎらりとコダートを睨にらみつける。

「コダート、憎にくいからお前を殺すわけではない。ひとたび敵だと決めたからこそ……」

　タバラン国では、相手に短刀を渡すのが正式な決闘の申し込み方だ。建て前として、武器を持たない相手とは決闘できないとされる事から、持っている短刀を渡すのだという。そして今まさにクアイが口にしているのは、紛まぎれもない決闘前に述べる口上だった。

「ちょっ、ちょっと待ってくれ、決闘なんて……！」

「いいやっ、最後までちゃんと聞け！……ひとたび敵だと決めたからこそ、全力でお前と相対することとしよう！　覚かく悟ごっ」

　口上を叫さけび終わり、腰の剣を抜こうとしたクアイを、慌あわててヤナキムが羽は交がい締じめにする。

「駄だ目めだよ、クアイ！　それは駄目。時と場合を考えて」
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「そうだぞ、クアイ皇子。今は王族式典を控ひかえている大事な時だ。そんな事をすればジャリスの迷めい惑わくになると判っているだろう？　それにあなたはタバラン国の皇子だ。王族と決闘なんて出来る訳ないだろう。もしあなたに怪我でもさせたら……」

「なぜ俺が怪我をする前提なんだっ。俺が負けるわけないだろう！」

　ヤナキムがどうどうとまるで馬でもいなすように、身をよじって暴れるクアイに声をかける。

「まあまあまあ。確かにそうかもしれないけど、コダートだってマハル王国の王族の一人なんだよ。どちらかが怪我をすれば、国同士の問題に発展するかもしれない。それがまずい事ぐらい判るよね。僕はタバラン国の宰さい相しようとして、その決闘を許すわけにはいかないよ」

　興奮していたクアイだが、ヤナキムの一言でやっと少しだけ落ち着きを取り戻もどしたようだ。それでもコダートを睨みつけ、指を突つきつけた。

「よし、ならばこうしよう。王族式典が終わってから、剣ではなく武道で決着をつけよう。それまでは我が慢まんしておいてやる。俺が勝ったら、お前はジャリスとの婚こん約やくを破は棄きするんだぞ、いいな！」

　コダートは、何とかこの場をしのぎたかった。クアイと決闘なんてしたら、それこそ明日の調印式が中止になる。

「わ、判った……。とにかくそれまでは大人しくしていてくれ。それがジャリスの為ためだからな」

　最後の一言は、ジャリスを愛してやまないクアイだけにきく魔法だ。クアイは悔くやしそうに顔を歪ゆがめながらも渋しぶ々しぶと頷いた。
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　みんながいなくなってしまった展望室で、アブウは一人膝ひざを抱かかえていた。一人は嫌きらいだが、さすがに今日は誰だれにも邪じや魔まされずに考え事をしたかった。窓を見ると夜空に、流れ星がきらりと走る。アブウは思わず両手を組んで願い事をした。

「アブウが、もっともっとご主人様の役にたてますよ……ぐえっ」

　誰かに背後から抱だきつかれ、思わず蛙かえるのような声を上げる。その正体は振ふり向かなくても判っている。背後から赤い髪かみがさらりと流れ落ちた。

「アブウ！　私の旦だん那な様。ああっ、会いたかったですわ！　お久しぶりですわねっ」

　少女の姿をしたルーレルに、ぎゅぅぅっと抱きしめられた。いつもなら悲鳴を上げる所だが、今は何の反応もできなかった。それどころではないのだ。

「ん？　どうかしましたの？　いやぁぁぁとか、たすけてぇぇぇとか叫ばないのですか？」

　自分から抱きついておいて、ルーレルが不思議そうにアブウの顔を覗のぞき込む。アブウの周りに漂ただよう空気がどよーんとしているのに、やっと気付いたのかもしれない。

「……今、それどころじゃないですぅぅ。アブウは役立たずなんですぅぅぅ」

「そんな今いま更さら判りきった事で、どうして悩なやんでいるのですか？」

　きっぱりと言い切ったルーレルの言葉が、ぐさっと心に突き刺ささる。ぽろりと涙なみだがこぼれた。

「あ、ああ、アブウ、泣かないで。ごめんなさい」

　慌てたルーレルがアブウの前に回り込む。そして顔を覗き込んだ。

「どうしたのですか？　何があったの？」

「……うう、ご主人様に迷惑をかけてしまいました。よかれと思ってやった水芸も失敗しましたし、さっきだって水鏡の魔法もうまくいかなかったし。ご主人様はきっと呆れてます～。全然アブウの相手をしてくれないんですよぅ。きっと嫌われたんですぅぅぅぅ」

「大だい丈じよう夫ぶですわよ。そもそも期待なんかされていませんわ」

　励はげましているつもりかもしれないが、再び心に突き刺さるような事を言われ、アブウは更さらにうわ～んと泣き声を上げた。

「ひどいですよぅ。アブウはいつだってご主人様の役に立とうと……」

　ジャリスに出会ってからの事が一いつ瞬しゆんで頭を駆かけめぐる。だがふと気づいた。いつでも中ちゆう途と半はん端ぱな魔法しか使えない自分が、今まで一体何の役に立っただろう。それは人間に仕えて彼らの願いを叶かなえる事が喜びである精霊ジヤーンにとって、何よりもの屈くつ辱じよくであり悲しむべき事態だ。今度こそはと張り切っていたのに、結局前夜祭でも迷惑しかかけられなかった。

「……アブウは駄目ですねぇ。いつだって魔法でうまくいくより失敗する方が多いですし……」

　ぽろぽろと大おお粒つぶの涙をこぼすと、ルーレルが立ち上がって腰に手を当てた。ぴょんっと飛び上がってぐるりと一回転すると、煙けむりが上がり筋肉隆りゆう々りゆうの美女が現れる。

「気にすることないって。あんたは頑がん張ばってるよ」

　口調も変わったルーレルが、しゃがみ込んで珍めずらしく優やさしく話しかける。

「そんな事ないですぅ。ルーレルはいいなぁ。アブウなんて魔力が弱いから、本体は煙なんですよぅ。本体が人型なんて、それだけ魔力が強いって事ですぅ。ルーレルぐらい強い魔力を持ってたら、何でもご主人様の願いを叶えられるんだろうなぁ」

　いつでも自信満々で、アブウが足元にも及およばない魔法を使うルーレルが、本音を言うと羨うらやましくて仕方がなかった。ルーレル程ほどの魔力を持っていたら……そうしたらもっとご主人様に必要とされるだろうか。

「……どんなに強い魔力があったって、人間の願いを叶えられない時っていうのはあるんだよ」

　ふと悲しそうに呟つぶやいたルーレルに、驚おどろいて目をぱちくりする。

「ルーレルでもそんな事があるんですかぁ？」

「ああ、あったよ。ずいぶん昔だけどね。あたしあんたの気持ちよく判わかるよ。あたし達精霊はご主人様の願いを叶えて、喜ぶ顔を見るのが一番の幸せ。ご主人様が笑うと、それだけで心が温かくなって満たされる。その代わり、願いを叶えてあげられなかった時は、苦しくて悲しくて自分の無力さに死にたくなる。あんたも今、そんな気持ちなんだろう？」

　アブウはうんうんと頷うなずいた。人間にはきっと理解してもらえない。同じ精霊のルーレルだけが判ってくれる感情だ。

「でもね、自分の力を超こえた願いは、どうやっても叶えてあげられないんだ。もし魔力が足りなくて役に立てないと悩むなら、自分にできる事をすればいい。ご主人様の幸せに繫つながって、ご主人様が笑ってくれるような、自分にできる何かをね。それが人間に仕える精霊の役目だ」

　ルーレルの言葉は、落ち込んでいたアブウに一筋の希望の光をもたらした。ルーレルと出会ってもうずいぶんになるが、こんな話をするのは初めてだ。

「……アブウも頑張れば役にたてますかぁ？」

「ああ、あんたなりに一いつ生しよう懸けん命めいにやればいい。そうすればご主人様だってきっと喜んでくれる」

　何より嬉うれしい言葉だった。大きく頷いたアブウは、ふわりと宙に浮うかんで、両手の拳こぶしを握にぎりしめる。

「そうですよねっ。きっときっとご主人様は、アブウが頑張ったら誉ほめてくれますよねぇ！」

　にこにこしているアブウを見て、腕うで組ぐみしたルーレルが、ほっとしたように息をついた。

「元気になったかい？　よかった。あたしあんたの泣き顔が好きだから、ついいじわるしちゃうけど、笑ってる顔も好きだよ。なんかこう、癒いやされるんだよね」

「アブウも……ルーレルが嫌いじゃないですよぅ。ルーレルは笑うと綺き麗れいですねぇ」

　ルーレルを見下ろして思わず呟く。心からの感想だった。いつも彼女の笑えみを見ると、何か企たくらんでいるような気がして恐おそろしかった。だがこうやって優しく微笑ほほえむと、今まで見てきたどんな女性よりも綺麗だと思う。もちろん、ジャリスを除いてではあるが……。

「そうかいっ？　嬉しいよ、アブウ！　これで相思相愛だね！」

　ルーレルが宙に浮かんだアブウにがばっと抱きついた。ミシミシミシッと骨がきしむ音がする。これ以上抱きしめられると、骨が折れてしまうのは、経験上よく知っていた。

「い、いやーっ、助けてぇぇぇ。骨が、骨が……！」

「あ、ああ、ごめんごめん。でもこの抱き心ごこ地ち最高だね！」

　少しだけ力を抜いたルーレルが、もう一度アブウを抱きしめると、やっと手を放した。

「さ、あたしはこれからちょっと出かけてくるよ。頼たのまれ事したからね」

　名残なごり惜おしそうなルーレルに怯おびえつつも、思わず問いかける。

「どこに行くんですかぁ？」

「ご主人様の命令でちょっとね。すぐに帰ってくるよ。それまで浮うわ気きしないで待ってるんだよ。他ほかの女と仲良くなったりしたら、その時は……どうなるか判ってるね」

　ルーレルが浮かべたのは、さっきとはまるっきり違ちがういつもの恐ろしさを含ふくんだ笑みだった。

　アブウは慌ててこくこくと頷いていた。
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　ボッボーと汽笛が鳴り、右う舷げんの甲かん板ぱんにずらりと並んだ乗客達が、色とりどりの細長い紙を港に向かって投げる。早朝だというのに、港を覆おおい尽つくす程集まった民衆達がそれを受け取り、まるで虹にじのような紙の川が船と港の間にできていた。船せん尾びの甲板にいたジャリスは、初めて見る光景に胸を躍おどらせる。

「綺麗ね。これも異国の出港の儀ぎ式しきなんでしょ」

　五色の細長い紙は、見送る人と見送られる人の心を繫ぐという。隣となりに立ったコダートが頷く。

「ああ、出港はなるべく華はなやかにしようと思って取り入れてみた。無事に帰ってくる事を祈いのってという意味もあるらしい。みろよ、みんな手を振ってる。さあ、お前も」

　促うながされて、ジャリスは港にいる人々に向かって大きく手を振った。

　二本の煙えん突とつからは黒い煙が上がり、船尾にある外輪ががらがらと回り始め、ゆっくりと船が動き出す。船首と船尾に帆ほはあるものの、今は畳たたまれたままだ。長い航海では蒸気と風の力を交こう互ごに使って航海する蒸気船だが、今回は一日で戻もどってくる予定だ。蒸気船を各国に知ってもらう為にも、帆は使わず蒸気の力だけで航海したいとのムシャラワ国からの申し出だった。

「ジャリス、ウスタ王だ。昨日の話を」

　段々と離はなれていく民衆達を見つめていると、コダートがそっと囁ささやいた。

　ジャリスは気を引き締しめて、一等甲板に姿を現したウスタを見上げる。息を吸いこむと、そのままコダートと一いつ緒しよに階段を駆け上がった。何とか彼を説得して調印式を成功させねばならない。

　王族達が手すりにもたれて民衆達に手を振ふる中、ウスタは一等甲板の中央辺りで、船長のクララクと話をしていた。少し距きよ離りを置いて待っていると、クララクが一礼して船室に向かう。

「ウスタ王……。お話が」

　ジャリスが話しかけると、ウスタが眉み間けんのしわを深くした。

「ターラと連れん絡らくがとれたのか？　彼は来るのか？」

　相変わらず無む駄だな事を話さないウスタに単刀直入に聞かれて、ジャリスは姿勢を正した。

「いえ……ターラは指輪の捜そう索さく中で、やはりこちらに来るのは……」

「では、私の疑問を解決するような答えは用意できたのか？」

「それが……」

　言葉を濁にごすと、ウスタが呆あきれたように首を振る。

「話にならん。すぐにターラを呼べ。彼が来ないなら、私は調印式には出席しない」

　ウスタがさっときびすを返す。コダートが慌あわててウスタを呼び止めた。

「お待ち下さい。指輪が見つかれば、必ずターラは来ます。ですから調印式は……」

「ターラがどうかしたの？」

　ふいに声をかけたのは、先程まで民衆達に手を振っていたラスミアだった。ラスミアはこちらに近付くと、ウスタを見上げて艶えん然ぜんと微笑む。

「ウスタ王、調印式に出席しないなんて馬ば鹿かな話が聞こえてきたけれど、そんな事をすればまた争い事の種になってしまうかもしれないわ。どんな疑念を海かい賊ぞく同盟にもたれているのかは知りませんが、調印式には出席して頂くわよ。……実は昨日の会議の後、ムシャラワ国以外のすべての国々で話し合いをしたの。私達は海賊同盟に疑念を抱いだいたりしてはいないわ。あなたがどうしても平和への式典に参加できないのなら、それでも結構よ。どの国々も今後一いつ切さいムシャラワ国に関かかわる事をしなくなるでしょう。どういう意味かお判りね？」

　ウスタがぐっと眉まゆ根ねを寄せた。だがラスミアは、彼の厳しい表情に臆おくした様子もなく、余よ裕ゆうの笑みを浮かべる。そしてそっと声を潜ひそめた。

「ウスタ、あなたが言う海賊同盟の疑念ってターラの事なの？　なぜそんな事を急に言い出したの。いい加減になさい！　頑がん固こにも程があるわ。あなたの事は子供の頃ころから知っているけれど、昔はあんなにターラに懐なついていたじゃない」

　口調が変わり声に親しみがこもっていた。ウスタが、そっと目を伏ふせる。

「ラスミア……。私には私の考えがある。通すべき筋もある。邪じや魔まをするな」

「いやよ、戦争の終結宣言と王族式典は海賊同盟の悲願よ。私達カトゥーナ国にとってもね。あなたが邪魔するなら、私も容よう赦しやはしないわ。いい、調印式に出席なさい。ムシャラワ国の為ためを思うなら」

　ラスミアの言葉は明らかな脅おどしだ。アラバーナ大陸のすべての国々が、ムシャラワ国の敵に回ると暗に示していた。ジャリスは慌ててラスミアに向き直る。

「ま、待って下さい。筋を通したいというウスタ王のお話も尤もつともなんです。ただ……今はウスタ王の疑念を取り払はらうだけの時間がないだけで……」

　ジャリスはそのままウスタに目を移した。平和の祭典である王族式典で、諍いさかいを起こすのだけは避さけたかった。

「お願いです。調印式に出席して下さい。必ず、必ずターラを連れてきてウスタ王の疑問を解決します。少しだけ時間を下さい。お願いしますっ」

　ジャリスはコダートと一緒に深々と頭を下げた。もうそうするしかできなかった。ウスタが調印式を拒きよ否ひすれば、王族式典は失敗に終わる。問題はそれだけではない。おそらく調印式に出席しなかったウスタに、各国から批難の声があがるだろう。何とか穏おん便びんにすませたい、それが正直な気持ちだ。

「頭なんて下げる必要ないわ。この分からず屋は、それなりに痛い目にあえばいいのよ」

　ラスミアが冷たく言い放つが、それでもジャリスは頭を上げなかった。土下座でも何でもするつもりだ。調印式が無事に終われば、アラバーナ大陸に百数十年ぶりに平和が訪おとずれるだろう。その為なら命すら惜おしくなかった。

「……頭を上げろ」

　ウスタの声は渋しぶ々しぶだ。ジャリスはほんの少し目線を上げる。

「もういい。ラスミアはやるといったら本気でやる女だ。子供の頃からそうだった。皇子だった頃に、彼女との婚こん約やく話を断って正解だったと今でも思う」

「何ですって！　こっちから断ってやったのよ。あなたみたいな頑固者はごめんだもの」

　ぷいっとラスミアがそっぽを向く。ウスタはふうっとため息をついた。どうやら二人にはジャリスの知らない因いん縁ねんがあるらしい。ウスタは肩かたを竦すくめてきびすを返した。

「いいだろう、調印式には出席しよう」

　言い残すと、ウスタは船室へと足を向けた。ラスミアが描かいたような細い眉まゆを寄せる。

「……やけに素す直なおにいいなりになったものね。もっと抵てい抗こうするかと思ってたけど」

　抵抗、という言葉に不安を覚えつつも、ほっと胸をなで下ろす。そんなジャリスに向き直ったラスミアが、急にまなじりをつり上げた。

「それより、ジャリス。今話してたみたいだけど、ターラはどうしたの？　私は彼に会えると思って楽しみにしていたのよ」

　ジャリスはカトゥーナ国に行った時の事を思い出す。そういえば、ラスミアはどこがいいのか、ターラの事が好きらしい。妙みよう齢れいになっても結婚しないのは、そのせいだという。

「え、ええ、そのうち現れるのではないかと……」

「そのうちっていつよ！　まさか来ないんじゃないでしょうねっ。まったく、フィクルもターラと旅をすると言って姿を消したきりなのよ。あの二人は何をやっているのかしらっ」

　理由があって内密になっているが、ターラと一緒に旅しているカトゥーナ国の商人フィクルはラスミアの弟だ。大切な二人がどこで何をしているのか判わからないのでは、確かに心配だろう。腕うで組ぐみして怒いかりを顕あらわにしていても、ラスミアは美しかった。華があるとはこういう人の事を言うのだろう。思わず感心しそうになったジャリスの隣で、コダートが笑えみを浮うかべる。

「ラスミア女王。ターラは問題の指輪を捜さがしに行っているんです。戻ってきたら必ずあなたの許もとに行かせますので」

　ラスミアがつり上がったまなじりを、ほんの少し緩ゆるめた。

「そう、ならいいわ。ターラが現れたら必ず私に知らせなさい」

　渋々ときびすを返したラスミアが、船室へと向かう。扉とびらを潜くぐったラスミアを見送って、ジャリスは思わず呟つぶやいた。

「ターラが戻ってきたら、色々と大変な事になりそうな予感がするわ……」

「気が合うな。俺もそう思っていた所だ」

　ジャリス達は、同時に深いため息をついていた。
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　天候もよく、蒸気船での旅は順調に進んでいた。午後になって、速度を落としはじめたダフム号がやがて完全に停止する。

　ジャリスは、三階にある大広間の窓から外を見つめた。大広間は展望室同様、壁かべ一面が硝子ガラス張りになっている。島しま影かげ一つなく大おお海うな原ばらがどこまでも広がっていて、ダフム号を囲むように、海賊同盟の護ご衛えい艦かんが六隻せき配置されている。予定通りだった。

　調印式が始まる時刻になり、着き飾かざった数百人の招待客達が大広間を埋うめ尽つくしていた。護衛や使用人達も含ふくめると千人近いだろう。それだけの人々が集まっているにも拘かかわらず、まだ余裕がある程ほど大広間は広い。それもそのはず、ダフム号の三階の約半分を、この大広間が占しめていた。大広間の中央辺りの窓まど際ぎわにいたジャリスの目には、左手の奥にある両開きの扉から入ってくる人々が、豆まめ粒つぶのように小さく映った。

　足元には毛足の長い絨じゆう毯たんが敷しかれ、所々にある円い柱には金の彫ちよう刻こくが施ほどこされている。紗しや幕まくがかかった寝ね椅い子すがいくつも用意されていたが、そこで休んでいる者はいなかった。

　みな、新たな時代が始まる瞬しゆん間かんに立ち会う喜びに、頰ほおを紅潮させている。

「いよいよ調印式ね。これが無事に終わったら王族達の晩ばん餐さん会があって、一晩海で過ごして明日港に戻もどれれば、任務も終わるのね。長く続いた戦争もやっと終わりを告げるんだわ」

　大広間を見回したジャリスは、思わず呟いた。もちろんそれで終わりではない。後始末もあるし、ウスタ王の依い頼らいもある。中断してしまった秘密会議だって仕切り直さなければならない。それでも調印式さえ無事に終えられれば……。そうすればジャリスの一番の願いも叶かなうのだ。

「やっと努力が報むくわれる時がきたな。この三ヶ月寝ねる暇ひまもないくらい忙いそがしかった」

　ふうっと息をついたのは、隣となりにいたコダートだ。ジャリスはうんうんと頷うなずいた。

　右手の方に顔を向けると、奥が一段高くなっていて、そこに王族達が座る予定の椅い子すが並べられている。普ふ段だんの航海では、乗客達が食事をしながら芝しば居いや芸人達の芸を見物する為に、大広間が使われるらしい。そのせいか、檀だんの両りよう端はじには赤い幕が取り付けられていた。

　王族達が座る椅子と、檀だんの中央にある演台を用意したのはジャリス達だ。そこに調印書を準備した時には、思わず涙なみだがこぼれそうになった。その時の喜びを思い出して胸が一いつ杯ぱいになる。

　そこへわあっと歓かん声せいが上がり、壇上にナッシルが現れた。続いて各国の王族達が次々姿を見せ、割れんばかりの拍はく手しゆが巻き起こる。まるで船全体が揺ゆれたかのようだ。

　檀に現れたウスタが、相変わらず眉根を寄せたまま、他ほかの王族達と同じように招待客に手を振ふった。その様子を見たジャリスは心底ほっとした。

（よかったわ……。ウスタ王が直前でごねたらどうしようかと思ったけど）

　ラスミアの脅しはかなり利きいたようだ。女性だと思って甘く見ると、痛い目に遭うとどうやらよく判っているらしい。

　拍手が鳴りやむのを待って、座った王族達を背に演台に進み出たナッシルが、置かれている調印書を確かく認にんするように目を落とす。そして顔を上げると、大広間に向かって声を張り上げた。

「では、これより調印式を開かい催さいします。皆みな様さま、もう一度拍手を」

　ナッシルが、柔やわらかい表情で微笑ほほえんだ。どうやら今日は酒が入っているらしいと、すぐにピンときた。長いつきあいなので、表情を見ればすぐに判る。

「大だい丈じよう夫ぶかしら、ナッシル……」

　ジャリスの不安をよそに、ナッシルはにこやかな表情のまま、大広間に起こった拍手を手で制した。そして一度目を閉じて、すうっと息を吸いこむ。ゆっくりと目を開いたナッシルの表情は、酔よっているとは思えないほど真しん剣けんなものだった。

「皆様がご存じの通り、アラバーナ大陸では百数十年前の大おお地じ震しんに端たんを発はつした領土争いが、長い間続いていました。その間に悲しい出来事もたくさんありました。この中でも親しい方を亡なくした経験のある方もいらっしゃるでしょう。実は私の両親も戦争の犠ぎ牲せい者しやでした。一人生き残った私を育ててくれたのは、海かい賊ぞく同盟の初代盟主、イジュタラ・シンリクット船長です」

　ジャリスは目を見開いた。そんな話を聞いたのは初めてだ。ナッシルが養子だというのは知っていたが、詳くわしい事情はいくら聞いても話してくれなかった。

　微笑んだナッシルが、集まった人々を見回した。声は落ち着いていて、優やさしさに満ちている。

「私は両親が亡くなった時の事をよく覚えています。その時は敵だった兵士に憎にくしみを持ちました。殺してやりたいとも思っていた。……でもそんな憎しみや恨うらみだけでは、誰だれも幸せにはできないと気付きました。すさんでいた私にどう生きるべきか教えてくれたのは、養父と……そして私の兄弟であるマラファム。その娘むすめ、ジャリスです」

　ナッシルがふいにこちらを見つめて、ジャリスの名を呼んだ。目が合うと、ゆっくりと頷いて、手招きする。ジャリスは思わず自分の顔を指でさした。

「わ、わたしを呼んでるの？」

「そうみたいだな。行ってこいよ」

　コダートにぽんっと背中を押されて、目を瞬またたかせながら招待客達の間を進み、壇に上がる。たくさんの人々に一いつ斉せいに見つめられて、どうしていいか判らず、思わず檀の端はしで足を止めた。

「こっちこい、ジャリス」

　ナッシルが小声でジャリスを呼ぶ。拍手が起こって、更さらに緊きん張ちようした。だが今いま更さら逃にげる訳にもいかず、ナッシルの許にぎくしゃくと歩み寄る。緊張して手と足が一いつ緒しよに出ているジャリスを見て、くすくすと笑う声がもれたが、それでもからかうような様子ではなかった。

「この王族式典の責任者、海賊同盟見習いジャリス・シンリクットです。もうご存じの方もいらっしゃるでしょう。目立ちますから」

　ナッシルがジャリスの金きん髪ぱつを一ひと房ふさ手にとって微笑む。大広間の人々にも笑みがこぼれた。

「ジャリスは調印式の為ために三ヶ月の間奔ほん走そうしました。彼女の努力なくしてはこの平和の祭典を開催できませんでした。皆様、よろしければジャリス・シンリクットを覚えて帰って下さい。彼女があなた方の国に来た時には、歓かん迎げいしてやって下さい。では、ジャリス。皆様に一言」

　わぁっと歓声が上がって、人々がこちらに目を向けた。ジャリスは慌あわてて小声で囁ささやく。

「ナ、ナッシル、挨あい拶さつするなんて聞いてないわ。わたしはあくまで裏方で……」

　確かに王族式典の責任者はジャリスだが、表向きは海賊同盟の盟主が責任者だ。ジャリスが調印式で挨拶する予定はなかった。

「いいんだよ。しっかり顔を覚えてもらえ。集まってるのは各国のお偉えら方がただ。お前がこれから海賊の資格をとって旅するなら、仲良くして損はない奴やつらばかりだ。……俺が乗組員として最後にお前にしてやれる事だ」

　小声で囁いたナッシルが、片目を瞑つぶる。ジャリスの為を思い、お披ひ露ろ目めの意味を兼かねて呼びだしてくれたのだとすぐに悟さとった。その優しさに涙が出そうになる。

「さあ、気取った言葉はいらないさ。お前が思っている事を言えばいい」

　促うながされて、ジャリスはすっと背筋を正した。ナッシルの思いやりに胸が熱くなる。

「……ジャリス・シンリクットです。王族式典を開催できて、こんなに嬉うれしい事はありません。みなさん、アラバーナ大陸に長い間続いていた戦いがようやく幕を閉じます。ですが王族式典を開けたのは、わたし一人の力ではありません。わたしが船長を務める船、バルク号の乗組員や海賊同盟の海賊達、そしてみなさんの力があったからこそ、ここまで来られました。今日平和を誓ちかう事をいつまでも覚えていてください。そしてずっとその平和が維い持じできる事を、わたしと一緒に願ってください。……集まって頂いてありがとうございました！」

　正直な気持ちだった。感謝の言葉は隅すみ々ずみまで響ひびき、今日最大の拍手が大広間に巻き起こった。ジャリスは再びお辞じ儀ぎすると、そのまま壇に取り付けられた幕袖そでへと下がる。心臓がどきどきと早はや鐘がねを打っていた。緊張していたのだと今いま更さらのように気づく。
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「いい挨拶だった。お前らしい」

　いつのまにか幕袖に来ていたコダートも拍手で迎むかえてくれた。思わず嬉しくて顔が綻ほころぶ。

「では、調印式をはじめます。まず、サウルナ国国王スルタン代理、マラファム殿」

　マラファムが中央に置かれた演台に進み出る。調印の順番は当初の予定通り、サウルナ国から行う事で、各国の同意を得ていた。話を通してくれたのはナッシルだ。

「アラバーナ大陸の平和の為に」

　ナッシルから筆を受け取ったマラファムが一言口にする。そこで再び拍手が起こった。

　署名と国印を押したマラファムから、筆を受け取ったのはウルネティス国の皇子ギナンだ。そしてカトゥーナ国のラスミア女王と続き、ムシャラワ国のウスタ王が筆を受け取った。

（よかったわ……。ウスタ王が調印してくれれば何もかも丸く収まる。一時はどうなる事かと）

　心の中で呟つぶやいたジャリスは、すぐに青い目を見開いた。ウスタが調印書を前にして微び動どうだにしなくなったのだ。ざわつき始めた大広間の招待客達に、ウスタが鋭するどい眼光を向けた。

「……私にはある疑問がある。それが解決できない限り、調印書に署名はできない」

　低い声が響き、更に大きくなったざわつきの中、ウスタは持っていた筆をばきりと折る。

「ウスタ王！」

　ジャリスは慌てて幕袖から飛び出した。だがウスタは表情一つ変えない。

「ウスタ！　何て事をするのっ」

　声を上げたのはラスミアだ。椅子から立ち上がり、ジャリスと一緒にウスタに駆かけ寄る。

「調印式には出席しただろう。だが署名するとは言っていない。私は頑がん固こ者だからな」

　ウスタがふんっと鼻を鳴らした。ラスミアが、かっと顔を赤らめて怒いかりを顕あらわにする。

「こ、この、この……大おお馬ば鹿か者！　あなたこんな事してただですむとでも……」

「お叱しかりは甘んじて受けよう。だが私にも私なりの考えがあると言っただろう」

　ウスタとラスミアが言い争いを始めると、互たがいの国の兵士達も睨にらみ合いを始めた。ジャリスは慌てて幕袖にいるコダートに合図を送る。

「幕を閉めて！」

　言い終わるより早く、コダートが幕を閉め始めた。王族同士の争いを集まった人々に見せる訳にはいかない。ジャリスはそのままウスタとラスミアの間に割って入る。

「ウスタ王、これでは調印式が滅め茶ちや苦く茶ちやです。どうしてこんなことを……」

「最初に言ったはずだ。疑問が解決しない限り、調印式には出ないと。それなのにお前達同盟は、王族達を丸め込んで我が国を孤こ立りつさせると脅おどしてきた。私は脅きよう迫はくには断じて屈くつしない！」

　とんでもない誤解だった。ジャリス達が丸め込んだ訳ではない。何とかそれを説明しようとしたが、ウスタは聞く耳を持っていないようだ。

「どうしても調印式を行いたいならムシャラワ国を除のけ者にして構わない。勝手にやるといい」

　言い捨てて、ウスタがきびすを返した。ジャリスはどうにか説得しようと後を追う。壇を降りて、大広間の奥にある扉とびらへと向かうウスタを追いかけていた時だった。

　ふいに大広間の重々しい扉がバンッと開かれる。駆け込んできたのは、ダフム号の乗組員の証あかしである黄色い船服を着た男だった。息を切らした男に、招待客達が一斉に注目した。

「た、大変だっ。火事だーっ、火の手がそこまで迫せまってるぞ！　みんな早く逃にげろ！」

　男の背後から、もくもくと白い煙けむりが流れ込んでくる。ジャリスが目を見開いたと同時に、その場にいた人々が一斉に悲鳴を上げ、我先にと扉に向かって走り始めていた。
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「みなさん、落ち着いてください！　乗組員の指示に従ってくださいっ」

　二等甲かん板ぱんは、身動きもできないほど人で溢あふれていた。ジャリスは船首に近い場所で大声を張り上げる。船内からは白い煙が地を這はうように流れ出し、逃のがれようとする人々の恐きよう怖ふに満ちた悲鳴が、辺りに響き渡わたっていた。混乱している人々をどうにか落ち着かせようとするが、数百人の乗客達は我先に逃げようと必死だった。

「小こ舟ぶねに十人ずつ乗ってください！　すぐそこに護ご衛えい艦かんがいます。そこで救助してもらって下さい。大丈夫、みんな助けますから！」

　船首の右う舷げんにいるのはナッシルだ。上着の前をはだけ、避ひ難なんする人々を誘ゆう導どうしていた。ダフム号には、二等甲板の左舷と右舷の手すりに避難用の小舟が取り付けられている。乗組員達と船長のクララクが小舟に人々を乗せ、つり上げ機を使って海に降ろし始めていた。左舷で避難の誘導を始めた乗組員達を手伝っていたジャリスに、コダートが人ひと混ごみをかき分け駆け寄る。

「ジャリス、この煙はどこからなんだ？」

「判わからないわっ。何がなんだかもう……」

　混乱した人々を制するので手て一いつ杯ぱいだ。海かい賊ぞく同盟の者達が火災の原因を突つき止めに行っているはずだが、まだ詳くわしい状じよう況きようは判らない。だが船室からどんどん流れてくる煙は、火災の凄すさまじさを物語っていた。

「よし、じゃあ、俺とリンドも煙の原因を突き止めに行ってくる！　お前はシャルマとリクと一緒にみんなを避難させてくれ」

「あ、あのあのあの、アブウも行きますぅぅぅ！　今度こそご主人様のお役にぃぃぃ」

　水差しがぶるぶると震ふるえる。先さき程ほどジャリスはアブウに、しばらくは水差しから出てこないよう頼たのんでいた。混乱した人々が精霊ジヤーンであるアブウを見れば、更に騒さわぎが大きくなる可能性がある。コダートが水差しにそっと手を触ふれた。

「いや、アブウ。お前はここにいてくれ。まだどこで火事が起こっているのか判らない。火元が確かく認にんでき次し第だい連れん絡らくするから。もし火の手が甲板まで押し寄せたら……その時は頼んだぞ」

　水の魔法を使うアブウは、心強い味方だ。水差しがもう一度ぶるるるるっと震えた。

「お任せ下さいぃぃ。アブウは頑がん張ばりますっ」

　頷うなずいたコダートがきびすを返す。その背中に思わず声をかけた。

「気をつけて、これだけの煙よ！　火災に巻き込まれないようにしてね！」

　走りながら手を上げたコダートとリンドを、祈いのるような気持ちで見送った。

「ジャリス、大だい丈じよう夫ぶか！」

　再び避難の誘導に戻もどろうとすると、クアイとヤナキムが走り寄ってくる。

「あ、クアイ皇子、すぐに避難してください！」

「君を残して避難できるかっ。コダートはどこにいった」

　クアイがジャリスの両手をしっかり握にぎりしめ、きょろきょろと辺りを見回す。

「コ、コダートなら、煙の原因を確かめに……」

「よーし、判った。ならば俺も君の為ためにこの火災の原因を突き止めよう。待っていてくれ、愛いとしいジャリス。君の為なら俺は命がけで……」

「わたしの為を思うなら、早く避難してーっ」

　ここでクアイに何かあれば、それこそ調印式が水の泡あわだ。だがクアイはどうやら何か勘かん違ちがいしたらしい。そろそろ表情が読めるようになってきた。そんな自分が悲しかった。

「ジャリス、それほどまでに俺の事を……。心配しなくていい。俺は大丈夫だ。君の為に俺は命だって投げ出せる。コダートになんて俺は負けないからな！」

（だから、何でコダートの事気にするのよっ）

　心の叫さけびはとりあえず置いておいて、なるべく優やさしい声を心がける。

「い、いや、だからそうじゃなくて、怪け我がされたら困るんです」

「判っているさ。俺が怪我をしたら、君が悲しむ。ならば、無傷で戻ってくると約束しよう。ではジャリス、君も危なくなったらすぐに避難するんだぞ！」

　握った手を愛おしそうに頰ほおに当て、クアイが片目を瞑る。その表情だけ見れば、悔くやしいが男前だ。名残なごり惜おしそうにジャリスの手を放したクアイが、とうとう誤解したまま、身軽に人混みをかき分けて船内に戻っていった。

「……我が弟ながら、どうしてあんな勘違いが出来るのかが不思議だよ」

　ヤナキムの呟きに思わず頷きそうになったが、慌あわてて気を取り直した。

「あ、あの……ヤナキム皇子。あなたは避難してくださいね」

「もちろんだよ、ジャリス。うちの弟は怪我するぐらいが大人しくなってちょうどいいけど、僕はそうはいかない。可愛かわいい子こ猫ねこちゃん達がタバラン国で待ってるからね。クアイにも危なくなったらさっさと避難しろって言っておいて。じゃ、後はよろしく」

　さっと言い置いて、ヤナキムが避難用の小舟に乗り込んだ。ジャリスは思わず目を丸くする。

「い、いいんですか？　クアイ皇子を置いて行っても」

　避難して欲しいとは言ったが、本当にヤナキムが自分だけ逃げるとは思わなかった。

「ああ、クアイは大丈夫さ。あれでも文武両道を地でいく僕の弟だ。あいつの事を信じてる。それに……避難した乗客達を落ち着かせる人間も必要だろう。僕はできる男だよ？」

　ヤナキムがふっと微笑ほほえんだ。確かに避難した護衛艦でも、まだまだ人々の混乱は続くだろう。

「……お願いします。ヤナキム皇子！」

　さっと頭を下げると、ゆっくりとヤナキムが頷く。彼が乗った小舟は、つり上げ機を使って甲板の手すりの上まで引き上げられると、ゆっくりと海面に降りていった。

　ジャリスは押し寄せてくる人々を制しつつ、すぐに次の避難用の小舟の用意を始めていた。
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　コダートは四階の廊ろう下かを覆おおい尽つくしている煙に、思わず足を止めた。下に向かえば向かうほど煙が濃こくなっている。腰こしに巻いていた帯を取り、口元に当てた。煙を吸いこめば、それだけで意識を失って死に至るという知識ぐらいはある。

「どこから煙が上がっているんだ？　厨ちゆう房ぼうか？」

　くぐもった声を上げ辺りを見回した。明かり取りから差し込む太陽の光もあり、ランプをつけている所は少なかった。

　火の手が上がっているとすれば、晩ばん餐さん会の準備をしている厨房と、石炭を燃やしている動力室の可能性が高い。リンドは平気なのか、煙に瞬まばたきすらしない。赤く光らせた瞳ひとみで、ぐるりと辺りを見回していた。

「コダート、ちょっとおかしいぞ。この煙……火事の煙にしては熱がなさすぎる。それに煙があちこちから流れてくるんだ。煙が上がっているのは、一カ所じゃないぞ」

　魔力のほとんどを封ふうじられているとはいえ、炎ほのおの魔法を得意とするリンドには何か感じる物があるらしい。コダートは眉まゆ根ねを寄せた。

「だが、大広間に飛びこんできた乗組員が火事だって言ってただろう。火の手が迫って……」

　その時、コダートの目に廊下の先を走る人物が映った。

「ウスタ王、何をなさっているのです！」

　コダートは慌ててその背中を追いかけた。数人の部下を引きつれたウスタが、階段を下りようとしている所だった。ウスタは立ち止まると、振ふり返って叫ぶ。

「火事の原因を突き止める！　もしかしたら動力室かもしれない。石炭を燃やして蒸気を作り出す課程で強い熱が出る。設計に間ま違ちがいはないが、何らかの事故が起こったのかもしれない！」

　再び走り出そうとしたウスタを、追いついたコダートは制止した。

「いけませんっ、戻ってください。すぐに避難を！」

「この船は私が設計したんだ。誰だれよりもよく知っている。火事などで駄だ目めにしてたまるか！」

　言い出したらきかないのは、先程の調印式で判っていた。それでもコダートは駆かけだしたウスタと部下達を追う。

「駄目です。甲板に戻ってください！」

「コダートーっ。待て！　お前だけにいい格好はさせないぞ！」

　背後から声を上げて駆け寄ってきたのはクアイだ。コダートは思わず頭を抱かかえそうになる。クアイはどうやら、こんな状況でもコダートと張り合うつもりらしい。

「王族は真っ先に避難してください！」

「馬ば鹿かを言うなっ。俺はジャリスの為に、この火事を食い止めてみせる！」

　俊しゆん足そくのクアイがウスタに追いつき、走りながら声をかけた。

「ウスタ王、火事の原因に心当たりは？」

「煙けむりは階下から上がってきている。階下で火の気があるのは、厨房と動力室だ。火事はそこから起こっている可能性が高い」

　階下を見つめるウスタの意見は、コダートと同じだった。クアイが大きく頷く。

「判りました、ではそちらに向かいましょう！」

　クアイが先頭を切って、階段を駆け下りる。ウスタと部下達も続いた。それを追いながら、コダートはうっかりため息をつきかける。

（どうしてこうなるんだ……。この人達は、自分が王族だって自覚がないのか……？）

　だが放ほうっておく訳にはいかない。まずは火元を確かめるのが先決だと自分に言い聞かせた。

　階段を下りた先は、乗組員達の部屋と厨房がある五階だ。白で統一され、豪ごう華かな調度品がある上の階とは違ちがい、狭せまい廊下は鉄がむき出しだった。その廊下にも煙が充じゆう満まんし、一寸先も見えない状態だ。コダートは再び布を口に当てる。

「身を屈かがめてください！　口元に布を当てて、煙を吸いこまないで！」

　指示すると、さすがに全員が従った。船の設計をしたというウスタが、先頭を切った。

「まず一番近い厨房に向かおう。こっちだ！」

　コダート達は煙に巻かれないよう固まって廊下を進んだ。避ひ難なんしたのか、人の姿はない。

　煙がどんどん濃くなる廊下を駆け足で進んでいくと、鉄の扉とびらが見えてくる。

「あれが厨房だ！」

　ウスタが立ち止まると、クアイがさっと扉に駆け寄った。コダートは慌ててそれを制止する。

「待て、扉は鉄製だ。中で火事が起こってるなら熱くなってるかもしれない。火傷やけどするぞ！」

　クアイが慌てて手を引っ込める。コダートは上着を脱ぬいで、扉の取っ手に巻き付けた。その上からそっと触さわってみる。幸いな事に熱さは感じなかった。リンドがすっと隣となりに歩み寄る。

「密室で火事が起こっている時、急に扉を開けたら爆ばく発はつする事がある。酸素が一気に流れ込むからな。俺が炎で壁かべを作って怪我しないように守ってやる」

　両手を扉に向かって構えたリンドに、コダートは頷うなずいた。

「なるほど、火を以もつて火を制するか。……みなさん、できるだけ下がって下さい！」

　振り返って声を上げると、クアイが渋しぶ々しぶとウスタを促うながして、廊下の曲がり角まで下がった。

　彼らが見えなくなったのを確かく認にんして、取っ手の横棒を握りしめ、ぐっと下におろす。がちゃりと音がして、さすがのコダートもどっどっどっと鼓こ動どうが速くなるのを感じた。

　リンドが守ってくれるとはいえ、爆発なんて事態になったら火事は更さらに悪化してしまう。それでも火元を確かめなければならない。コダートは息を吸いこんで、声を上げた。

「いくぞっ」

　そのまま取っ手を引いて、一気に扉を開ける。思わず一いつ瞬しゆん目を瞑つぶり、爆発に備えて身を屈ませた。だが覚かく悟ごしていた熱さはみじんも感じなかった。そっと目を開けると、リンドが扉の前に手をかざしていたが、炎の壁をつくってはいなかった。なぜなら、厨房の中は煙が充満しているだけで、少しの熱さも感じなかったのだ。

「火元は……ここじゃないのか？　だがどういう事だ。火の気がないのにどうして煙がこんなに……？」

　厨房の中を見回して思わず呟つぶやく。煙のせいで視界が悪い厨房に一歩踏ふみ入れたが、やはりどこにも炎が燃えている様子はなかった。

「何だ、火事じゃないのか？」

　クアイが厨房に入ってくる。一いつ緒しよにやってきたウスタが、ぐるりと辺りを見回した。

「厨房には換かん気き口をつけてあるはずだ。換気口を開けろ」

　部下の一人が厨房の奥に向かった。煙で姿が見えなくなったが、すぐにがちゃんと何かの音が聞こえる。途と端たんに煙の流れが、厨房の奥へとすうっと変わった。

「ぐぁぁぁっ」

　コダートがほっと息をついた時、男の叫さけび声が煙の向こうから聞こえた。さっと腰の剣けんに手をかける。クアイがかっと目を剝むいて、煙の向こうを睨にらみつけた。

「どうした、何かあったのか！」

　煙の中から返事はなかった。コダートは身構えたまま、段々と晴れてくる煙の奥を睨みつける。やっと視界が晴れてくると、厨房の奥に一人の男の姿が見えた。

「お前は……！」

　黄色い船服を着た男。先さき程ほど大広間で火事だと叫んだ男だと、コダートはすぐに気づいた。

「……誰だ、お前は。乗組員ではないなっ」

　ウスタが眉根を寄せて叫んだ。思わず目を見開くと、男が薄うすく笑えみを浮うかべた。煙が厨房の奥に吸いこまれ、男の全身が見え始める。すると男の足元に、先程換気口をあけに行ったウスタの部下が倒たおれているのが見えた。

「遅おそかったな。待っていたんだぞ」

　更に笑みを深くした男の黒い瞳が、一瞬で禍まが々まがしく光る濃い緑へと変わった。
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　二等甲かん板ぱんで避難の誘ゆう導どうをしていたジャリスは、護ご衛えい艦かんから小こ舟ぶねが戻もどってくるのを待っていた。ダフム号に取り付けられている避難用の小舟は、十人乗りで三十隻せき。千二百人以上いる乗員乗客すべてを乗せられないのだ。船の重量は決まっている。たくさんの小舟を載のせれば、それだけ乗客の数を減らさなければならない。しかし招待客が膨ふくれあがり、仕方なく小舟を減らしたのだ。たった一日の航海、しかも護衛艦がすぐ近くにいる事もあって、何かあればそちらから応おう援えんを頼たのめばいいと思っていたが、それが仇あだになった。

「押さないでください！　小舟はすぐに戻って来ます！」

　ジャリスは人ひと混ごみに向かって声を張り上げる。小舟を操あやつっているのは、ダフム号の乗組員と、海かい賊ぞく同盟の者達だ。乗客を護衛艦に移動させると、また戻ってきて乗客達を乗せる。ただ、時間がかかってしまうのは否いなめない。既すでに乗客の半数近くは避難したのだが、残った人々は船室から流れてくる煙がどんどん濃くなるのに怯おびえ、あちこちで甲かん高だかい悲鳴を上げていた。

「大だい丈じよう夫ぶです！　必ずみなさん避難できます。落ち着いて！」

　小舟が戻ってきた事を確認して、隣にいたシャルマに目配せする。シャルマは、船の手すりにかけた梯はし子ごに女性の一人を誘導した。

「さあ、梯子を降りて、小舟に乗ってください。しっかり摑まって……。後の人は押さないでください！　女性と子供が先です！」

　さすがのシャルマも、この混乱には為なす術すべもないようだ。まだ火の手は甲板に押し寄せてきてはいないが、混乱が混乱を呼び、もう彼らを落ち着かせるのは不可能だった。

「私はカトゥーナ国の貴族だ！　そんな侍じ女じよを乗せるより私が先だっ」

　ひげを生やした男が、シャルマが手を引いている女性を押しのけた。シャルマが冷たい視線で男を射い抜ぬく。

「……女性が先だと言ったでしょう。それが海の掟おきてです。男性は後です」

　それでも男はでっぷりとした身体からだでふんぞり返る。そしてシャルマを睨みつけた。

「貴様、どこの国の者だ。海賊同盟の人間か！　私を誰だと……」

「カトゥーナ国の貴族様でしょう。先程お聞きしました」

　ジャリスは、男とシャルマの間に割って入った。そして男を毅き然ぜんとして見上げる。

「わたしは海賊同盟の見習い、ジャリス・シンリクットです。彼はわたしの船の乗組員です。失礼があったのなら、わたしがお詫わびします。ですが、海賊同盟が定めた海の掟に〝船から避難する際は、女性と子供から〟そういう決まりがあります。苦情なら後からいくらでもわたしがお聞きします。今は指示に従ってください！」

　まっすぐ見つめると、男がすっと目を逸そらす。それでもまだ口を閉じる気はないようだ。

「わ、私を誰だと……」

「あなたのご身分は十分判わかっています！　ですが避難は体力のない女性と子供が先です。護衛艦はすぐそこにいます。最悪でも男性は泳いでいける距きよ離りです。ご協力をお願いします！」

　ジャリスの後押しをするように、甲板に詰つめかけた男達から声が上がる。

「そうだぞ！　女性を先にいかせろっ。この根こん性じようなしめ！」

「ぐずぐず言ってると、それだけ避難が遅おくれるんだ！　さっさと引っ込めっ」

　騒さわぎ始めた人々に、男はぐっと言葉につまった。ジャリスを見み据すえると、ちっと舌打ちする。

「覚えていろ、ジャリス・シンリクット！　この責任はとってもらうぞ」

　渋々と引き下がった男にほっと胸をなで下ろすと、シャルマが申し訳なさそうに口を開く。

「すいません。私のせいで……」

「いいえ、シャルマのせいじゃないわ。混乱した時こそ、惑まどわされないようにしないと。落ち着いて順番に冷静に。そうでしょ？」

　ジャリスは少しだけ微笑ほほえんだ。旅をしてきて、焦あせってはならない事を知った。焦れば判断を狂くるわせる。狂った判断は大きな失敗に繫つながってしまう。

「……成長しましたね、ジャリス。嬉うれしいような……悲しいような……」

　最後の呟きは聞き取れなかった。首を傾かしげると、シャルマが薄く微笑んだ。

「いいえ、何でもありません。さあ、避ひ難なんを続けましょう」

　シャルマは再び女性の手を取り、梯子へと誘導する。女性達で埋うまった小舟が護衛艦に向かうのと入れ替かわりに、新しい小舟がやってくる。操っているのはリクだった。リクは小舟を器用に梯子の下に着けると、ジャリスに向かって声を上げた。

「ジャリスーっ、護衛艦にいるマラファム様から伝言！」

　マラファムは、まず最初に避難してもらった王族達と一緒にいた。護衛艦で避難した人々を落ち着かせる為ためだ。あちらでも相当な混乱が起きているだろう。何事かと手すりから身を乗り出すと、リクが更に声を張り上げた。

「王族の人が何人かいないって！　こっちに残ってるなら、すぐに避難させてくれってーっ」

「クアイ皇子と、ウスタ王でしょ！」

　ウスタが避難せず、火元を確かめにいった事は、彼の部下から聞いていた。

「それと、ラスミア女王がいないって！　護衛の人達が、先に避難したんだろうと思って護衛艦を捜さがしたけど、どこにもいないって騒いでるよ！」

　再び声を張り上げたリクに、思わず目を見開いた。もうとうに避難していると思っていた。最初に小舟を降ろす際、使われたつり上げ機は全部で四つ。どこで誰だれが避難したのか、正確には把は握あくできていない状じよう況きようだった。ジャリスは、シャルマと目を見あわせる。

「どういう事なの？　調印式の時は確かにいらっしゃったわよね」

「この騒ぎで護衛とはぐれてしまったのでしょう。ジャリス、急いで捜しましょう！」

　ジャリスは大きく頷うなずく。そして腰こしにぶらさげている水差しに手をかけた。

「アブウ、あなたはナッシルと一緒にここに残って。連れん絡らく役をお願い！」

「はいぃぃ。お任せくださいませ！」

　アブウは魔法で水を大量に出せるが、一日に一度しか使えなかった。アブウの魔法は最終手段だ。もし甲板に火の手が上ってきたら、その時こそアブウに活かつ躍やくしてもらわねばならない。

　ジャリスは右う舷げんにいたナッシルに駆かけ寄り、事情を話してアブウの水差しを渡わたす。

「大丈夫か？　気を付けて行って来いよ」

　心配そうなナッシルに頷いて、ジャリスはシャルマと一緒に、まずは調印式が行われていた大広間へと向かった。
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「お前は……魔物ジンなのか！　この騒ぎはお前の仕し業わざか！」

　煙けむりがすっかり晴れた厨ちゆう房ぼうで、コダートは腰の剣を抜いて、薄うす笑わらいを浮かべる男に向けた。

　クアイやウスタが背後にいる。彼らを巻き込む訳にはいかない。濃こい緑の瞳ひとみをぎらりと光らせた男は、にんまりと笑って片手を上げる。すると、男の姿が一いつ瞬しゆんで変わった。白はく髪はつに近い銀の髪かみ、蝙こう蝠もりのような翼つばさ。脂し肪ぼうのないやせた身体は、骨と筋肉だけで出来ているかのようだった。

「お前は……エルガ！」

　リンドが驚おどろいたように声を上げると、エルガと呼ばれた魔物が、ふんっと鼻を鳴らした。

「久しぶりだな、リンド。オシリス様はお前の裏切りにご立腹だ。覚かく悟ごはできているだろうな」

　エルガが緑の瞳で睨にらみつけたが、リンドは嘲ちよう笑しようするように口元をつり上げた。

「ずいぶん偉えらそうな口くち振ぶりだな。お前みたいな雑ざ魚この魔物に呼び捨てにされる覚えはないぞ。お前がいるって事は、この騒ぎの黒幕はラシッドだな。お前、ラシッドに可愛かわいがられてたものな。ごますりがうまいから」

　馬ば鹿かにしたような響ひびきが声にこもっていた。それでもエルガは余よ裕ゆうの笑みを浮かべた。

「ふふっ、そんな口もすぐにきけなくなるさ。魔力が十分でないお前を倒すなんて簡単だ。それにな、オシリス様は私にこう約束してくれた。裏切ったお前の代わりに、私をシャイ悪ターン魔として迎むかえてくれると。そしてオシリス様が力を取り戻した際には、シャイターンとして十分な魂こん魔まを私の身体に作りだしてくれるとな」

　魂魔とは、魔物の身体の中にある魔力を生み出して溜ためる場所だ。それが大きければ大きいほど、魔物としての力が強いと以前リンドから聞いていた。

「バカな、いくらオシリスだって、シャイターンが持つ程ほどの魂魔を作り出すなんて……」

　途と方ほうもないエルガの話だったが、コダートはリンドの顔色が一瞬で変わったのに気づく。

「まさか……そんなことが？」

「……できない訳じゃない。俺だって遠い昔は、そこにいるエルガみたいにただの魔物だった。オシリスに魂魔を大きくしてもらってシャイターンを名乗ったんだ。オシリスの恐おそろしい所はな、魔物の中でも唯ゆい一いつ魂魔を自在に操れる事だ。今の俺みたいに魂魔を封ふうじて小さくする事も可能だし、逆に大きくする事も可能だ。だから魔物達はオシリスを魔王マリードとして崇あがめるのさ。魂魔の大きさで魔物の格が決まると言っていい。あいつに気に入られれば、より大きな魂魔を得られるからな。でもオシリスは慎しん重ちようだ。強大な魔力を持つシャイターンをそう何人も作り出したりしない。シャイターンはオシリスに選ばれた四人だと決まっている」

　リンドが苦々しく話すと、エルガが声を上げて笑う。

「ははっ、今オシリス様に仕えるシャイターンはラシッド様一人。魔力を封じられ、人間の味方をするお前は、もうシャイターンを名乗る資格はない！　私こそが次のシャイターンとなる。オシリス様は、アラバーナ大陸にはもう用はないと仰おつしやっていた。海を越こえた異国に行ってみるのもいいだろうとな。……用済みの大陸は、オシリス様の意志に従い、私が滅ほろぼしてやろう。まずはこの王族式典とかいうくだらない人間達の集まりを阻そ止ししてやる！」

　エルガがこちらに向かって片手を突つきつけると、炎ほのおの渦うずが巻き起こる。

「まさか……お前が煙を作りだしていたのか？」

　めらめら燃える炎を見つめて、コダートははっとした。ずっとおかしいと感じていた。煙はもうもうと船中に立ちこめているのに、少しの熱さも感じない。それにもし本当に火事ならば、煙だけでなくきな臭くささで息をするのも難しいだろう。

　エルガがこちらを向くと、急に手元の炎を消し去り、目を細めて口調をがらりと変えた。

「ええ、その通り。安心して下さい、親愛なるコダート様。火事など起こしてはいません。本当はこんな船など燃やしても良かったのですが、指輪の地図を持つジャリスとかいう女と、コダート様、あなたは殺してはならないと言われていましたので……」

　エルガの豹ひよう変へんに、コダートは眉まゆ根ねを寄せた。微笑を浮うかべたエルガが胸に手を当て、コダートに向かってうやうやしく一礼する。

「コダート様、あなたにお話が。……オシリス様はたった一人の妹であるあなたの母君を心から愛しておられました。どうぞオシリス様の許もとにおいでください。それがオシリス様の願いでもあります。もし断るなら、この船は本当の火事に見み舞まわれる事でしょう」

　にんまりと笑ったエルガが、何事か呪じゆ文もんを唱えてもう一度手元に炎を作り出す。天てん井じよう近くまで炎が上がり、ちりちりと焦こげる臭においが辺りに漂ただよった。

「待てっ、そんな事はさせないぞ！」

　オシリスの所に行く気など毛頭ない。コダートの怒いかりが全身を駆けめぐる。かっと目の辺りが熱くなった。目を赤く染めて睨みつけるコダートに、エルガがにんまりと笑う。

「こわいこわい。あなたが本気になったら、どれだけの魔力を発揮するのかまだ未知数だと、ラシッド様が仰っていました。私はね、とても慎重な男なんです。どれだけの力があるのか判わからないあなたと、正面から戦う気にはなれません。なにせあなたはあのオシリス様の血を引いておられるのですから」

　背後でウスタと部下達がざわつき始める。リンドがシャイターンである事、そしてコダートが半魔物だという事を、ジャリスは昨日の秘密会議で発表しなかった。振ふり向くと、ウスタがコダートを見る目つきが明らかに変わっていた。

「お前……人間ではなかったのか？　それにリンドとか言ったな。お前も魔物なのか？」

　赤く染まった瞳を見つめ、咎とがめるような口調のウスタが眉根を寄せる。すっと目を伏ふせたコダートにウスタが剣けん先さきを向けた。リンドが慌あわててコダートの前に飛び出す。

「待てよ！　俺は確かにシャイターンだ。でもコダートは人間だぞ！　確かにオシリスの血を引いているが、それでもコダートはずっとお前達人間の為に戦ってきたんだ！　それにこれはエルガの罠わなだ。あいつは俺達を仲なか違たがいさせようとしているんだっ」

　クアイがさっとウスタの前に進み出て、コダートを庇かばうように両りよう腕うでを広げた。

「俺はコダートをよく知ってる。……むかつく男だが、オシリスの仲間じゃない。リンドもだ。彼らはジャリスと一いつ緒しよに、オシリスを倒たおす為に戦っている俺達の味方だ。俺が保証する！」

　顔に不本意だとでかでかと書いてあったが、それでもコダートの弁護をしてくれる。そんな所がクアイらしかった。

「ウスタ王、今は我々が仲違いしている場合じゃない。それでは魔物達の思う壺つぼだ。今倒すべき相手はあのエルガとかいう魔物だ！」

　クアイがエルガに指を突きつけた。彼の言葉はどうやらウスタに届いたらしい。ウスタは剣先をエルガに向ける。部下達もそれに倣ならった。ウスタがコダートを一いち瞥べつする。

「まだ納なつ得とくしたわけではない。後でゆっくり事情を聞かせてもらうぞ」

「ええ、まずはこいつを何とかしないと。このままでは本当に火事を起こされる」

　コダート達全員に剣けんを向けられ、エルガがふうっと息をつく。

「しょうがありませんね。では計画通り事を進めるとしましょう。まずは……」

　エルガが、炎に包まれた手の平をすっとウスタに向ける。

「あなたに来ていただきますよっ。ウスタ王！」

　エルガが放った火の玉は、まっすぐウスタに飛んでいく。周りを囲んでいた部下達の一人がとっさにウスタを突き飛とばした。

「うわぁぁぁぁ」

　床ゆかに転がったウスタの代わりに、彼を突き飛ばした部下に火の玉がぶつかり、あっという間に炎が全身を包む。

「早く、早くっ火を消せ！」

　コダートは、脱ぬいだ上着を叩たたきつけるようにして火を消そうとする。それでもすぐには消えなかった。ウスタが慌ててこちらに駆け寄り、同じく上着を脱ごうとする。そこへ再びエルガの火の玉が襲おそった。今度は避よける暇ひまがなく、炎がウスタの全身を一瞬で包んだ。そして彼の身体からだとともにあっという間に消えてしまう。

「ウスタ王の身み柄がらはお預かりしましたよ」

「そうはさせるかっ」

　振り上げたクアイの剣が、ほくそ笑えむエルガの胸を深々と貫つらぬいた。だがエルガは余裕の笑みを崩さない。コダートはやっと火を消し終えて、クアイに駆かけ寄った。

「普ふ通つうの剣じゃ駄だ目めだっ、真しん鍮ちゆうの剣じゃないと！」

　以前も同じような状じよう況きようで、魔物に傷一つつける事ができなかった。彼らを切り裂さけるのは、真鍮だけなのだ。剣に貫かれたままのエルガが、コダートを見て笑みを深くする。

「コダート様、考える時間をさしあげましょう。あなたとジャリスがオシリス様の許に来られないのであれば、ウスタ王の命は保証できません。ああ、そうそう、あなた達が火事騒さわぎであたふたしている間に、船は既すでに私達の手中に収めさせて頂きました。あなた達の出方次し第だいでは、この船にはもっともっと大きな災わざわいが起こるでしょう」

　不ふ吉きつな予言を口にしたエルガの身体を、大きな炎が包んだ。次の瞬しゆん間かん消えさった炎とともに、エルガの姿もコダート達の目の前から消え去っていた。
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　ジャリスは駆け込んだ大広間をぐるりと見回した。先程より煙けむりが収まってきたようで、視界は大分ましになっている。だが広い部屋の中には人の姿はどこにもない。机があちこち倒れていて、壇だんに取り付けられていた幕が引きちぎられていた。床には割れた食器が散乱し、気を付けなければ怪け我がをしてしまいそうだ。人々の混乱ぶりが大広間に表れているようだった。

　走ったせいで息を切らしていたジャリスは、すうっと大きく深呼吸すると、隣となりにいたシャルマを見上げた。

「やっぱりラスミア女王はいないわね。まさかとは思うけど、部屋に戻もどったのかしら？」

「それは考えにくいでしょう。この騒ぎの中、部屋でのんびりしているとは考えられません」

　それでもジャリス達は、大広間の奥にある扉とびらに向かう。その先は王族達の使う一等客室に繫つながっていた。一つ一つ扉を開けて一等客室を見て回ったが、誰だれもいない。最後の部屋を確かく認にんしたジャリス達が廊ろう下かに出ると、先程まで漂っていた煙がすっかり晴れているのに気づいた。

「何か変じゃない？　火事なら焦げた臭いとか、燃えて崩くずれる音とかするはずなのに……」

　先程までは、煙は廊下を覆いつくしていたはずだ。だが部屋を調べ終わった今は、廊下の先まで見えるようになっている。口元を押さえなければ煙に巻かれそうだったのに、今は何もしなくても平気だ。

「コダート達が消火に成功したのかもしれませんが……それでもおかしいですね。これだけの煙なら炎もかなり燃え広がっているはずです。そうそう消せるとは思えませんが」

「あら……あれはっ」

　ジャリスははっとして声を上げた。煙が晴れて見通しがよくなった廊下の先に、女性が一人倒れていた。慌てて駆け寄って身体を起こす。目立った怪我はないようだ。浅い呼吸を繰くり返す女性に、ジャリスは呼びかけた。

「しっかり！　しっかりしてください！」

　揺ゆさぶると女性がうっすら目を開けた。ぼんやりと視線を漂わせた後、はっとして身体を起こす。

「ラ……ラスミア女王は！」

「ラスミア女王？　ラスミア女王がどうしたの？」

　問いかけると、慌てて辺りを見回していた女性が、うっと呻うめいて涙なみだを浮かべた。

「私は、ラスミア女王の侍じ女じよです。あの人ひと混ごみで私以外の侍女とはぐれてしまいました。女王が大切な物が置いてあるからとお部屋に戻られて、それから一緒に避ひ難なんしようとしたら……」

　女性が涙を流しながら、一つ一つ思い出すように言葉を繫ぐ。

「そうしたら……黄色い船服を着た男の人と出会って。確か、火事だと大広間に駆け込んできた人だと思います。ラスミア女王が火事はどこで起こっているのかと質問されると、男の人がにやりと……とても口では言い表せないような、恐おそろしい表情をしたんです。それから……急に意識が遠くなって……」

　気絶してしまったと話した女性に、ジャリスはどういう事かと眉根を寄せる。

「ラスミア女王がどこにいったのか、判らない？」

「はい……。どうしましょう。ラスミア女王が……」

　ジャリスは、慎しん重ちように女性を立ち上がらせる。少しふらついていたが、何とか歩けそうだ。

「一人で大だい丈じよう夫ぶ？　甲かん板ぱんに行って、ナッシルに……海かい賊ぞく同盟の盟主代理に今の事を伝えて欲しいの。わたし達はラスミア女王を捜さがすわっ」

　女性が大きく頷うなずいた。壁かべに手をつきながら、どうにか大広間の方へ向かう。黙だまって話を聞いていたシャルマが、口元に手を当てた。そしておもむろに口を開く。

「……ジャリス、私は乗船する前にダフム号の乗組員の顔と名前を全員覚えたんですが……」

「お、覚えたって、四百人近くいるのに？」

　思わず目を瞬またたかせた。記き憶おく力がいいのは知っているが全員だなんてとても真似まねできない。

「ええ、特技の一つなんです。それで、ずっと気になっている事があるんですが、先さき程ほど火事だと叫さけんで大広間に入ってきた男……もしかしたらダフム号の乗組員ではないかもしれません」

　片かた眼鏡めがねを押し上げたシャルマに、ジャリスは目を見開いた。

「ど、どういうこと？　乗組員じゃないって」

「何者かが乗組員になりすましてダフム号に入りこむのを防ぐ為ため、準備段階で全員の身元を確認してあります。出航前には私がダフム号を回って、怪あやしい者が入りこんでいないか最終確認をしました。……ですが私は目が悪いので、先程大広間に飛びこんできた男の顔が、離はなれていてしっかり確認できなかったんです。よくよく思い出してみると、あの乗組員の顔には見覚えがない気がします。もしかしたら……」

　頭の中で、今までの少ない情報を整理してみる。火事だと叫んだ男は、乗組員の黄色い船服を着ていた。とっさの事だったし、煙がどんどん船内に立ちこめていたのもあって、彼の言う事を信じて疑わなかった。だが火事のはずなのに煙だけで火の手は一向に見えない。

（もしかして……わたしは大きな間ま違ちがいをおかしたのかもしれない）

　はっとある事に気づいてシャルマを見上げると、彼も同じ答えにいきついたのか、大きく頷く。ジャリスは確認するように考えている事を口にした。

「火事……じゃないとしたら。火事だと言われて、煙けむりがもうもうと立ちこめたからそうだと思い込んだだけだとしたら」

「ええ、乗組員の恰かつ好こうをした男が火事だと叫んで煙が上がれば、みんながそれを信じ込む。人が多ければ多い程混乱は広がります。その人達が慌あわてふためいて逃にげまどえば、私達も知らずに焦あせって判断を狂くるわせる。特にこんな大きな船では、どこで火災が起こっているのか特定するのに時間がかかります。その間に混乱した人々が甲板に押し寄せて収拾がつかなくなる」

　バルク号とは比べ物にならないほど巨きよ大だいなダフム号。船を一周するだけで相当な時間がかかるだろう。バルク号で火災が起こればすぐに判わかるが、ダフム号ではそうはいかない。大きな船ゆえの欠点だった。すぐ上の階にある二等甲板からは、人々の叫び声や悲鳴がまだまだ聞こえている。それもジャリス達を惑まどわせた一因だ。

「この火事騒ぎは、調印式を邪じや魔まする何者かが仕組んだ事かもしれないわ……。何らかの方法で煙だけを焚たいて火事に見せかける。人々を混乱させて、調印式を滅め茶ちや苦く茶ちやにする。もしそうだとしたら……」

「ジャリスッ、大変だ！」

　考えこんでいると、背後からコダートの声が聞こえた。振ふり返ると、コダートとクアイとリンドが、大広間へと続く扉から駆け寄ってくる所だった。

「コダート、どうしてここに？」

「甲板に戻ったら、お前達がラスミア女王を捜しに行ったって聞いたんだ。それより、大変だ。火事は起こってない。ラシッドの手下の魔物が、魔法で煙を作りだしてたんだ！　火事だって叫んだあいつが魔物だったんだ！　ウスタ王が連れ去られた」

　コダートの話は、今まさにジャリス達に芽生えた疑いを最悪の形で証明してしまった。聞き終えたジャリスは、思わず声を上げる。

「何て事なの……。コダート、ラスミア女王もその魔物に連れて行かれた可能性があるわ！」

　今度はコダートが目を見開く番だった。ジャリスは先程の侍女の話をして聞かせる。

「……ラスミア女王が魔物達の手に落ちたかもしれないわ。でも魔物達はなぜ火事を起こす真似なんてしたのかしら」

　偽いつわりではなく、本当に火事を起こす事も可能だっただろう。コダートがすっと目を伏ふせた。

「あいつらは……俺とお前をオシリスの許もとに連れていくのが目的らしい。もし拒きよ否ひしたら、船にもっと大きな災わざわいが起こると……。そしてこうも言っていた。船は既に我々の手中にあると」

　それが一体何を意味するのか、考えていたジャリスははっとした。

「……船が既に手中にある？　それってもしかして……」

　廊下の先にある階段が目に入った。その階段を下りた先にあるのは……。

「このすぐ下は、確か操そう舵だ室があるわよね。まさか……」

　ダフム号の乗組員達は、船長のクララクも含ふくめてほとんどが、乗客達を避難させる為に二等甲板にいる。という事は、船の頭脳である操舵室にはきっと誰も残っていないだろう。

　シャルマが同じく廊下の先に目を向けた。

「ええ、操舵室を乗っ取れば、ダフム号を自由に操あやつれます。まさしく船を手中に収めた事になるでしょう。ジャリス、この火事は陽動作戦かもしれません。魔物達の真の狙ねらいは……」

　ジャリスは大きく頷いた。そしてみんなを見回す。

「人ひと質じちを取って、ダフム号を乗っ取る事。狙いは王族式典を邪魔して、地図を持つわたしとコダートを連れ去る事。もしそれが狙いなら、本当に火事を起こさなかった訳も判るわ。火事でわたし達に何かあったら、あいつらだって困るはずだもの。ラスミア女王を連れ去った魔物が、この階段の下にある操舵室に向かっていたとしたら……」

　自分の出した答えを信じたくなかった。それでも確かめなければならない。そのまま階段に向かって駆かけ出すと、コダート達が全員ついてくる。

「ジャリス、これを使え！」

　走りながらコダートが渡わたしたのは、もしもの時の為に用意していた真しん鍮ちゆうの剣けんだった。

　受け取ったジャリスは、それを腰こしにさした。できれば使うような事態になってほしくなかった。それでもジャリスはぐっと唇くちびるを嚙かみしめて、前を見つめる。戦いはもう既すでに始まっていた。
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「ターラ、怪け我が大だい丈じよう夫ぶ？　いたくない？」

　目の前には、ラスミアが大好きな海賊同盟の盟主がいる。寝しん台だいによりかかって座っている彼が、目を細めて頭を撫なでてくれた。

「痛くねぇよ。ラスミア、いつまでも泣くんじゃねぇ。俺は女が泣いているのが一番苦手なんだぞ。まったく、まだまだ子供だな」

　ぐずぐずと鼻をならしていたラスミアは、ぐっと唇を嚙みしめて涙を堪こらえた。まだ十歳にも満たないラスミアだが、子供扱あつかいされるのが嫌きらいだった。早く大好きな彼に見あうような大人の女性になりたい、それが心からの願いだ。

　隣となりにいた自分よりちょっとだけ年上の少年が、ターラの顔を覗のぞき込む。

「ターラ、すまない。僕を庇かばったせいでこんな怪我を……」

　ムシャラワ国の第二皇子、ウスタだ。ラスミアは隣りん国ごくでもあるムシャラワ国の王宮を、視察という名目で訪おとずれていた。だが賢かしこいと自負しているラスミアは知っている。この視察は、第二皇子であるウスタとの顔合わせが本当の目的だ。どうやら大人達はウスタと自分が結けつ婚こんする事を望んでいるらしい。だがそんな事は絶対にありえない。自分が結婚するのは、このアラバーナ大陸の英えい雄ゆう、ターラこと、イジュタラ・シンリクット船長だ。

「お前のせいじゃねぇよ。それよりお前を襲おそった男を捕とらえて調べたんだが……やっぱりお前の兄ちゃんは、ちっとばかしいたずらが過ぎたようだな」

　ムシャラワ国では身体からだの弱い兄皇子ではなく、健康で頭のいいウスタを世よ継つぎにという声が上がっているという。昨日ウスタを襲った男が、その兄皇子を擁よう護ごする者達の手下だというのは、子供であるラスミアですら予想がついていた。ウスタを庇ったターラが、胸に大きな刺さし傷きずを受けたと聞いて、慌ててやってきたのだ。だが不老不死だというターラは顔色もよく、今にも立ち上がってまた旅に出てしまいそうだった。

「まあ、証しよう拠こがないから今の所何もできねぇが……。しばらく俺も王宮にいるから、危ないと感じたらすぐに知らせろ。必ず助けてやる」

　ターラの言葉に頷うなずいたウスタの表情は、とても子供とは思えないほど大人びていた。彼の苦しみは同じ王族として幼いラスミアにも理解できる。この年にしてラスミアは地位と名めい誉よ、そして財産の為なら何でもする人間がいると既に知っていた。

「……ターラ、私の事も守ってよ。私だってカトゥーナ国の王族の一人なのよ」

　ぷっと頰ほおを膨ふくらませると、ターラが苦く笑しようした。

「ああ、お前が危なくなったら守ってやるよ」

　軽い調子に、更さらに頰を大きく膨らませる。

「そんな事言って、いつもすぐどこかに行っちゃうじゃない！」

　はははと笑ったターラが、ふと何かを思いだしたように懐ふところに手を入れた。

「そうだ、お前にはこれをやるよ。これはな、魔法の道具だ。危なくなったらこれを掲かかげて呼びかけろ。必ず俺が助けにきてやる」

　受け取ったラスミアは頰を染める。魔法の道具なんて正直うさんくさいとも思ったが、ターラから何かをもらうなんて初めてで、それが嬉うれしくてたまらなかった。

「でもそれを使えるのは一回だけだぞ。危なくもないのに使うのも絶対駄だ目めだ。魔法の道具の呪のろいで俺は死んでしまうかも～」

　ふざけた調子だが、子供のラスミアを怯おびえさせるには十分だった。

「判わかったわ！　大事に大事にする。そのかわり、私が危なくなったら絶対に助けに来てね！」

　大きな寝台によじ登って指切りをねだると、ターラが苦笑して応じてくれる。

　それはラスミアにとって、大切な大切な思い出となったのだ────
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　ラスミアがはっと目を覚ましたのは、冷たい床ゆかの上だった。柔やわらかな寝しん具ぐでしか寝ねた事がない身体が、痛いと悲鳴を上げていた。何か幸せな夢を見ていた気がするが、何だったのかは思い出せない。辺りには見た事がない機械が並んでいる。唯ゆい一いつ判るのは、部屋の中央にある、ラスミアの身長ほど大きな丸い舵かじだった。

「怪我はないか？」

　声に聞き覚えがある。身体を起こそうとして、縛しばられているのに気づいた。どうにかごろんと寝返りを打つと、ウスタが壁かべにもたれて座っている。やはり縛られていて、服のあちこちにやけ焦こげた穴があった。

「ウスタ、あなた一体どうしたの！　ここはどこなの？　私達はなぜ縛られているの？」

　矢や継つぎ早ばやに質問すると、ウスタが眉まゆ根ねを寄せた。

「どうやら魔物ジンが調印式を邪じや魔まする為ために船に入りこんでいたらしい。私も捕つかまってしまった。ここは操舵室だ。お前がどうして縛られてここにいるのかは知らん」

　相変わらずぶっきらぼうな口調だ。だがラスミアは慣れている。子供の頃ころからのつきあいだ。

「私は、避ひ難なんする前に大切な物を取りに部屋に戻もどったの。そこで火事だと叫さけんだ男をみかけたから、どこで火災が起こっているのか聞こうとしたのよ。男の目を見たら気を失ってしまったの。まったく、この私を縛り付けるなんて絶対に許せないわ！　捕まえて縛り首にしてやるっ」

　捕まっているのはこちらなのだが、持って生まれた気の強さで叫ぶとウスタがため息をつく。

「お前は本当に相変わらずだな。もう少し、しとやかさというものを覚えたらどうだ？　だからいつまでたっても結婚できないんだ」

「あなたに言われたくないわっ。あなただってまだ独身じゃない！」

「……もと婚約者にその言い方はないだろう？」

　じとっと見つめられ、ラスミアは口を尖とがらせた。表情があまり変わらないウスタだが、意外に子供っぽい所もある。それが自分だけに向けられる物だというのも、実は気づいていた。

「してないでしょ、婚約。結局あなたは世継ぎに選ばれてしまったから、女王と国王は結婚させられないって事で破談になったじゃない」

　ムシャラワ国の第一皇子は身体が弱く、王位を辞退してしまった……という事になっているが、本当は賢いウスタを王へと望む声が高く、反発した兄皇子との間で骨肉の争いが起こった。そのせいで彼は子供の頃ころ狙ねらわれていた事もあった。

　結局ターラが兄皇子を説得したらしいが、詳くわしい事は判らずじまいだ。どんな説得をしたのやらと、子供心に思ったのを覚えている。

「ああ、あのままだったら本当に結婚させられていた。破談になってよかったと思っている」

　ふんっとそっぽを向いたウスタに、思わずかっとなる。

「私だって、あなたなんか願い下げだわ！　私には、ターラがいるんですから」

　つんと横を向くと、ウスタがふいにこちらに顔を向け、目を眇すがめた。

「ターラか……。ラスミア、お前がターラの事を好きなのはよく判っている。だが、そろそろ諦あきらめたらどうだ？　絶対にターラはお前の事を何とも思ってないぞ」

「そんな事判っているわよ。でもいいのっ。私がターラを好きなんだから……。あ！　そうだ、ウスタ、私の胸を見て！」

　衣装の胸むな元もとを目で示す。たわわな胸が、衣装からはみ出そうだった。ウスタが一いつ瞬しゆんで赤くなって、慌あわてて視線をそらす。

「な、何を言い出すんだ、お前はっ。大体お前はどうしてそう破は廉れん恥ちな恰かつ好こうをする。肌はだを顕あらわにするなんて、女性として……」

　こんなに慌てているウスタを見るのは子供の時以来だ。ラスミアは思わずむっとする。アラバーナ大陸は男性上位の世界だ。女王として君臨していても、〝女性なのに、女性のくせに〟と陰かげ口ぐちをたたかれているのはよく知っている。それがラスミアは我が慢まんならない。女だからなんだというのだ。自分は他国の王に負けない手しゆ腕わんを持っている。負けるのが誰だれよりも嫌いなラスミアは、政治に武道に交こう渉しよう術、その他ほかにも常に色んな努力をしているのだ。

「私がどんな恰好をしようと勝手でしょう。美しい物をみんなに見せて何が悪いのよ。……ああ、そうじゃなくて、胸の谷間よ。そこに手を入れて！」

　磨みがき上げた身体を見せて何が悪い、ラスミアは本気でそう思っている。裸はだかを見せているわけでもないのに、男はどうしてこんな事を言うのか。

「て、手なんか入れられるわけないだろう！　何を考えている」

　更に慌てたウスタに、思わずイライラした。彼は国王スルタンとしては立派だが、どうも勘かんが鈍にぶい所がある。

「違ちがうわよ！　さっき大切な物を取りに行ったって言ったでしょう。胸元に入っているから、とってちょうだい」

　縛られているせいで、自分ではとれなかった。ウスタにとってもらうのはかなり嫌いやだが、それでもこの状じよう況きようでは仕方ない。やっとウスタがラスミアの胸元を恐おそる恐る見つめた。

「あっ……！　それはもしかして……」

「そう、あの時もらったものよ。覚えているでしょ。これをとって！」

　二人だけに判る会話だ。ラスミアにとって、子供の頃から大事な物の存在を彼は知っていた。

「だが……本当にそれが役に立つのか？　あれはただの子供だましだと思うぞ」

「いいえ、そんな事ないわ。今がこれを使う時よ！」

　自信満々にぐんと胸を張る。訝いぶかしそうにしていたウスタが、渋しぶ々しぶと後ろを向いた。そして後ろ手に縛られた手を、恐る恐るラスミアの胸元に近づける。素す肌はだに触ふれられて、さすがに恥はずかしさを覚えた。ウスタの手も躊ちゆう躇ちよするように引っ込む。

「もっと右よ、この不器用男！」

　叱しつ咤たすると、再びウスタの手が伸のびてきた。振ふり向きつつ場所を確かく認にんしながら、今度は素肌に触れることなく、胸元に隠かくされていたある物を器用に取り出す。そのまま座っているラスミアの膝ひざにぽとんと落とした。ラスミアはほっとして、まだ顔を赤らめているウスタを見つめる。

「これさえあれば……。まずはどうにかして、縄なわを解ほどかなくちゃ」

「だが、どうやって……」

「お話し中、申し訳ありません」

　話し込んでいた二人に割って入ったのは、白はく髪はつに近い銀の髪かみ、濃こい緑の瞳ひとみを持つ魔物だ。いつのまにか舵の向こうに立っていた。黒い翼つばさをばさりと動かすと、その背後に数人の魔物達がいるのが目に入る。

　ついさっきまでは誰もいなかったはずだ。扉とびらが開く気配すらなかった。ラスミアは慌てて膝をぎゅっと閉じて、先さき程ほどウスタにとってもらった物を服に隠した。

「エルガ……！」

　ウスタが縛られた身体からだを動かして、ラスミアを庇かばうように前に出た。

「お待たせ致いたしました。折せつ角かく来ていただいたのに、何のおかまいもなく、失礼しました」

　にんまり笑うエルガを、ウスタが睨にらみつける。

「人ひと質じちなら、私一人でいいだろう。彼女を放せ」

「ええ、本当はあなた一人のはずでした。この船を設計されたそうですね。我々は人間の造った船が、どうなっているのかよく判らなくて困っていたんです。色々と教えて頂きたい事があります。……ラスミア女王もお気の毒に。私に声をかけたりなどしなければ、今いま頃ごろさっさと避難できていましたものを」

　この魔物がさっきの黄色い船服を着ていた男だったと知って、思わず身体が震ふるえた。魔物を見たのは初めてだ。その姿は、本や語かたり部べ達の語る物語よりもずっと恐ろしい。

　だがウスタが臆おくする事なく、凜とした声を発した。

「私達をどうするつもりだ。お前達の望み通り、調印式は滅め茶ちや苦く茶ちやだ。ジャリスとコダートを連れていくなら、こんな面めん倒どうな事をしなくても……」

「私達にも色々と事情があるのです。オシリス様に喜んで頂けるような派手な芝しば居いを始めるには、まだ役者が揃そろっていません。まずは大きな花火をあげて、芝居の幕開けを飾かざらねば」

　近付いてきたエルガにウスタが身構える。エルガはくっとほくそ笑えんでから、ラスミアに濃い緑の瞳を向けた。

「さあ、動力室へ参りましょう、ウスタ王。逆らえばお美しい女王様が、二度と人前に出られないような顔になりますよ」

　ウスタがはっと目を見開いた。さすがのラスミアも、魔物のおぞましい声が語る残ざん酷こくな内容に、背筋をぞっとさせていた。
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　ジャリス達は、四階の船首部分にある操そう舵だ室の近くに来ていた。廊ろう下かの曲がり角から操舵室の扉を窺うかがう。すっかり煙けむりは晴れていたが人ひと影かげはなく、しんと静まりかえっていた。隣となりにはクアイとリンド、そしてコダートが身を屈かがめている。

「ジャリス。扉には中から鍵かぎがかかっているようです」

　操舵室の扉を確かめに行っていたシャルマが、戻ってきて小声で囁ささやいた。

「やっぱり……。でもたとえ鍵が開いていたとしても、魔物が操舵室にいるとしたら、正面から乗り込むのは危険だわ。他に入り口はないのかしら」

「操舵室の扉は一つだ。あそこを開けられなければ、入る道はない……いや、待てよ」

　コダートが何事か考えこんだ。そして顔を上げて廊下の天てん井じようを見つめる。

「ここは天井に通気口があったはずだ。それなら操舵室の天井に繫つながっている」

　シャルマがはっとしたように、同じく天井を見上げた。

「ええ、船を借りる時に、コダートと二人で船の設計図を見せてもらいました。確かにここの天井には通気口があるはずです。かなり狭せまいとは思いますが……」

「よしっ、とにかくその通気口を調べてみよう。おい、コダート。俺を担かつげ」

　クアイが天井を見上げて声を上げる。木製の天井には、四方をねじで留めてある四角い鉄てつ枠わくがあった。何とか人一人通れるくらいの大きさだ。

「……重そうだな。っていうか、クアイ皇子がどうみても一番重いよな」

　ぼそっと口にしたコダートに、シャルマが頷うなずいた。

「体重的にいって、あなたとコダートが私を持ち上げる方がいいのでは？」

「な、なんだとーっ。俺を踏ふみ台にする気か！」

　ジャリスは慌てて口元に指をあて、静かにするよう合図した。

「大きな声出さないで。……そうだわ、わたしを持ち上げて。多分わたしが一番軽いでしょ」

　おそらく誰からも文句が出ない策だろう。案の定クアイがぱぁっと顔を綻ほころばせる。

「君の為ためなら、いくらでも踏み台になろう。さあさあさあ、いつでもいいぞ」

　さっとクアイが身を屈めた。どうやら肩かた車ぐるましてくれるつもりらしい。だがなぜか危機感を覚えて、思わず躊躇した。コダートが冷たい視線をクアイに向ける。

「……ジャリス、俺とクアイ皇子で腕うでを組んで足場を作るから、そこに足を載のせろ。俺達で持ち上げてやる。危ないからシャルマとリンドに支えてもらえ」

「何を言っている。俺が肩車を……」

「肩車は絶対に駄だ目めだ。人数がいるんだから確実な方法がいいだろう。とにかく急ぐんだ。早くしてくれ」

　クアイは不満そうだが、渋々と膝を曲げて、その上で両手を組んだ。コダートも同じ姿勢をとる。シャルマとリンドの手に摑つかまったジャリスは、コダート達の両手に足を載せて立った。コダート達がかけ声とともに、ジャリスの足を載せた両手を肩かたまで持ち上げる。

「よしっ、届いたわ！」

　通気口の鉄枠に手を伸ばし、持っていた短刀の先で四方のねじを回す。両りよう腕うでを上げての作業は一苦労だったが、何とかねじを外し終え、音を立てないよう慎しん重ちように鉄枠を外してシャルマに渡わたした。伸び上がって通気口の中に顔を出すと、埃ほこりを思いっきり吸いこんでしまう。

（うっ……埃が凄すごいわね……。ああ、それに凄く狭いわ。これじゃコダート達は無理ね）

　ジャリスは通気口に手をかけたまま、下を見下ろした。

「そのまま持ち上げて！　通気口は狭いから男の人は無理よ。わたしが様子を見てくるわ」

「危険だぞ！　ジャリス」

　クアイの心配そうな声が聞こえた。それでもジャリスは首を振る。

「大だい丈じよう夫ぶ、様子を見てくるだけだから！　すぐに戻もどってくるわ。早く持ち上げて！」

「ジャリス、手を出せ。俺も行く」

　リンドが下から声をかけた。ジャリスはある事を思い出して、すぐに手を差しだす。リンドはその手を握にぎって、何事か呪じゆ文もんを唱えた。するとぽわんと煙けむりが上がって、手の平に親指ほど小さくなったリンドが載っていた。

「俺がジャリスと一いつ緒しよに行って、中の様子を見てくる。もし魔物がいたら、俺が乗り込んで扉の鍵を開ける。お前達は準備して扉の前にいろ」

　コダート達が頷いた。ジャリスがリンドを頭の上に載せると、せーのっというかけ声が聞こえて、身体が一気に持ち上げられる。頭をぶつけないよう注意しながら、上半身を折り曲げうつぶせに寝ねそべるようにして通気口の中に入りこんだ。

　やはり通気口は狭く、みじろぐだけでも大変だ。暗くら闇やみの中、ずるずるとよつんばいで前進しながら、操舵室の方へ進む。さほど距きよ離りはなかったが、ずいぶんと遠く感じた。

「ここが操舵室ね……」

　先程と同じ、四角い鉄枠を見付けて動きを止める。だが中からはどうやら開けられないらしい。小さくなったリンドが、ぴょんっとジャリスの頭から飛び降りて、扉に手をかざした。

「俺にまかせろ」

　声と同時に、暗闇になれてしまった目に眩まばゆい光が飛びこんでくる。リンドが放った光が鉄枠の真ん中にあたり、じゅわっと音がした。そしてそこがじゅうじゅうと音を立てて溶とけ始め、一筋の光が漏もれだした。

（あれは……！）

　リンドが作ってくれた小さな穴を覗のぞき込んだジャリスは、思わず内心で声を上げた。真下には大きな舵かじがあって、そのすぐ近くに縛しばられたラスミアがいた。彼女の正面には、黒い翼を持つ魔物が三人いる。魔物達はラスミアに背を向け、何事か話をしているようだった。

「いい加減に私を放しなさい！　あなた達は一体何が目的だというのですかっ」

　ラスミアの怒ど声せいに、魔物達が振ふり向いた。ジャリスは思わず頭を抱かかえそうになる。気の強さは十分判わかっているが、こんな時ぐらいは大人しくしていて欲しい。

「……静かにしたらどうだ。まったく強気な女王様だな」

　下げ卑びた笑いを浮うかべる魔物を、ラスミアは毅き然ぜんと睨みかえす。

「こんな事でアラバーナ大陸の結束は揺ゆるがないわ。あなた達の好きにはさせないわよ！」

　ラスミアが声を上げても魔物達は涼すずしい顔だ。余よ裕ゆうに満ちた態度で、彼女に近付いた。

「うるさいなぁ。そうだ、女王様。知ってるか？　王族の血は甘くてとろける程ほどうまいそうだ。あんたみたいな美人なら、余計うまいだろうな」

　くくっと笑った魔物にラスミアがびくりと身体を震わせたが、それでも視線を外さなかった。

「やってみるがいいわ。私に何かあれば、カトゥーナ国が……いいえ、ターラが許さないわよ。ターラは私の事を守ると約束してくれたのだから！」

　その言葉に、魔物達が一いつ瞬しゆん怯おびえたような顔を見せる。

「じ、冗じよう談だんさ。人間なんか食うわけないだろう」

　ふんっと鼻を鳴らした魔物が、すぐにラスミアに背を向けて仲間達と再び何か話し出した。

「ジャリス、俺があいつらを引きつける。その隙すきにお前は扉とびらの鍵を開けろ。できるか？」

　耳元でリンドが囁く。ジャリスは大きく頷いた。

「行くぞ！」

　リンドの両手から現れた炎ほのおの弾だん丸がんが、鉄枠に向かって放たれる。吹ふき飛んだ鉄枠が、そのまま操舵室の床ゆかにガランッと音を立てて落ちた。魔物達が慌あわてて身構える。

「な、何だ！　どうしたんだっ」

「いつまでもふざけた事はさせねぇぞ！　この間ま抜ぬけどもっ」

　リンドがばっと下にとびおりた。一いつ瞬しゆんでその姿がシャイ悪ターン魔に変わる。そして魔物達を睨にらみつけたまま、操舵室の奥に進んだ。魔物達が慌ててリンドに向き直る。

「てめぇら、見ねぇ面つらだな。どうせ下っ端ぱなんだろう。でも俺が誰だれだかくらい知ってるよな？」

　薄うす笑わらいを浮かべたリンドに気を取られ、魔物達がこちらに背を向けた。ジャリスは、真下にある大きな舵を見つめる。舵に足をかければ、何とか降りられそうだった。

「リ、リンド様……。い、いや、リンドだ。こいつはもうシャイターンじゃない！　オシリス様に魔力を封ふうじられているはずだ」

「ああ、でもお前達に負ける程弱っちゃいないぜ」

　魔物達の誰よりも大きなリンドの翼つばさが、ゆっくりと羽ばたいて操舵室に風を起こした。

　睨み合うリンドと魔物達の様子を窺うかがいながら、ジャリスは穴から下半身を降ろして、慎重に舵に足をかける。ラスミアが驚おどろいたように目を見開いたが、さすがに状じよう況きようを理解しているのか声は出さなかった。リンドが片手に集めた炎をぼんっと爆ばく発はつさせた。魔物達を威い嚇かくする為と、ジャリスが立てる物音を消す為だ。

「お前達、命が惜おしかったら、さっさと降参しろよ。そうしたら命は助けてやる」

　自信満々なリンドだが、おそらくはったりだろう。魔力の大半を封じられているリンドでは、数で勝まさる魔物達に勝つのは難しい。だからこそ、早くコダート達が操舵室に入れるよう扉を開けなければならない。

　ジャリスは舵にしがみついた。もう少しで床だ。そう思うとつい焦あせりが生まれた。床に足をつけた瞬しゆん間かん、うっかり体勢を崩くずしたのだ。何とか体勢を整えようとして出したもう一方の足が、ガタッと物音を立ててしまう。それに気づいたのか、魔物達がすぐに振り向いた。

「まだ仲間がいるぞっ。あの金きん髪ぱつ……あの女がジャリスだ！」

　叫さけびを背中で聞きながら、一目散に入り口の扉に駆かけ寄る。鉄のかんぬきを上げれば扉が開くはずだ。もう少しで手が届くという所で、背後から風がまきおこった。

　ジャリスのすぐ横を、風がびゅうっと吹き抜ぬける。金の髪かみが一ひと房ふさ床ゆかに落ちて、頰ほおにピリリッと痛みが走り、何かが流れた。思わず手をやると、指先が血で赤く染まった。

「ジャリスッ！……てめぇらっ、ゆるさねぇぞ。ジャリスに怪け我がさせたら、後で俺がどんなにいじめられると思ってるんだーっ」

　頰から血を流したジャリスを見て、リンドが怒声を上げた。その手にぼわっと炎が舞まい上がる。魔物達が一いつ斉せいにリンドに目を向けた。ジャリスはその隙を逃のがさなかった。

　扉に駆け寄って、がちゃんとかんぬきを上げる。その瞬間、扉がバンッと開いた。ぶつからないよう身を翻ひるがえしたジャリスの目に、なだれ込んできたコダート達の姿が映る。ジャリスは思わずほっとした。まだ状況が好転した訳ではないが、それでもみんなと合流できた事が嬉うれしかった。

「きさまらーっ、ジャリスの顔に傷をつけたな！」

　ジャリスの頰に気づいたのか、クアイが目を剝むいて叫び、魔物に剣けんを向ける。それは鈍にぶく光る真しん鍮ちゆうの剣だった。魔物達が一瞬で顔色を変える。

「ジャリス、ラスミア女王を連れて、操舵室から出ろっ」

　魔物達と間合いをとっていたコダートが叫ぶ。ジャリスはすぐにラスミアに駆け寄った。

「大丈夫ですか？　ラスミア女王！」

「ええ、私は大丈夫よ。早くこの縄なわを解ほどいてっ。縛られるなんて生まれて初めてだわ！　この屈くつ辱じよくは百万倍にして返してやる！」

　この状況でも気の強さを失わないのは、ある意味賞賛に値あたいする。ジャリスは呆あきれると同時に感心すらした。すぐに縄を解くと、ラスミアを立ち上がらせて扉へと急ぐ。

「そうはいかない！」

　声と同時に、バンッと音がして勝手に扉が閉まる。ジャリスは足を止めると振り返った。

「……お前達など、たかが人間と、魔力を封じられているシャイターンだ。俺達の敵ではない」

　魔物達がにんまりと笑った。ジャリスも腰こしの剣に手をかける。

「ジャリスとコダート様は殺すなと言われている。だが後の者はかまわん。八つ裂ざきにしろ！」

　中央に立つ魔物が吠ほえた。その手に風がまきおこる。それはシャイターンであるハジが使う魔法に酷こく似じしていた。

「死ねっ」

　風の刃やいばがクアイを襲おそった。隣となりにいたシャルマが、クアイの身体からだをどんっと押す。

「うっ……！」

　クアイを庇かばったシャルマが右みぎ肩かたを押さえた。赤い血が引き裂さかれた白い船服を汚よごしている。ジャリスが思わず声を上げようとした時、次の攻こう撃げきが間髪容いれず、シャルマを襲った。

「シャルマ！」

　ジャリスの叫びと同時に、今度はクアイがシャルマの身体を引き寄せた。そのまま二人でもつれるように転がる。何とか攻撃から逃れられたが、すぐにガゴッと音がして、何かがぶつかる音が聞こえた。慌てて顔を向けると、風の刃が操舵室の真ん中にあった舵にぶつかったらしい。根本から折れた舵が、ごろごろと床に転がっている。

「大だい丈じよう夫ぶ、シャルマ！」

　駆け寄ると、シャルマがクアイに手を借りて身体を起こしている所だった。

「ええ、平気です。それより、舵が……」

「今はそれどころではないだろう？」

　魔物が再び手に風を集め始めた。同じく風の魔法を操あやつっていたハジ程の威い力りよくはない。シャイターンのハジなら、操舵室ごと吹き飛ばしてしまうだろう。だが、ジャリス達にとっては十分な脅きよう威いだ。

「待ちなさいっ。私を縛った罰ばつは受けてもらうわよ！」

　声を上げたのはラスミアだった。ジャリスは慌てて背後のラスミアを振り返る。彼女は持っていた小さな手鏡を魔物達に突つきつけた。

「私には守ってくれる英えい雄ゆうがいるわっ。危なくなったら必ず助けてくれると約束したのよ！」

「なんだ、一体何をしようというんだ。人間風情ふぜいが」

　魔物達が苦く笑しようする。ジャリスも突とつ然ぜんのラスミアの言動に驚いていた。ラスミアは毅然としたまま、手鏡を高々と掲げ大きく息を吸いこんだ。

「絶体絶命よ！　今すぐ助けにきてーっ」

　ラスミアの声が操舵室に響ひびいた瞬間、ぴかりと手鏡が光を放ちゴゴォッと床が振しん動どうした。

「な、何なの？」

　立っていられなくて、思わず膝ひざをついた。手鏡から放たれている光は、操舵室の中央を照らしている。そこから突然ぽわんっと煙けむりが舞い上がり、男が一人現れた。

　つばの広い帽ぼう子しを被かぶり、一つに縛しばった黒くろ髪かみも茶色い船服を着た身体もずぶ濡ぬれで、きょとんとした表情のまま目を瞬またたかせている。片手を顔の辺りまで上げて、くいくいと動かしていた。

「あ、あれ？　俺今フィクルを呼んでたのに……っていうか、ここどこ？」

「タ、ターラ？」

　ジャリスは思わず声をかける。こちらに気づいたターラがはあ？　と首を傾かしげた。

「あれ、何でここにいるんだ？　ジャリス、お前は確か王族式典で船に乗っているはず……。ん？　ここって島じゃないよな？　周りを見る限り……もしかしてここは船？」

　あまりよく状況が理解できないようだ。だがそれはジャリスも同じだった。どうしてターラが突然現れたのだろう。ターラは魔物達に目を向けると、再び首を傾げた。
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「……んんっ、もしかして、何かすっごく面めん倒どうな状況なんじゃ？」

「ターラ！　やっぱり来てくれたのね！　見て、この手鏡を使ったの。あなたが昔私にくれたでしょう。危ない時はこの魔法の鏡を使えって。そうしたら助けにくるからって。でも使えるのは一回だけ。もし危ない状況でもないのに使ったら、死んじゃうかもって言ってたから、ずっと大事に持っていたのよ。ああ、会いたかったわ！　ターラ」

　ラスミアが抱だきつくと、ターラが目を丸くしたまま、よしよしと背中を撫なでた。

「うわ……。その鏡、マジで使えたんだ。こりゃびっくり。……えっと、それは確かもうずいぶん前に、俺の知り合いの魔物が作ってくれたんだよな。あいつ鏡に魔力を込めたから、移動の魔法が使えるのどうのこうのって言ってたけど、本当に役に立つなんて思わなかったぜ。ただのおもちゃだと思ってたから、ラスミアにやったのに」

（し、知り合いの魔物って……）

　よく判わからない説明に、ジャリスは思わずつっこみを入れたい気持ちになった。ターラが辺りを見回して、頭をかく。

「えっと、よくわかんないけど、とりあえずこいつら敵かな？　魔物だし」

　うんうんと頷うなずくと、ターラはラスミアの身体を背後に移動させた。

「タ、ターラ……。あのターラか？」

　魔物達の顔に焦りと怯おびえの色が見える。一歩後ろに下がった魔物達を見て、ターラは腕うで組ぐみして、ふふんと笑う。

「それじゃあ、とりあえず倒たおせばいいのかな？　じゃあお前ら外に出てろよ、邪じや魔まだから。あ、リンドは残れよ。手伝え」

　軽い口調に、リンドが嫌いやそうに顔を歪ゆがめて頷いた。

「しょうがねぇ。みんな外に出てろ。ここは俺とターラで十分だ」

「で、でも……」

　反論しようとしたジャリスを、リンドが素す早ばやく遮さえぎった。

「いいから！　さっさと行け。ウスタ王を捜さがすのが先だろう」

　ラスミアがはっとして、ジャリスに向き直る。

「そういえば、ウスタはエルガとかいう魔物に連れて行かれたの。動力室に行くって言ってたわ。あいつらきっとまだ何か企たくらんでいるのよ！」

　操そう舵だ室が船の頭脳なら、動力室は心臓だ。動力室に何かあれば船は死んでしまう。

「早く行け！」

　ターラに一いつ喝かつされ、慌あわてて操舵室の扉とびらに向かう。追いかけようとした魔物達を、ターラが両手を広げて遮った。

「さあ、ここからは大人の時間だ。いたずらしたらお仕置きしなきゃな。覚かく悟ごしろよ」

　扉を閉じる瞬しゆん間かん、聞いた事のないターラの酷こく薄はくな声が、ジャリスの耳に届いていた。




「ねえ、やっぱりどう考えたって変じゃない？」

　階段を駆かけ下り六階の船せん尾びにある動力室へ向かう途と中ちゆうで、ジャリスは思わず足を止めた。後ろからついてきていたコダートとクアイが、驚おどろいたように立ち止まる。

　怪け我がをしたシャルマはラスミアを連れて甲かん板ぱんに戻もどっていた。シャルマは平気だというが、出血がひどかった。青白い顔をした彼に無理をして欲しくなくて、医者であるナッシルがいる甲板に行くよう船長命令を出したのだ。

「ジャリス、何が変なんだ。急がないと……」

　目を瞬かせているコダートに、先さき程ほどからずっと疑問に思っていた事を口にした。

「さっき……どうしてターラはいきなり現れたのかしら？」

　コダートがはあっとため息をつく。今いま頃ごろ何を言い出すのかと表情が語っていた。

「ラスミア女王が言っていただろう。魔法の鏡で……」

「魔法の鏡なんて聞いた事ないわ。知り合いの魔物なんて言ってたけど、変でしょう。どうして知り合いの魔物が作った魔法の鏡でターラが現れるの？」

　その疑問に答えられるのは、きっとターラだけだろう。コダートとクアイが困ったように目を見あわせている。ジャリスは今度は違ちがう疑問を口にした。

「……それに一番おかしいのは、わたし達がターラ達を残して出て来てしまった事よ。だってリンドは魔法がうまく使えないのよ。ターラと二人で魔物を三人も相手に出来ないわ」

　あの状じよう況きようで、ターラなら何とかしてくれる、そう思って操舵室を飛び出した。しかしよくよく考えてみると、ちっとも事態が好転したわけではないのだ。クアイが肩かたを竦すくめる。

「ジャリス、操舵室は大丈夫だ。ターラがいるから心配ないさ。あいつはやる時はやる男だ。魔法の鏡の事だって、知りたければ後からターラに聞けばいい」

「だから、わたしもそうだけど、どうしてターラなら大丈夫なんてみんな思い込んでいるの？　彼はいきなり現れたから真しん鍮ちゆうの剣けんも持ってないのよ。それに後から聞けばいいなんて、ターラが魔物達を倒す事を前提にしての話でしょ。魔物を三人も相手にして、ターラ達が無事に生きて帰る保証なんてどこにもないわ。わたし達は、ターラが必ず魔物を倒してくれると信じてしまっている。もしコダートやクアイ皇子達があの場に残ったとしたら、わたしは心配で自分だけ出ていくなんてできなかったわ」

　ジャリスは振ふり返って、操舵室に続く階段を見上げる。

「どうしてわたし達、そんなにターラが強いと思ってしまったの？　いつからなの？　彼が戦う所を実際に見た事なんてないのに」

　そう、実はジャリスは今まで、ターラが戦う姿を見た事がない。それでもターラの強さを信じて疑わなかった。それはなぜだろうと考えて、魔物達がいつでもターラに一目おいているそぶりを見せていた事が原因だったかもしれないと気づく。

　よくよく思い返してみると、自分はターラの何を知っているのだろう。海かい賊ぞく同盟の初代盟主、バルク号の先代の船長。不老不死の呪のろいにかかっていて、長い間魔物達と戦い続けている。それ以外で知っている事なんてほとんどない。ふとウスタの言葉が頭をかすめた。

〝ターラは魔物と通じている〟

　もしそうなら戦うふりだけで、魔物達はターラを傷つけたりしない。便利な魔法の鏡だって、難なく手に入れられるだろう。ターラがいつでも強気でいられる理由が、もし魔物達と通じているせいだったとすれば……。

　ジャリスは慌ててその考えを振り払うように首を振った。絶対にそんなはずはないと言い切れる……はずだった。信じたい気持ちと疑う気持ちが混ざり合い、苦しくなって思わず唇くちびるを嚙かみしめる。その様子を見ていたコダートが、そっと囁ささやいた。

「ジャリス、今はウスタ王を助け出すのが先決だ。お前の疑問に思う気持ちも判る。でもお前はウスタ王に、ターラが魔物と通じているなんて言われて混乱しているんだ。じっくり冷静に考える必要があるが……うっ」

「きゃっ！」

　コダートのうめき声とジャリスの悲鳴はほぼ同時だった。がたがたがたっと音がして、立っていられないほど船が大きく揺ゆれた。

「な、なんだ、どうしたんだ？」

　クアイが慌てて壁かべ際ぎわに走り寄り、小さな明かり取りの窓を覗のぞく。六階は海面すれすれだが、何とか周りの様子が判るようだ。

「どういう事だっ。護ご衛えい艦かんが遠ざかっていく……いや、ダフム号が動いているんだ！」

　慌てて窓に駆け寄ると、クアイの言う通り護衛艦がみるみる遠ざかっていた。がらがらがらとかすかに聞こえてくるのは、きっと外輪が回っている音に違いない。

　護衛艦は慌てて帆ほを張り始めているが、帆はん船せんは出航の準備に時間がかかる。とても追いつけないだろう。

「動力室だわ！　魔物達が船を出航させたのよ！」

　そう口にして、すぐにはっとする。

「どうしよう。舵かじが壊こわれてるのに……！　このままじゃ針路がとれないわっ」

　叫さけんだジャリスは、慌ててコダート達と一いつ緒しよに動力室に向かって駆けだした。

　やっと動力室の近くまでやってきたジャリスは、そっと廊ろう下かの角から辺りを見回した。動力室の大きな両開きの扉は開いていて、その前に魔物が四人立っている。そして中では何人もの男達が炉ろに石炭をくべている様子が窺うかがえた。逆らうでもなく、淡たん々たんと作業する男達の姿に、ジャリスは違い和わ感かんを覚えた。

「……魔物に操あやつられているのかもしれないわ。早く止めなきゃ！」

　魔物達の脅きよう威いの一つに、人間を洗脳し操る術がある。ジャリスは、腰こしの剣に手を当てた。

「待て、ジャリス。一度甲板に戻って、残っている者達で態勢を立て直した方がいい。それに、船がどこに向かっているのか確かめるのが先だ」

　コダートに制止され、ジャリスは唇を嚙みしめる。魔物達は見えるだけで四人。動力室の中にはもっといるかもしれない。ジャリス達だけではとても太た刀ち打うちできないだろう。

　ジャリスは頷いて振り向くと、後ろ髪がみを引かれる思いで駆けだした。
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　ジャリスが甲板に戻った時には、ナッシル達海かい賊ぞく同盟の者達が数人と、船長のクララクを含ふくめた乗組員が数人残っているだけだった。招待客達と乗組員のほとんどが避ひ難なんしたようで、ほっと胸をなで下ろす。シャルマの手当てをしていたナッシルに駆け寄ろうとして、ジャリスは思わずあっと声を上げた。

「ターラ、リンド、どうして……？」

　二人の無事な姿は素す直なおに嬉うれしい。だがまだ時間はそんなに経たっていないはずだ。怪我一つないターラとリンドが、ジャリスに向かって手を振った。隣となりにいたラスミアも笑えみを見せている。

「ジャリス、動力室を見てきたか？」

　ターラが相変わらずの軽い調子で、こちらに近付いた。

「え、ええ。魔物達に占せん拠きよされてるわ。おそらくウスタ王も一緒よ。わたし達だけじゃ太刀打ちできないから、みんなを呼びに来たの……。ターラ、よく無事だったわね」

　目を丸くしているジャリスに、ターラが片目を瞑つぶる。

「リンドが頑がん張ばってくれたんだよ。あっという間に片づけてくれたぜ。俺はほとんど何もする事がなかった。いつもこうだといいのになぁ」

　上じよう機き嫌げんで鼻歌でも歌いだしそうなターラに、リンドが肩を竦めた。

「あいつら見かけ倒だおしだったんだ。戦ってみたら弱くてさ。あ、ターラ、これ一つ貸しな」

「判わかってるさぁ。……まあとりあえず、せっかく来た事だし、あいつら倒すのに協力するぜ。それにしてもお前ら、もうちょっと頑張ってくれよ。お前ら信用して王族式典を任せたんだぜ」

　シャルマの手当てを終えたナッシルが、ため息をつく。

「しょうがねぇだろ、親おや父じ。魔物達が起こした騒さわぎなんだから。それより、緋ひ石せきの指輪はどうなったんだ？」

「おお、よくぞ聞いてくれました！　じゃーん」

　ターラが懐ふところに手を入れて、ジャリス達の目の前にぱっと何かを出した。それは太陽に照らされて赤く光る指輪だ。ジャリスは思わず目を見開く。

「み、みつけたのっ？　どうやって……」

「オシリスが昔建てた宮殿の跡あと地ちに行ったんだ。今は無人島でさ。それで乗組員総出で宮殿跡を捜さがしたら、なーんと見付けちゃった！　俺って凄すごくねぇ？」

　ずいぶんと間を省略した説明だ。得意げなターラの言葉に、ふと何かが引っかかった。

「……宮殿跡なんて、よく知ってたわね」

　ターラがああ、と声を上げてリンドを指さした。

「リンドに聞いたんだよ。なぁ？」

「ああ、俺が教えたんだ。それより今ナッシル達と話してたんだけど、大変だぞ。ジャリス」

　リンドが目配せすると、途と端たんにナッシルの顔つきが真しん剣けんなものになる。

「今親父から聞いたんだが、舵が壊されたそうだな。魔物達が動力室を占拠したなら、船はこのまままっすぐ進む事になる。これを見ろ」

　あぐらをかいて、床ゆかに海図を広げたナッシルが、ムシャラワ国の北東を指ししめす。

「ここに島があるだろう。島といってもかなり大きいし人も住んでる。……この速さのまま、まっすぐ進むと……ダフム号はその島にぶつかる事になる」

　それが何を意味するのか想像して背筋がぞっとした。コダートが慌あわてて船の後部に目をやる。

「そんな……この船には動力があるんだぞ。島に突つっ込んだりしたら、動力室が爆ばく発はつするかもしれない。そんな事になったら大惨さん事じだ！」

　船せん尾びでは外輪ががたがたと音を立てて、水しぶきを上げながらぐるぐる回っている。石炭を燃料とし、風がなくても走り続ける蒸気船。便利ではあるが、帆船にはない弱点もある。

　ナッシルが厳しい表情で、海図をじっと見つめた。

「避難用の小こ舟ぶねはもうない。もしあったとしても、船が止まらない限り残った俺達が避難するのは難しいだろう。船を捨てて海に飛びこむって手もあるが、外輪が動いたままだと巻き込まれる可能性がある。そんな事になったら一巻の終わりだ。何とかして船を止めないと。島まではそんなに距きよ離りがないぞ」

　船が進む方角に、うっすらと島しま影かげが見え始めているのには、ジャリスも気づいていた。たとえ動力を止められたとしても、すぐに止まらないのが船だ。もう時間は残されていなかった。

　ターラが肩かたを竦すくめて、リンドに目で合図した。

「しょうがねぇ。俺とリンドで動力室に行って、何とか船を停止できないかやってみる」

　船長のクララクが針路にある島影に目を移し、しわが寄って日に焼けた顔に渋じゆう面めんを浮うかべた。

「ですが、動力はすぐには止まりません。現在船は全速力で走っている状態です。かなりの量の石炭を燃やして、蒸気機関を稼か働どうさせているのでしょう。たとえ動力を止められたとしても、間に合うかどうか……」

　クララクの話を聞いて小さく息を吐はいたターラが、珍めずらしく真剣な表情を浮かべた。

「でもやるしかねぇ。動力室を魔物達の手から取り戻もどさないと。とにかく俺は行く。だがそれじゃ確かに間に合わないかもしれねぇ。ジャリス、お前は何とかして船の速度を落とせ」

「落とせってどうやって？　こんな大きな船をどうやったら止められるって言うの？」

　思わず口にした疑問に、ターラは肩を竦める。

「俺だって判らねぇよ。こんなでかい船に乗るのなんか初めてだ。自分で考えろ、じゃあな」

　言い残して、ターラとリンドが船室に向かって走り出す。クララクと乗組員の数人が慌ててきびすを返した。

「私達も行きます、動力を止めるのは、素人しろうとには無理です！」

　心配そうなラスミアと一緒に彼らを見送ったジャリスは、船全体をぐるりと見回した。船の速度を落とす……どうやればいいのだろう。

「そうだ、まず、錨いかりを降ろしましょう。少しは速度が落ちるかも」

　はっと気づいて提案すると、ナッシルが顔を曇くもらせた。

「それはさっき俺も考えたんだが……。実は錨の鎖くさりがいつのまにかちぎられてるんだ」

　ナッシルが船首の一番先を指で示した。ダフム号の錨は、船首の右う舷げんと左舷に一つずつある。船首の甲かん板ぱんにある二つの穴から太い鎖が覗いていて、それは船の側面に固定されている錨に繫つながっていた。ジャリスの身体からだと変わらない太さの鎖がちぎれるなんて普ふ通つうはあり得ない。

「ちぎられている所には、熱か何かで焼き切ったみたいな跡あとがある。魔物達にしてやられた」

　ナッシルの言葉通り、そんな事ができるのは魔力を持つ魔物達だけだろう。コダートが甲板にいる十名ほどの海かい賊ぞく同盟の男達を見回した。

「だが、これだけ人数が残っているんだ。何とか鎖を修理できないか？」

　話を聞いていたのか、ナッシルの側そばに海賊同盟の男達が駆かけ寄った。まだまだ若い彼らは見習いを目指す者や、同盟の支部からかり出されてきた者達だ。その中でもジャリスと変わらない年とし頃ごろの青年が、座っているナッシルの前で跪ひざまずいた。

「やってみましょう、ナッシル様。あの太い鎖は持ち上げるだけでも大変ですが、俺達だって海の男です。船が暴走するのを黙だまって見ているだけしかできないなんて、屈くつ辱じよくでしかありません！」

　ナッシルが青年の目を見つめた。そして肩を竦めるとすっと立ち上がる。

「……こんな時、リクがいてくれればなぁ。まあしょうがないか」

　怪かい力りき少年のリクは、ダフム号には乗っていなかった。きっと小舟で人々を避難させている時に、ダフム号が動き出したのだろう。ナッシルが大きく伸のびをして、集まった男達を見回した。

「よし、じゃあいっちょやるか！　指揮は俺が執とる。全員ついてこい！」

　ナッシルが片目を瞑ると、全員がはいっと声を揃そろえて返事した。

「頼たのんだわ、ナッシル。わたしは別の手を考えてみる！」

　ジャリスの言葉に頷うなずいたナッシルが、腰にぶら下げていた水差しを差しだした。ぽわんと煙けむりが舞まい上がり、しょぼんとしたアブウが現れる。

「これは返しとくぜ。まったく、お前達に連れん絡らくしようと思っても、アブウのやつ水鏡が使えないって泣くんだ。こんな時役に立てなくてどうする」

　ナッシルに怒おこられて、アブウが目に涙なみだを一いつ杯ぱい浮うかべて口を尖とがらせた。

「だってぇ、多分魔物達が何か妨ぼう害がいしているんですよぅ。アブウはこれでも一いつ生しよう懸けん命めい……」

「もういいよ。いつもの事だから。さ、ラスミア女王。あなたは俺と一いつ緒しよに来て下さい。……じゃあな、ジャリス。後は頼んだぞ！」

　ナッシルがラスミアの手を引いて、男達と一緒に船首に向かう。ジャリスは水差しを腰こしに戻して、もう一度船をぐるりと見回した。

「錨を降ろすだけじゃ、間に合わないかもしれないわ。何か他ほかに手はないかしら」

　考えこんでいると、コダートがはっとして顔を上げた。

「……かなり無む謀ぼうだが、一つ手がないわけじゃないぞ」

　慌てて見上げると、コダートが口元に手を当てて、甲板を見つめている。

「どんな手なの？」

「ジャリス、お前も判っていると思うが、船は大きければ大きいほど、横波に弱くて転てん覆ぷくしやすい。船が軽いと更さらに危険が増すから、重心を安定させる為ためにわざと重りを積むだろう」

　それはよく知っていた。船で最も大事なのは、復ふく原げん力りよくだ。復原力とは、強い波などでゆれる船が、元の体勢に戻ろうとする力の事をいう。

　復原力が弱い船は、強い波に耐たえきれなくて転覆してしまう。復原力を高める為には、船の底に重りを積んで、重心を下に保たなければならない。

「ええ、バルク号にも船底に砂じや利りを入れた樽たるを積んでいるわ。その方が船が安定するから……」

　答えたジャリスはすぐに目を見開いた。コダートが何を言いたいのか悟さとったからだ。

「軽い船は速度が出る代わりに、重心が安定しなくて転覆しやすい。でも重い船は重心が安定する代わりに、速度が落ちる！」

　船に乗る者なら誰だれでも知っている基本的な事だった。コダートが大きく頷く。

「そうだ、このダフム号も、バルク号のように船底に砂利や鉄を積んで重心を下げる事ができるようになっている。だが今回は乗客が多くて、船の重量を少なくする為に船底は空にしてあるんだ。そこでだ、ジャリス……船底を爆ばく破はしよう」

　コダートが口にした作戦に、ジャリスは驚おどろきすぎて言葉を失った。

「そんな事をすれば海水が入りこみますよ。船を沈しずめる気ですか？」

　シャルマが眉まゆ根ねを寄せた。だがコダートは自信満々に首を振ふる。

「いいや、海水を入れる為にわざと爆破するのさ。空の船底一いつ杯ぱいに海水が入れば、相当な重りになる。ダフム号の船底は鉄製だし、いくつか防水壁へきもある。船底が何かにぶつかって穴が空いた時は、防水壁を閉めれば浸しん水すいを防げるようになっているんだ。それに最悪沈ちん没ぼつしたってかまわない。こんなに大きな船が完全に沈むまでには、相当な時間がかかるだろう。同盟の護ご衛えい艦かんが追いかけて来ているはずだから、沈没させてでもダフム号の動きを止められれば、助けが来るまでの時間が稼かせげる」

「で、でもどうやって爆破するの？　だって船には護衛達の持つ剣けん以外は、武器の持ち込みは禁止でしょ。火薬なんてどうやって用意するの？」

　疑問を口にすると、コダートがふっと微笑ほほえんだ。

「調印式の後、船上で花火を揚あげる予定だったんだ。職人達が乗船して準備していたはずだ。その火薬を使おう。俺に任せておけ、武器や火薬の扱あつかいなら慣れてる。それでマハル王国で一番の商人と呼ばれるようになったんだからな」

　コダートが武器を扱って商売していた事は知っている。確かに無謀だと思える作戦だが、もう手段は選んでいられない。ジャリスは大きく頷いた。

「判わかったわ、やりましょう！　もし島にぶつかって船が爆ばく発はつしたら、全員の命がないんだもの。それにターラ達が動力を止めてくれれば、船が沈没してもわたし達は海に飛びこめば助かる」

　乗組員達が頷いたが、さっきまで自信満々だったコダートの顔色が急に冴さえなくなる。なぜなのかすぐに気づいたジャリスは、ぽんっとコダートの背を叩たたいた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、コダート。泳げなくたって、わたしが助けてあげる！」

　いつも彼には助けてもらってばかりだ。たまには自分が彼の助けになりたかった。だがなぜかクアイがにんまりと笑う。

「何だ、コダート。お前泳げないのか？　そうか、そうか。でも心配するな。俺様が助けてやろう。俺は泳ぐのがすっごく得意だ。タバラン国のトビウオと呼ばれているからな。泳げないなんて、海賊を目指すジャリスの婚こん約やく者とは思えないなぁ～。はははははははははは」

　何を浮うかれているのか、クアイが胸を反らして高笑いした。コダートが悔くやしそうにクアイを睨にらみつける。シャルマがふうっとため息をついた。

「クアイ皇子、その馬ば鹿か笑わらいを止やめてください。今はそんな場合じゃありません」

　冷たい一言に、クアイがぐっと言葉に詰つまる。苦く笑しようしたジャリスは、気を取り直して船せん尾びを見つめた。

「ねぇ、あの外輪が動いているから船が進むのよね。動力室には魔物が何人もいたわ。ターラ達が動力を止められなかった場合に備えて、あの外輪を壊こわせないかしら」

　外輪さえ壊せれば、海に飛びこんで逃にげる事も可能になる。だがコダートが難色を示した。

「……それは最終手段だな。爆薬を仕し掛かければ壊せない事はないが、外輪は動力室と繫がっている。外輪が爆発したら、それこそ船が炎えん上じようするぞ。全員避ひ難なんしてからじゃないと……」

　がらがらと音を立てて回る外輪に、ジャリスはある事を思いつく。

「太い綱つなを外輪に絡からませたらどう？　それで少しでも動きを止められるんじゃない。一本じゃ無理でも、何本も絡めたらどうかしら」

　口にしてはみたものの、難しいのは判っていた。外輪は、船尾の甲板から見下ろす位置についている。甲板から斜ななめに鉄製の細い板を渡わたしてあるが、船が動いている状態で、太い綱を担かついでそこを渡るのは至難の業わざだ。たとえうまく渡れたとしても、綱を動いている外輪に絡めるのはかなりの危険を伴ともなう。もし落ちれば確実に外輪に巻き込まれて、命はないだろう。

「無理だな、空でも飛べれば別だが……」

　コダートが呟つぶやくと、アブウが嬉き々きとした表情を浮かべて、ぴょんと宙に浮いた。

「アブウなら空を飛べますよぅ。アブウがお役に立ちますぅぅぅ」

　ぐんっと胸を反らしたアブウに、思わず目を瞬またたかせる。いつもなら危険な作業なんて頼んでも嫌いやがるのに、今はやる気満々のようだ。

「で、できるの？　アブウ」

「はいぃぃぃ。船を止められたら、ご主人様は喜んでくださいますよねぇぇ」

　アブウのきらきらした瞳ひとみに、戸と惑まどいつつも大きく頷いた。

「ええ、もし成功したらみんなが助かるわ。でも本当に大丈夫？　そうだ、シャルマ、クアイ皇子、アブウと一緒に……」

「平気ですよぅ。ご主人様。だって外輪に綱を絡めるだけでしょう？　アブウ一人で全然大丈夫ですぅ。だって空を飛べるアブウにしか出来ない役目ですからぁ」

　るんるんと浮かれているアブウが、どうにも心配でならない。だがコダートがそっと囁ささやいた。

「ジャリス、外輪はアブウに任せて、まずはみんなで船底に行こう。防水壁を閉めるのに、人手がいる。火薬だって用意しなきゃならないし。終わったらアブウを手伝えばいいから」

　仕方なくジャリスは頷いた。それでも何だか胸むな騒さわぎがして、アブウに声をかける。

「気をつけてね。アブウ」

「はいぃぃぃ。お任せ下さい、ご主人様！」

　元気いっぱい返事したアブウがにっこりと微笑んだ。そのままふわふわと浮きながら船尾に向かう。ジャリスはそのまま、コダート達と一緒に船室に続く扉とびらに向かった。だが不安と心配が入り交じった気持ちを、とうとう拭ぬぐい去る事ができなかった。
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　火薬を取りに行ったシャルマ達と別れ、ジャリスはコダートと二人、ランプを片手に暗い階段を下りていた。辿たどり着いた船底は、鉄の壁かべに覆おおわれた走り回れるほど広い空間だ。だが天てん井じようは低くコダートの頭すれすれだった。ひんやりとした暗い船底は、どこまで続いているのか判らなくて、何だか恐おそろしささえ覚える。

「ジャリス、明かりをくれ」

　コダートが持っていた船の見取り図を広げた。ジャリスがランプで照らすと、コダートが船底の一番端はし、船首の部分にあたる位置を指で示す。

「今いるのはこの辺りだ。船底は大きく四つの区画に分けられている。もし船底が何かにぶつかって浸水したら、区画ごとに防水壁を閉じて他ほかの場所が浸水するのを防げるようになっているんだ。船首側から第一、第二、第三、第四防水壁となっている。船の中央に爆薬を仕掛けて、第二、第三防水壁を閉じよう」

　見取り図で確かめると、その二つの防水壁を閉じれば、ダフム号の船底の約半分に海水が入りこむ事になる。

「船底を海水で一杯にするんじゃないの？」

　船首側の端にある第一防水壁、船尾の端にある第四防水壁を閉めれば、船底はほぼ完全に海水で満ちる。ジャリスが問いかけると、コダートが首を振った。

「いや、やっぱり沈没するのはできたら避さけたい。俺達だけならともかく王族達もいるからな。防水壁が完全に機能しなかった場合を考えて、第二、第三防水壁を閉じよう。もし浸水が広がるようなら、第一、第四防水壁へきを閉じる。そうすれば上の階まで水が上がってくる事はないはずだ。さ、シャルマ達が来るまでに、第二防水壁を閉じておこう。こっちだ」

　コダートがジャリスを促うながして、船尾の方に歩き始める。かつかつと靴くつの音が辺りに反はん響きようした。ランプで辺りを照らしながらしばらく歩いていると、コダートが足を止める。そして壁かべ際ぎわに取り付けられている、ジャリスの身長程ほどある鉄の輪を指さした。

「あの輪を回せば第二防水壁が降りるはずだ。まずはあれを回そう」

　コダートと一いつ緒しよに輪に手をかけたジャリスは、ぐっと力を込めた。ゆっくりと輪が回り出すと同時に、頭上からがらがらがらと音が聞こえてくる。天井の割れ目から現れた鉄の巨きよ大だいな扉がゆっくりと降りてきた。完全に下まで降りた事を確かく認にんして、ジャリスはほっとする。

　広い空間をさえぎるようにそびえている鉄の扉は、厚さもかなりある。これならば水の威い力りよくを防いでくれそうだ。

「輪を回すだけでこんなに大きな扉が閉まるなんて、一体どんな仕組みなのかしら？」

「ウスタ王は、最さい先せん端たん技術を取り入れる為ために、わざわざ異国から技術者を呼び寄せたらしい。ダフム号はまさに夢の船さ。まあこうなってしまったら悪夢にしか思えないがな」

　コダートの呟きが心に重くのしかかる。暴走した船を人の力で止める事なんて、本当にできるのだろうか。だがすぐにそんな暗い考えを振ふり払はらう。

「早く第三防水壁に行きましょう。人が造った船だもの。人の力で止められないはずないわ！」

　頷うなずいたコダートに先導されて船尾へ向かう。息が乱れてきた頃ころ、やっと同じような鉄の輪が壁に取り付けられているのを見付けた。ジャリスが気を引き締しめて、それに近づいた時だった。

「ジャリス！　お待たせしました」

　声が響ひびいて、船尾の方角から大きな布ぬの袋ぶくろを抱かかえたシャルマとクアイが、走り寄ってきた。

「どうだった？」

　コダートが問いかけると、シャルマは会心の笑えみを浮かべた。

「ええ、ありましたよ。見てください」

　布袋を広げると、きな臭くささが辺りに漂ただよう。袋ふくろ一いつ杯ぱいに詰まった黒い砂のような物は火薬だった。

「教えてもらった手順で花火玉を壊して、中の火薬を取り出しました。予備の火薬もあったので、それも失敬してきましたよ。これで足りますか？」

　シャルマから布袋を受け取ったコダートが大きく頷く。

「これだけあれば大丈夫だろう。ジャリス、俺が火薬を仕掛けてくるから、お前達はここに残っていろ。さっきの要領で防水壁を半分閉めておくんだ。俺が戻もどったら、すぐに完全に閉じられるよう準備しておいてくれ」

「お前だけにいい恰かつ好こうさせられるかっ。俺も行く！」

　かっと目を剝むいたクアイが、コダートから布袋を奪うばってさっさと船底の中央に向かう。シャルマが驚おどろいた様子で声をかけた。

「待ってください。私が……」

「怪け我が人はそこにいろっ。いいか！　これでさっきの借りを返すからなっ」

　首を傾かしげたジャリスは、思わずあっと声を上げた。きっと操そう舵だ室で魔物ジン達の攻こう撃げきからシャルマがクアイを庇かばった事だろう。止めようとするシャルマを振り切って、クアイはコダートと二人暗くら闇やみの中に走っていってしまう。シャルマが呆あきれたように呟いた。

「また律りち儀ぎな事を……。あの人は王族の自覚がないんでしょうか」

「でも、クアイ皇子はこんな時頼たよりになるわ。ここは二人に任せましょう。シャルマ、怪我している所悪いけど、手伝って。防水壁を閉じないと」

　ジャリスが鉄の輪に手をかけると、シャルマがそれに倣ならった。

（絶対に、絶対にみんなを救ってみせるわっ）

　このまま魔物達の思おも惑わく通りに事を進ませはしない。ジャリスは気持ちを奮い立たせて、鉄の輪を握にぎった手に力を込めていた。
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「ターラ、さっきのアレなんだよ？」

　動力室に向かって走っていたターラの隣となりで、リンドがそっと囁いた。顔には呆れたような怒おこっているような不思議な表情を浮うかべている。背後をついてくるクララク達に聞こえないように、ターラも声を潜ひそめた。

「何だよ、アレって」

「あの女王様が持ってた手鏡だよ。知り合いの魔物が作ったなんて本当の話なのか？　それにあれって移動の魔力を込めた魔道具だろ。あんなもの他人に渡わたすなよな」

　魔道具とは魔物達が魔力を込めて作る道具だ。石に魔力を込めて投げれば爆ばく発はつさせる事もできるし、呼びかけるだけで人を移動させたりもできる。

　だが作るには、相当強い魔力が必要だった。

「ああ、あれは本当に知り合いの魔物が作ったんだ。あの手鏡に念じれば、呼びかけた相手を目の前に連れてこられる力があるってさ。でも作ったそいつも本当に効果があるかビミョーって言ってたから、あんまりあてにしてなかったんだ。ラスミアがまだ子供だった頃、危なくなったら守ってね、とか言うから可愛かわいくてついやっちまったんだよ。これは魔法の鏡だから、危ない目にあったらこれで呼べってさ。本当に呼びだされるとは思ってなかったけど」

　つい今までフィクルと話していたはずなのに急に姉のラスミアが現れて、久しぶりに度ど肝ぎもを抜ぬかれた、というのが正直な感想だ。

　軽い口調で答えたせいか、リンドがため息をつく。

「前から思っていた事が二つある。一つ、お前は可愛い女の子に弱い。弱すぎる。サウルナ国のあの皇女様もまだすんごい小さかっただろ。この幼児趣しゆ味みめ、その内捕つかまるぞ。それともう一つ、お前昔はそんなに軽い性格じゃなかったよな？　いつから変わったんだ？」

　幼児趣味とは聞こえが悪い。ターラは思わずむっとする。確かに女性は大好きだ。特に小さな女の子は、どうしても守ってやりたい衝しよう動どうに駆かられる。それがなぜなのかはターラ自身もよく判わかっていた。ふとターラの耳に、聞こえるはずのない歌声が届いた。荒あれた気持ちを落ち着かせ、安らぎを与あたえてくれる少女の歌声だ。いつまでも耳を傾かたむけていたかったが、今はそんな場合ではない。気を取り直すと、ふふんと笑みを浮かべた。

「人間ってのはな、変わるもんなんだぜ。リンド」

　ターラの答えに、今度はリンドがむっとしたようだ。

「お前なぁ……」

「しっ、止まれ」

　唇くちびるに人差し指を当てると、リンドがすぐに動きを止めた。クララク達も何事かと足を止め息を潜める。そっと廊ろう下かの曲がり角から動力室を窺うかがうと、魔物達が四人見張りに立っていた。

　動力室で石炭が燃えている証しよう拠こに、かっとするような熱さが顔をなぶる。

「さあ、動力室を取り戻すぞ！　俺達が様子を見てくるから、お前達はここで待機していろ」

　指示すると、全員が頷いた。ターラはリンドと二人、動力室の扉とびらに向かって駆けだした。
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　船せん尾びにたどり着いたアブウは、ふわふわと浮きながら、煙えん突とつの周りをぐるぐると回っていた。太い綱つなを船尾にある煙突に巻き付けているのだ。

「えっとー、この煙突と帆ほ柱ばしらに固定した綱を巻き付ければ、きっと外輪も止まりますよねぇ」

　船の甲かん板ぱんには綱が腐くさる程ある。道具には事欠かなかった。まずは二本の綱を煙突と帆柱にそれぞれ固定し外輪に絡からませる、それでも止まらない場合は綱を増やす。それがアブウの作戦だ。

「順調順調。成功したら、ご主人様はアブウの事を見直してくれますよねっ。うふふふふふふ」

　やる気だけは満々にあったのに、結局この騒さわぎの中でもちっとも役に立てなかった。それでもルーレルに言われた一言が、臆おく病びようなアブウを勇気づけて頑がん張ばらせていた。

「アブウだって、アブウだって、一いつ生しよう懸けん命めいやれば、ご主人様はきっと喜んでくれるはずっ。ご主人様の笑顔は～アブウの幸せ～」

　節をつけて明るく歌う。本当は一人でこんな事をするのが怖こわくて仕方ない。やっぱり誰だれかについてきてもらえば……そんな気持ちはもちろんある。心の中の不安をなるべく小さくしたくて、自分を鼓こ舞ぶする為に歌うのだ。

　よいしょっと綱を抱え直して、がらがらと凄すごい勢いで回る外輪にふわふわと近付いた。巻き込まれたら一巻の終わりだ。いくらすぐに傷を治せるとはいえ、ばらばらになってしまったら元通りに治る保証はない。

「えっと、えっとー、まずは綱の端はしを巻き付けましょう！　えいっ」

　浮いたまま外輪のすぐ上まで来ると、そのまま綱を投げ入れる。回転する外輪にぴゅるぴゅるっと吸いこまれた綱が、すぐにぴんっと張った。だが外輪の力は思っていたより強かった。綱が固定されている帆柱が、みしみしと悲鳴を上げたのだ。

「あああっ早く早くぅ、今のうちに……！」

　それでも外輪の動きをやや鈍にぶらせる事には成功した。もっと綱を絡ませれば止められるかもしれない。アブウは甲板に戻って、先さき程ほど煙突に巻き付けたもう一本の綱を手にした。

「そこまでだ。やはり外輪を壊こわす事を思いついたようだな。エルガ様の仰おつしやる通りだ」

　突とつ然ぜん聞こえた声に、びくんと身体からだが震ふるえた。恐おそる恐る声のした方を見ると、黒い翼つばさを持つ魔物がにんまりと笑いながら、宙に浮かんでいる。アブウはひぃぃぃぃと悲鳴を上げた。

「お前は人間じゃないようだな。その綱を放してさっさと消え失うせろ。魔物同士のよしみで命は助けてやる。だが邪じや魔まするなら、容よう赦しやはしないぞ」

　恐ろしさのあまり、慌あわててきびすを返そうとした。逃にげる準備はいつでも万ばん端たんだ。弱い魔力しか持っていないアブウは、いつでもそうやって生き延びてきた。持っていた綱を慌てて放そうとしたが、すぐにはっとする。頭にジャリスの笑顔が浮かんだ。

「さっさとその綱を放せ」

　魔物同士は相手がどれだけの強さを持っているのか、肌はだで感じる事ができる。相手の魔物は明らかに自分より格上だ。それでもアブウは、目に一いつ杯ぱい涙なみだをためて首を振ふった。

「い、いやですぅーっ。アブウはご主人様のお役に立つんですからっ」

　自分でも信じられないぐらいの素す早ばやい動きで、外輪の近くまで飛んでさっと綱を投げ入れる。綱はがらがらと回る外輪に一気に巻き付き、がたんっと大きな音がして、船が大きく揺ゆれた。

　二本の綱が絡まった外輪が、完全に動きを止めたのだ。

「よしっ、アブウはえらいぃぃぃぃぃ」

　思わずほっとして声を上げると、魔物がばさりと翼をはためかせた。

「貴様っ！　いい度胸だな！」

　逃げ出したい気持ちを必死で堪こらえて身構える。走り始めた船はそう簡単には止まらない。それぐらいはアブウも知っている。外輪を止めたとしても、綱を切られてしまえば終わりだ。

　綱を死守する事が、ご主人様の笑え顔がおを守る事、それを自分に言い聞かせていた。
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「怪我……大だい丈じよう夫ぶ？　シャルマ」

　コダート達が火薬を仕し掛かけるのを待っていたジャリスは、シャルマの船服についた血のしみを見つめて思わず呟つぶやく。手当ては終わっているが時折痛みに顔を顰しかめているのは知っていた。

「ええ、かすり傷です。すぐに治りますよ。それより、あなたは大丈夫ですか？」

　心配そうな視線が自分の頰ほおを見つめていた。そういえば、先程魔物達の攻撃で頰を切っていた。頰に手を当てると、血が乾かわいてかさぶたになっている。

「わたしは平気よ。痛くもないし。シャルマの怪我に比べたら……」

　シャルマの温かな右手が、そっとジャリスの頰に触ふれた。

「すいません。私がついていながら、あなたに怪我を……」

　シャルマの瞳ひとみがそっと揺れて、悔くやしそうな悲しそうな色を浮うかべている。ずっと一いつ緒しよに旅してきたのだ。いつも無表情に見える彼の、ちょっとした変化にも気づけるようになった。

「何で謝るの。シャルマのせいじゃないわ。それに心配しないで。いつまでも守ってもらうばかりじゃ情けないもの。こんな怪け我がくらい何ともないわ」

　安心させたくて笑みを浮かべた。だが彼がふと寂さびしそうに微笑ほほえんだのに気づく。

「……強くなりましたね。ジャリス。いい事です。いい事なんですが……」

　そっと囁ささやいた声は抑よく揚ようがなくて、どういう意味で口にした言葉なのか判らなかった。

　不思議に思って見つめると、シャルマはゆっくりと微笑んだ。今度はいつもジャリスに見せる優やさしい笑みで。

「ジャリスッ。準備できたぞ！」

　そこへクアイの声が聞こえた。慌てて半分ほど閉じた防水壁へきに目を向けると、身を屈かがめてそこを潜くぐったクアイが姿を見せた。

「コダートはどうしたの！」

　息を乱しているクアイに、慌てて問いかける。クアイが防水壁の向こうをあごで示した。

「火薬に火をつけたらすぐにくる。あいつ一体どんな商売してたんだ。火薬と一緒に紙やら麻あさ糸いとを用意してくれと言われていたから探しておいたんだが、それで導火線を作りやがった。あんな寄せ集めの材料でそんな物を作るなんて、タバラン国の軍人だってそうそうできないぞ」

　呆あきれたような感心したような微び妙みような表情をしていたクアイが、防水壁の向こうを覗のぞき込んだ。

　身を屈めてそちらに目を向けると、暗くら闇やみの中から白い船服を着たコダートが走ってくるのが見えた。

「早くしろっ。コダート！」

　クアイが叫さけぶと同時に、コダートが防水壁の隙すき間まを滑すべり込むように飛び出してくる。ジャリスは慌てて扉を閉じようと鉄の輪に手をかけた。だがコダートががばっと起きあがり、ジャリスの身体を抱かかえ込むようにして、床ゆかに押し倒たおす。

「もう遅おそいっ。みんな伏ふせろ！」




　ドォーンッ！




　地じ響ひびきとともに、船が大きく揺れた。コダートの身体がしっかりとジャリスを守るように覆おおい被かぶさっている。ばらばらばらと天てん井じようから小石が落ちてきて、ジャリスは思わず身を縮こまらせた。どれだけそうしていただろう。揺れが落ち着き始めたと同時に、コダートがすぐさま立ち上がる。

「防水壁を閉じるぞ！　早くしないと浸しん水すいする！」

　ジャリスが立ち上がった時には、コダート達がまさに防水壁を閉じようとしていた。かいま見えた防水壁の向こうでは、ひび割れた床から水しぶきが上がっている。

「かなり大きな穴が空いたみたいだ。これで船体も重くなるはずだ。速度も落ちるだろう」

　コダートが完全に扉とびらが閉じた事を確かく認にんして、ふうっと息をついた。

「コ、コダート！　大変よっ」

　ジャリスは思わず声を上げた。指さしたのは、完全に閉じたはずの防水壁だ。見た目には隙間のない床から、少しずつ水が漏もれだしていた。コダートが眉まゆ根ねを寄せる。

「多少の水漏れは仕方ない。だが念の為ため、船首の第一防水壁と、船せん尾びの第四防水壁も閉めよう。そこまでやれば、上の階まで水が入る事はないだろう」

　それを聞いたクアイが、真しん剣けんな表情で頷うなずいた。

「じゃあお前達は、船尾の第四防水壁を閉めろ。そしてそのまま甲かん板ぱんに戻もどれ。ナッシル達を手伝うといい。第一防水壁は俺が閉めよう。船首に行くのは時間がかかるからな。二手に分かれた方がいい」

　船底に繫つながる階段は、船首と船尾に一つずつしかない。船底が海水で埋うまってしまった為、船首に行くには一度船尾の階段を上がって六階に行き回り込まなければならなかった。かなり時間がかかってしまうのは確かだが、ジャリスは内心で驚おどろいていた。いつもジャリスの側そばから離はなれないクアイが、こんな事を言い出すなんて珍めずらしい。コダートも戸と惑まどうような視線を向ける。

「一人じゃ危険だぞ。クアイ皇子」

「大丈夫だ、俺を誰だと思っている。シャルマは怪我しているし、一人にはできない。それに悔しいがコダート、お前はこの船に俺より詳くわしい。さっさと甲板に戻ってこの船を完全に止めろ。そして……美しいジャリス、君を救う為なら俺は命をかけよう。次に会う時には、君の口から礼を言ってもらえると嬉うれしいな」

　クアイがジャリスの片手を取り、素早く口付けた。コダート達が一いつ瞬しゆんで顔色を変える。だが危険な事を引きうけてくれたクアイに、ジャリスは胸が熱くなる。いつになくクアイが頼たのもしく見えて、思わずどきりとした。

「あ、ありがとう、クアイ皇子。でも危険な時はすぐに逃げてくださいね」

「ああ、君に心配してもらうなんて、この喜びは……」




　パリンッ！




　クアイの長々とした気き障ざな台詞せりふが始まろうとした時、何かが割れる音が聞こえた。慌てて目をやると、音の正体は腰こしにぶら下げていたアブウの水差しだ。水差しの口の辺りがまっぷたつに折れている。ジャリスは落ちた水差しのかけらを慌てて拾い上げた。

「ど、どういう事っ、どうして水差しが……！」

　嫌いやな予感がした。水差しはアブウの本体だ。今までどんなに乱暴に扱あつかわれても、ひび一つ入った事はない。まさか……とジャリスは呟く。

「アブウ……！」

　すぐさまきびすを返した。甲板にいるアブウに何かあったのかもしれない。そう思うと、心に不安という名の黒いもやが広がる。どんどん広がるもやが、全身を支配するのにはそう時間がかからなかった。

（何があったのっ。無事でいて……！　アブウッ）

　ジャリスは必死で不安な心と戦いながら、一目散に甲板を目指していた。




　第四防水壁をコダート達に任せて、ジャリスは一人で二等甲板を目指していた。アブウの事が心配でいてもたってもいられなかったのだ。

　船尾側の二等甲板に出ると、船の速度がずいぶんと落ちているのに気づく。もう漂ただよっている状態に近いだろう。だが、波に導かれてゆっくりとではあるが、船はまだ前に進んでいた。針路に目をやると、はっきりと島が見えてきている。もうそれほど距きよ離りはなかった。外輪の方に目を向けたが、太い煙突が邪魔して詳くわしい様子が判らなかった。ジャリスはすぐさま駆けだして、煙突を回り込んで外輪の方へと向かう。心の不安はどんどん広がっていく。アブウの顔が頭に浮かんでいた。

「いやぁぁぁぁ」

　耳に飛びこんできたのはアブウの叫び声だ。見上げると、帆ほ柱ばしらと煙えん突とつから伸のびる綱つなが二本、ぴんと張った状態で外輪に繫がっていた。そのせいか外輪は完全に動きを止めている。

　張った綱のすぐ近くで、アブウと魔物が空中に浮かんだまま、もみあっていた。

「アブウッ」

　魔物がアブウの髪かみを摑つかみ、頰を殴なぐりつけて振ふり払はらう。そのまま甲板に落ちたアブウに、すぐさま駆かけ寄った。

「き、来ちゃ駄だ目め……。ご主人様……」

　こんなに弱々しいアブウの声なんて聞いた事がなかった。むきだしの腕うでや胸、顔にも至る所に切り傷がある。そこから赤い血が流れて、アブウの裾すそが広がった下衣を汚よごしていた。

「また邪じや魔ま者かっ。面めん倒どうな奴やつらだな！　いくら痛めつけても、そいつは邪魔ばかりするし」

　宙に浮かんだまま、魔物が息を乱しつつ忌いま々いましそうに声を上げた。

　ジャリスは魔物の動きを警けい戒かいしつつ、アブウの身体からだを抱だき起こした。息も絶え絶えなアブウが、それでも銀色の目をぎらりと光らせ上空へと向ける。初めて見る怒いかりの表情だ。

「ご主人様には指一本触ふれさせませんっ」

　ジャリスの手を振り払って、アブウがゆらりと立ち上がる。銀色の長い髪は右側がばっさり切られていた。この台詞は何度も聞いた事があるが、いつも口だけで実行された事はない。だが今のアブウは違ちがっていた。ジャリスを背に庇かばうようにして、頭上の魔物を睨にらみつけている。

「アブウは、アブウは、ご主人様に笑ってもらうんですぅぅぅ。アブウが役に立つと知ってもらうんですからぁぁぁ！」

　叫んだアブウが両手を掲かかげる。魔物がぐっと身構えた。

「アブウ、ひっさつーっ、水大たい砲ほう！」

　呪じゆ文もんと同時に、壊こわれた水差しから大量の水が飛び出し魔物を襲おそう。はっとした魔物が、すぐさま片手を差しだした。そこに風の渦うずが巻き起こり、アブウの水大砲が跳はね返される。頭上で水大砲がぱっと散って、雨のように甲板に降りそそぐ。
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「くだらん、こんな子供だましの魔法で、俺を倒せると思っているのか？」

　魔物がにやりと笑う。ずぶ濡ぬれになったアブウがふらりと倒れ込んだ。ジャリスは慌あわててその身体を支える。だがアブウの身体はずいぶんと軽かった。まるで実体がないかのように。

「アブウッ！　しっかりしてっ。すぐにコダート達が来るわ！」

「大した魔ま力りよくも持っていないくせに、さっさと逃にげればよかったんだ。なのにどうしてもその綱を守ると言ってきかないからそうなる。無む駄だな抵てい抗こうはするな」

　ふんっと鼻を鳴らして甲板に降り立った魔物を、ジャリスは睨みつけた。

「何て事を……！　絶対に許さないっ。アブウにこれ以上何かしたら……」

「もう何もしやしないさ。そいつは魔力を使い果たしたようだしな。その腰の水差しからそいつと同じ魔力を感じるぞ。それがその精霊ジヤーンの本体なんだろう？　それが壊れたって事は、そいつはもう虫の息だって事だ」

　腰の水差しに目をやると、再びパリンッと音がした。蓋ふたの部分が割れたのだ。そしてみるみるうちに丸い胴どう体たいにもひびが入っていく。ジャリスは必死で、割れた水差しのかけらをはめ込もうとした。いつのまにか涙なみだが溢あふれていた。ぼろぼろとこぼれる涙が床に落ちる。

「お前がジャリスだな。お前を見付けたら連れてくるようエルガ様に言われているんだ」

　魔物が一歩近付いた。倒れていたアブウが、少しだけ頭を上げる。

「ご、ご主人様……ご主人様、守りますぅ。アブウが必ず……」

「もういいわ。アブウ、喋しやべらないで！」

　途と切ぎれ途切れの声が段々と小さくなっていく。ジャリスはアブウの身体を抱きしめた。いつも温かいのに、どんどん冷たくなっていく。その冷たさがジャリスの心さえも、凍こごえさせた。

「ジャリスッ！　大だい丈じよう夫ぶかっ」

　駆け寄ってきたコダートが、仰あお向むけになったアブウを抱きしめているジャリスを見付けて、はっと目を見開いた。

「コダート、アブウが……アブウが……」

「貴様っ、何て事を！」

　魔物を睨みつけたコダートの瞳ひとみが、一瞬で赤く染まった。魔物が怯おびえたように身を竦すくませる。コダートはその隙すきを逃のがさない。全身から怒りを吹ふき出しながら、魔物に斬きりかかった。

　だが魔物はさっとそれを避よける。そして再び翼つばさをはためかせようとした。

「うわぁぁぁぁっ」

　だが空に飛び立つ事はなく、魔物が顔を驚きよう愕がくに歪ゆがめて叫さけび声を上げた。そして身体がじゅわっと音を立てる。がくっと膝ひざをついた魔物の背後に姿を現したのは、シャルマだった。ばたんと倒たおれた魔物の背中には、短刀が深々と突つき刺ささっている。

「真しん鍮ちゆうの短刀を作っておいて、正解でした。アブウに何て事を……！」

　シャルマの特技の一つに、離れた場所からの短刀投げがある。魔物がコダートに気を取られている間に、見事に背中を射い抜ぬいたようだ。

「ぐうっ……ううっ」

　うめき声を残して魔物の身体が一瞬で灰に変わり、海風がそれを四方へと散らばらせた。

「アブウ、しっかりしてっ」

「綱、綱は大丈夫ですかぁ……」

　ぎゅっと抱きしめると、アブウが外輪に張られた綱を目で追った。

「ええ、外輪は止まってるわ。頑がん張ばったのね、アブウ。よくやってくれたわ」

　嬉しそうに、だが力無く笑ったアブウが、涙を流すジャリスを不思議そうに見つめた。

「何で泣くんですかぁ……ご主人様には笑っていてほしいですぅ……アブウはお役に立ったでしょ。喜んでくださいよぅ。アブウは役立たずじゃないですよね……？」

　アブウが最近ずっと、妙みようにやる気を出していた事を思い出す。やる気が空回りしていて、つい叱しかってしまった事も。よくよく考えれば、気弱なアブウが一人で外輪を止めるなんて、言い出す事自体がおかしかったのだ。

　アブウはきっと、ご主人様であるジャリスに認めて欲しくて無む茶ちやをしたのだろう。

「ええ、ええ、アブウは役立たずなんかじゃない。みんなの……わたしの命を救ってくれたわ。これで船に乗っている人達は助かる。みんなあなたのおかげよ。だからしっかりして……。そうだ、すぐに手当てしてもらいましょう。ナッシルを呼んでくるわ」

　立ち上がろうとすると、アブウが弱々しくジャリスの服を摑んだ。

「……駄目ですよぅ。水差しが壊れちゃったら、もう何をしても無理ですぅ……。でも最後にご主人様のお役に立てて、アブウは幸せですぅ。よかったぁ。ご主人様の幸せはアブウの……」

　言葉は最後まで続かなかった。服を握にぎっていた手が指先からさあっと灰に変わっていく。

「噓うそよっ！　駄目っ……」

　必死で灰を摑もうとしたが、すぐに海風が攫さらっていってしまう。微笑ほほえんだアブウの顔までも灰に変わり、そして……ジャリスが抱きしめていた身体は、あっという間に影かげも形もなくなってしまっていた。

「いやぁぁぁ！　駄目っ、そんなの駄目よー！」

　つい今までそこにあったはずの身体。もう温ぬくもりも優やさしい笑えみも見られない。ジャリスはどうしても今起こった事が信じられず、甲かん板ぱんに突っ伏ぷして子供のように声を上げて泣いていた。
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　リンドはターラと二人、動力室にいた。息をするのも苦しい程ほど動力室は熱かった。

　目の前には魔物達が転がっている。数にして六人だ。倒した魔物はすぐに灰になる。リンド達にとっては好都合だ。魔物の死体をジャリス達には見せたくなかった。

　石炭をくべていた十人程の火夫達は、どうやら操あやつられていたらしい。リンドが動力室に飛びこんだ際、一番最初にしたのは彼らを眠ねむらせる事だった。戦っている最中、邪魔されては困る。

「ターラ……！　貴様、どうして船にいる。我々の計画では、お前は後からやってこなければならない。まだ芝しば居いの幕が上がったばかりなんだぞ！」

　石炭がごうごうと音を立てて燃えている炉ろは全部で五つ。その前で、エルガが忌々しそうに叫んだ。彼の足元にはウスタが倒れている。見た目に外傷はない。気絶しているのだろう。

「何の芝居を計画していたのか知らねぇが、これ以上お前達の好きにはさせておけない。王族式典を邪魔してくれた礼はたっぷりさせてもらうぜ」

　ほくそ笑んだターラを、悔くやしそうに睨みつけたエルガが、ウスタの身体を軽々と抱かかえ上げた。

「くっ……仕方ない。終幕の準備をするとしよう。お前達、ウスタ王の命が惜おしければ、コダートとジャリスを連れて船首部分の甲板に来い！」

　声と同時にエルガの姿があっという間に消え失うせる。戦せん闘とうする気満々だったリンドは、思わず拍ひよう子し抜ぬけした。

「あいつ……一体、何を考えてるんだ？　大体芝居とか終幕とかってどういう意味だよ？」

　魔物達の狙ねらいがよく判わからない。王族式典の邪魔をするなら、本当に火事を起こせばいいのだ。ジャリスとコダートを連れていくと言っていたが、エルガ達はコダートの前に姿を見せても強ごう引いんに連れ去ろうとはしない。何かある……リンドが考えこんでいると、ターラが肩かたを竦めた。

「まあ、いいじゃねぇか。何を企たくらんでたって。あいつら殺せばすむ話だし」

　きっと冗じよう談だんではないだろう。ターラは手加減する気はないらしい。リンドはすっと目を伏ふせる。これから先起きるかもしれない最悪の事態を予想して……リンドの胸がずきりと痛んだ。
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　船せん尾びの二等甲板にジャリスは座り込んでいた。壊こわれた水差しが床ゆかに転がっている。灰となってしまったアブウ。ジャリスの手には一ひと握にぎりの灰さえ残らなかった。

　ジャリスは身体からだが重いと感じた。指一つ動かすのも億おつ劫くうだ。立ち上がるなんてとてもできない。頭は真っ白で何も考えられなかった。何か考えようとすると、アブウの笑顔ばかり浮うかんでくる。アブウはご主人様であるジャリスに認めてもらおうと、いつも一いつ生しよう懸けん命めいだった。

（どうしてアブウを一人にしてしまったの？　この船を乗っ取るのが魔物達の目的なら、外輪に見張りを置いている事ぐらい予想できたはずなのに。どうして……どうして……！）

　涙が堪こらえられない。どうしてどうしてと心の中で何度も問いただす。色んな事が自分のせいに思えてくる。アブウの失敗を、どうしていつものように許してあげられなかったのだろう。アブウに悪気がないのはよく判っていたはずなのに、忙いそがしすぎてつい冷たくあたってしまった。後こう悔かいばかりがジャリスの心に渦うずを巻いていた。

「ジャリス……。立て」

　コダートの低い声が頭の上から聞こえた。だが、顔を上げる事もできない。

「泣いてたって何も解決しないぞ。まだ船は完全には止まっていない。外輪を止めたとはいえ、このまま潮に流されて島に突っ込めば、爆ばく発はつするかもしれないんだぞ。そうなったらどれだけ犠ぎ牲せい者しやが出ると思う。しっかり立って針路を見てみろ！」

　コダートがジャリスの右脇わきに手を入れて、無む理り矢や理り立ち上がらせようとした。シャルマが慌あわてたように駆かけ寄る。

「やめて下さい、コダート！　ジャリスの気持ちも……」

「泣くのは後からいくらでもできる。だが今は船を止める事が大事だ。……いいか、ジャリス。このまま船が突っ込めば、アブウが命がけで外輪を止めてくれた事が無む駄だになるんだぞ！」

　コダートの叱しつ咤たする声に、ジャリスははっとした。ゆっくりと顔を上げて船首を見る。涙なみだで視界がぼんやりしていたが、それでもまっすぐ船が進んでいる先に島が見えているのが判った。

　切り立った崖がけの上には建物らしき物がある。人ひと影かげらしき姿も目に入った。

「……今はみんなを救う事だけ考えろ。アブウはみんなを救う為ために頑張ったんだ。それを引き継つぐのが俺達の仕事だ。ジャリス、お前はアブウのご主人様だろう？　あいつが頑張った事に報むくいてやれ。それが俺達が今できる事だ」

　きつい口調だが、コダートが何を言いたいのかは理解できる。彼は自分が憎にくくてこんな事を言うのではない。このまま船を衝しよう突とつさせてしまったら、アブウがジャリス達の為にやってくれた事が水の泡あわだ。ジャリスは重い身体に力を込めた。

「……錨いかりは……ナッシル達が修理している錨はどうなったの……？」

　立ち上がると、頭がくらりとした。とめどなく溢あふれる涙を、袖そででぐっと拭ふいてゆっくりと顔を上げた。

（コダートの言う通り……！　泣いてちゃ駄だ目め。まだやる事がある）

　ぐっと唇くちびるを嚙かみしめる。悲しくて悔しくて叫さけびだしたい気持ちが、どんどん溢れてくる。それでも悲しさに流されてはいけない。泣いてばかりいては、きっとアブウが悲しむ。

「……まだ錨は降りてないみたいだ。船首に行ってみよう！」

　コダートの返事に頷うなずいて、ジャリスは懐ふところから布を取り出した。そして水差しのかけらを一つ残らず布に包み、懐に大事にしまった。アブウの身体は灰になって消えてしまったが、せめて水差しだけでも持っていたかった。また涙が溢れてきたが、ぐっと堪えて立ち上がる。そしてジャリスはコダート達を追って、船首に向かって走り出した。

　船室に面した細長い左さ舷げんの甲板を走っていると、ちょうど船の中央に来た辺りで、先頭を走っていたコダートが足を止めた。

「あれは……！　ウスタ王っ」

　縛しばられたウスタが倒たおれているのに気づいて、慌てて駆け寄った。縄なわを解ほどいて身体を揺ゆさぶる。だがウスタは目を覚まさなかった。コダートが大おお柄がらな身体を担かつぎ上げる。

「気絶してるみたいだな。怪け我がはないみたいだが……。とりあえず船首に連れていこう。ナッシルに診みてもらう」

　そのまま再び走り出す。どうしてウスタが倒れているのかは判らなかったが、怪我がないのにはほっとした。

　やっとジャリス達が船首にたどり着くと、ナッシルと海かい賊ぞく同盟の男達が、錨の上げ下げをする楊よう錨びよう機きの前に集まっている所だった。

「ナッシル様！　鎖くさりの修理が終わりました。これで錨を降ろせます！」

　聞こえてきたのは吉きつ報ぽうだ。走ってくるジャリス達に気づいたのか、ナッシルが片手を上げた。

「錨が直ったの？」

　開口一番聞くと、ナッシルが会心の笑みを浮かべた。

「ああ、ばっちりだ。お前達が速度を落としてくれたみたいだからな。これなら錨を降ろせば船を完全に止められる。最悪間に合わなくて船首が崖に突つっ込んでも、被ひ害がいは最小限に……」

　ジャリスは前方に目を向ける。島の切り立った崖はずいぶんと近くまで迫せまっていた。崖の上に見えていたいくつかの建物がはっきりと見えている。

「……いいえ、駄目よ。それじゃ駄目」

　ふいに呟つぶやいたジャリスに、ナッシルが眉まゆ根ねを寄せた。

「何を言っているんだ、ジャリス」

「だって、あの崖の上にある建物、きっと民家よ。見て、人が出てきた。誰だれか住んでるのよ。もし間に合わなくて突っ込んだりしたら、崖が崩くずれてしまうかもしれないわっ。そんな事になったら、あの人達が犠ぎ牲せいになる！」

　ナッシルがはっとしたように崖の上に目を向ける。人影はどうやら子供のようだ。風に乗って歓かん声せいが聞こえてくる。きっと見た事のない大きな船を見付けて騒さわいでいるのだろう。

「だが錨を降ろさないと間ま違ちがいなく突っ込むぞ！　一か八ばちかやってみるしか……」

　叫んだコダートに、ジャリスは首を振ふる。もう時間は残されていないが、何とかみんなが助かる方法を見付けたかった。

「……そうだわ。錨を降ろしましょう。ただし、右舷の錨だけ」

　ふいに思いついた作戦は、かなり無む謀ぼうなものだった。コダートがすぐにあっと声を上げる。

「そうか……片方だけ降ろせば遠心力で船の針路が変わる。そうすれば衝突を避さけられるかもしれない」

　二つある錨のうち片方だけを降ろせば、おそらく船首の右舷は錨の重みで動きを止めるだろう。そして潮に流された船尾が崖に吸い寄せられる。そうすれば針路が変わり、真っ正面から船がぶつかるのを防げる。機会を窺うかがってすぐにもう一つの左舷の錨を降ろせば、崖にぶつかる事なく完全に船は止まるはずだ。ナッシルが考えこむように口元に手を当てた。

「だが危険だぞ、ゆっくりだが船はまだ動いている。ただでさえ針路を変える時は、船が傾かたむきやすい。片方だけ錨を降ろして急激に曲がると、船が均きん衡こうを崩してひっくり返るかもしれない」

　それは十分判っている。それでもジャリスは首を振って声を上げた。

「でもさっき船底に海水を入れたの。船底が重いんだから、船の重心はかなり安定してるはずよ。だったらそう簡単には転てん覆ぷくしないと思うわ。それにアブウが外輪を止めてくれたんだもの。ひっくり返ったって、わたし達は海に飛びこめば助かるかもしれない。危険なのは判っているけど、あの子供達を犠牲にする訳にはいかないわ！」

　崖の上に集まった人々は、こちらの状じよう況きようが判っていないのか大きく手を振っている。そのほとんどが子供達だった。

「……やりなさい、私が許可するわ」

　そこへ凜りんとした声を上げたのは、船室へ続く扉とびらから姿を見せたラスミアだ。ラスミアはゆっくりと全員を見回した。

「平和を誓ちかう為に開かれた王族式典よ。アラバーナ大陸に住む人々を守れなくて、何が平和と言えるの？　あなた達は海とアラバーナ大陸を守る海賊同盟でしょう。このカトゥーナ国の女王、ラスミアが命じます。絶対に民間人に被害を出してはならないわ！　これ以上魔物達に踊おどらされてなるものですか」

　力強いラスミアの言葉に、全員がはっとしたように頷いた。ナッシルが右舷にある楊錨機に素す早ばやく向かう。

「ラスミア女王のお達しだ。みんな覚かく悟ごを決めろよっ。ラスミア女王、衝しよう撃げきに備えて身体をどこかに縛り付けて下さい。みんなも急げっ。シャルマ、コダート、女王を必ず守れ！」

　ナッシルの合図で、コダート達がラスミアと気絶しているウスタの身体を、帆ほ柱ばしらに布で縛り付けた。ジャリスは近場にあった右舷の手すりに、腰こし帯おびを解ほどいて身体を固定する。そして、もし転覆したらすぐに布を切れるよう、腰こしの剣けんに手をやった。すばやく準備を終えたみんなを確かく認にんして、ナッシルが楊錨機の取っ手に手をかけた。

「行くぞっ」

　声と同時に、楊錨機の横棒がぐっと降ろされる。がらがらがらっと甲かん板ぱんにとぐろを巻いていた太い鎖が穴に吸いこまれ、すぐに右舷でザバーンッと水しぶきが上がった。ガタンッと船が大きく傾いて、ジャリスは思わず悲鳴を上げる。

「きゃぁぁぁぁ！」

　右舷の錨を降ろしたせいで、船は大きく右に傾いた。手すりにもたれるように固定した身体からだが、ふわりと浮うく感じがした。ジャリスは身体を縛り付けた腰帯をぎゅっと握にぎりしめる。

　あっという間に右舷の手すりが海面すれすれになって、ジャリスの顔にも水しぶきがかかった。甲板に置いてあった樽たるや綱つながごろごろと海に落ちていく。身体が投げ出されるような感覚に、ジャリスは吐はきそうになる。コダート達はラスミアとウスタの身体を守るように、帆柱に巻き付けた縄を握りしめ衝撃に耐たえている。何もかもが斜ななめになった世界は、きっと一いつ瞬しゆんの事だっただろう。だがジャリスには、実際よりもゆっくりと感じられた。そしてぐらりともう一度船が大きく揺れて、宙に浮いていたジャリスの足が、床ゆかにごんっと叩たたきつけられる。何が起こったのか一瞬判わからなかったが、今度は反対側に身体が傾いて一気に腹部が圧あつ迫ぱくされた。

「ううっ！」

　思わずうめき声を上げた。腹部に巻き付けた腰帯だけで体重を支えているせいで、左舷に傾くと手足がぶらりと宙に浮く。そのまま何度も右に左に揺れていた船が、段々と落ち着きを取り戻もどす。痛む腹部を押さえて、ジャリスは針路を見つめた。

「……やったわ！　針路が変わってる！」

　目の前には先さき程ほどまで見えていた崖がけがなくなっていた。右舷を見ると船体は崖すれすれだ。

　ナッシルが、慌あわてて左舷の楊錨機に手をかけた。

「もう片方も降ろすぞ！」

　声と同時に、再び鎖が降りる重い音が船に響く。そしてがたっと大きく船が揺れた。

「や、やったわっ。止まった！」

　崖にぴたりと寄り添そうようにしていた船が、完全に停止している事を確かめて声を上げると、甲板のあちこちで男達がわあっと叫んだ。

「止まったぞーっ。助かった！」

　喜びの声に、ジャリスは腰帯を解いてほっとする。身体の力が一気に抜ぬけて、へなへなと座り込んだ。コダートが、ジャリスの肩かたにぽんっと手を置いた。

「ラスミア女王もウスタ王も無事だ。船から振り落とされた者はいない。みんな助かったぞ」

　優やさしい笑えみにほっとする。見ると、ラスミアもジャリスと同じく甲板に座り込んでいた。その隣となりには気絶したままのウスタがいる。

　コダートの手を借りて立ち上がろうとすると、船室の扉がばんっと開いた。

「ジャリスーっ。何だ、今のは！　ひっくり返って頭打っちまっただろ！」

　頭を押さえつつ走ってきたのは、ターラとリンドだ。その後ろにはクアイとクララク達もいる。無事な姿にほっと胸をなで下ろした。

「船を止める為ためにどうしても必要だったの。みんな無事でよかったわ。クアイ皇子、防水壁は？」

「ああ、ちゃんと閉じてきた。念の為に浸水しないかしばらく様子を見ていたが、今の所は大丈夫そうだ。甲板に戻る途中でターラ達と合流したんだが……。ジャリス、俺がいない間に怪け我がなんてしていないだろうな？」

　心配そうに駆け寄ったクアイが、両肩に手を置いて顔を覗のぞき込む。

「わたしは大丈夫よ。それよりターラ、動力室はどうなったの？」

「動力は完全に停止させたぜ。でもエルガって魔物がウスタ王を……あれ？」

　ターラがふいに首を傾かしげ、倒たおれているウスタに近付いて、しゃがみ込む。

「ウスタ王、どうしてここにいるんだ？　エルガに捕つかまってたのに」

　ターラが不思議そうに声をかけると、近くにいたラスミアが心配そうに呟いた。

「ウスタったら全然目を覚まさないのよ。頭でも打ったんじゃないかしら」

「おい、起きろよ。ウスタ王。ラスミアが心配してるぞ。お前らを結けつ婚こんさせてカトゥーナ国とムシャラワ国が合がつ併ぺいしたりしないかなぁなんて狙ねらってるんだから、こんな所で死ぬなよ」

「なんですってーっ」

　ラスミアが怒いかりを爆ばく発はつさせたが、ターラは涼すずしい顔でウスタの身体を揺ゆさぶっている。

「ううっ」

　うめき声とともに、ウスタがうっすら目を開けた。ラスミアがほっとしたような顔になる。

「大だい丈じよう夫ぶなの、ウスタ。あなたしっかりしなさいよ。大体……」

　説教を始めたラスミアに、ターラが肩を竦すくめて立ち上がる。そして辺りを見回した。

「しかしエルガは一体どこに行ったんだ？　甲板に来いって言ってたのに」

「エルガは見かけなかったぞ。あいつら結局何がしたかったんだ。王族式典を阻そ止しするのが目的だとしても、火事騒ぎを起こしてみんなを混乱させるだけで十分だったはずだ。この船を乗っ取ろうとした目的は何だ？」

　コダートの疑問に答えられる者はいなかった。ターラがうーんと考えこんだ。

「そういえば、さっき動力室でエルガが妙みような事言ってたぞ。終幕の準備をするってな。……おお、ウスタ王やっと起きたか？　久しぶりだな。お前、長いつきあいの俺を疑うなんてひどいだろー」

　ラスミアに手を借りて起きあがったウスタが、俯うつむいて手を顔に当てたまま、ゆっくりとターラに近付いた。そしておもむろに口を開く。

「……ターラ。聞きたい事がある。お前は何者だ？　どうして魔物達を倒す力を持っている？」

　気を失っていたとは思えない程、声が落ち着いていた。ジャリスはふと気づく。抑よく揚ようのない声、淡たん々たんとした口調には覚えがあった。どこで聞いたのか思い出して、すぐさまはっとした。

（これ……アラバーナ大陸最速船決定戦の時のカッサラに……！）

　嫌いやな予感がして、慌ててウスタに駆かけ寄った。だがジャリスが近付くよりも早く、ウスタが懐ふところに手を入れ、さっと何かを取り出した。そしてそのままターラに体当たりする。

「何をなさいますっ。ウスタ王！」

　叫さけんだジャリスが、身体全体を使って突つき飛ばすと、ウスタはそのまま力無く甲板に倒れる。まるで人形のように表情には覇は気きがない。これがどんな状態か知っている。アラバーナ大陸最速船決定戦の時、魔物に操あやつられていたアクラブ号の船長カッサラがまったく同じ様子だった。

　ジャリスはすぐにターラに目をやる。ターラが驚おどろいた表情のまま立っていた。胸には短刀が刺ささっている。そこからどくどくと赤い血が流れていた。

「ターラッ！」

　叫ぶと同時に、ターラの身体がぐらりと揺らいだ。そのまま背後にある手すりまでふらふらと後ずさる。先程の騒さわぎのせいか、手すりが一部欠けていた。ターラはそこから真っ逆様に海に落ちて、ザバーンッと水しぶきが上がった。

「ターラ、ターラ！　は、早く助けなきゃ！」

「ジャリス、親おや父じは不老不死だ！　あんな短刀で死ぬもんかっ。俺は首を切られても生き返った親父を見た事がある。それより、ウスタ王を！」

　ナッシルが呆ぼう然ぜんとしているウスタを押さえつけた。駆け寄ったコダートがぐっと拳こぶしを握る。

「失礼、ウスタ王！」

　一言詫わびて、ウスタをがごっと殴なぐりつける。ううっとうめき声を上げたウスタの目に、光が戻ってきていた。そのまま二、三度頭を振ふる。

「わ、私は、一体何を……ターラを、ターラを刺してしまった……！」

　カッサラ程洗脳はひどくないらしい。自分のやった事を覚えているようだ。

「しっかりしてください。どうして、ターラを……」

「君達に真実を教えてあげようと思ったんだよ」

　ふいに頭上から冷たい声が聞こえてくる。慌てて見上げると、一等甲板の手すりからこちらを見てほくそ笑んでいるのは、人間の姿をしたラシッドだ。隣には白はく髪はつに近い銀の髪かみを持つ魔物がいる。

「ラシッド……エルガ、お前達、どういうつもりだ！　お前達の狙い通り、王族式典は滅め茶ちや苦く茶ちやだ。これ以上何をする気だ！」

　コダートが叫んで剣を抜くと、クアイがそれに続いた。ラシッドがふふっと笑う。

「王族式典なんて、そんなものに興味はないよ。人間達がどれだけ群れようと我々の敵ではない。本当は派手にこの船を乗っ取って暴走させ、ターラをおびき寄せるのが目的だったんだ」

「どういう事なの？　ターラを殺すのが目的なの？　でもあんな短刀でターラが死ぬわけないじゃない。彼は不老不死なのよ」

　ジャリスが叫ぶとラシッドが堪こらえられないといった様子で腹を抱かかえた。笑い声が甲板に響く。

「ははっ、ターラが不老不死？　お前達は愚おろかだな。本当にそんな事を信じているのか？　それに……あれはただの短刀じゃないぞ」

「なっ……！　まさかっ」

　ナッシルがはっと目を見開いて、慌てて手すりに駆け寄る。ジャリスも振り向いて手すりから身を乗り出したが、ターラの姿は青い水面のどこにも浮かんでこない。

「な、何なのよ、一体、どういう事なの？」

　疑問の声を上げたが、ナッシルは無言のまますぐに縄なわばしごを取りに走った。こんなに焦あせったナッシルの顔は久しぶりにみる。何があろうといつでも余よ裕ゆうの笑みを浮うかべているのに。

　ラシッドが呆あきれたように、ふうっとため息をついた。

「ジャリス、君達はみんな騙だまされているんだよ。……そうそういい事を教えてあげよう。百数十年前、この大陸に大おお地じ震しんが起こった時の話だ。君達人間が争う原因となったあの大地震……」

「やめろっ」

　リンドがあっと言う間にシャイ悪ターン魔の姿となり、一等甲かん板ぱんのラシッドに向かって羽ばたいた。そして両手を高く掲かかげると、炎ほのおの弾だん丸がんを作り出す。だがラシッドは少しも慌てた様子はなく、さっと片手を振った。

「ザーバ溶解！」

　呪じゆ文もんを唱えると、空中に水の固まりが現れる。それはすぐさまリンドに襲おそいかかり、彼の身体からだを包み込んだ。水で覆われたリンドは息ができないのかもがき苦しみ、そのまま二等甲板に墜つい落らくした。

「ううっ……」

　倒れ込んだ瞬しゆん間かん、リンドを覆う水がはじけ飛び、甲板を濡ぬらす。すると甲板の板が、じゅうじゅうと溶とけ始めた。リンドは蹲うずくまったまま顔を上げる。皮ひ膚ふがただれて血が噴ふき出していた。

「黙だまっていろ、リンド。ジャリス達だって知っておかなければならない事だろう。親切で教えてやるんだぞ」

　叱しつ咤たしたラシッドが、そのままジャリスに目を戻もどす。ジャリスは思わず身構えた。

「話の続きを聞かせてやろう。……あの時、私達シャイターンは、オシリス様を蘇よみがえらせようとしていた。ところがシャイターンの中から愚かな裏切り者が出た。そいつは自分が魔王マリードになろうと企たくらみ、オシリス様の復活の儀ぎ式しきを邪じや魔ました。復活しかけたオシリス様と戦い、その余波は地じ震しんとなってアラバーナ大陸を襲った」

　その話はもう知っている。長い間続いていた戦争は、地震で割れてしまった領土を巡めぐっての争いだった。調印式は二度と領土争いをしない、それを誓ちかうものだ。

「そのシャイターンがどうしたっていうの？　死んだってあなたが言ったんでしょう」

　以前コダートがラシッドに捕まった時、確かにそう聞いたと言っていた。

「ああ、シャイターンとしてのあいつはもういない。シャイターンとしてのあいつはもう死んだんだ。あの愚か者は何を思ったのか、人間達の味方になって我々に牙きばを剝むくようになったからな」

（それって……そのシャイターンは生きているって事？）

　そう思ったジャリスは、ふとある事に気づいた。だがすぐにその考えを振り払はらう。まさかそんなはずはない。そんなはずは……ないのだ。

「愚かなあの男は、人間の姿をして人間達と一いつ緒しよに我々に戦いを挑いどんだ。そしてアラバーナ大陸を平和にしたいと声こわ高だかに叫ぶ。バカな男だろう。自分がオシリス様に刃は向むかって、そのせいでアラバーナ大陸に戦乱が起こったというのに。今度は大陸に平和をだなんて、どの面つらをさげて言うのやら」

　くっくっくっとラシッドが笑う。彼が言っている事がよく判わからない。いや、判らないのではない、信じたくないのだ。ラシッドが言う〝あの男〟に心当たりがある。ラシッドが言った事がすべて真実なら、ウスタが提示した疑問が解けてしまう。

「噓うそよ……。信じないわ。もう騙されないわよっ。ラシッド！」

　それでもジャリスはラシッドをきっと睨にらみつけた。魔物達は人間を操る術に長たけている。さっきのウスタのように洗脳する事も可能だし、口だけで騙して操る事も得意だ。惑まどわされてはいけない。だがラシッドは余裕の笑えみを浮かべ、肩かたを竦すくめる。

「信じなくてもいいさ。だが真実は一つだ。お前達が騙されていたとすぐに判る。なぜなら、さっき私がウスタを操って刺させた短刀……。ジャリス、あれは何で出来ていると思う？」

　ふっと心にある不安がよぎって、ナッシルが縄ばしごを用意している手すりに駆け寄る。ターラの姿はまだ海面のどこにも見えてこない。

「そう、あの短刀は真しん鍮ちゆうで出来ている。君達が信じている通り、あいつが人間で本当に呪のろいをかけられて不老不死なら、真鍮の短刀で怪け我がをするはずがない。だがもし私の言っている事が真実だったなら……」

　ラシッドの頭上に急に暗雲が立ちこめた。ごろごろと遠くで雷らい鳴めいがとどろく。暗くなった空を見上げて、ラシッドがわずかに眉まゆ根ねを寄せた。

「……しぶといな。だが、芝しば居いの主役はこうでなくてはな。お前の為ためにこんな面めん倒どうな芝居を仕立てたんだぞ！　ターラッ」

　ラシッドが叫さけぶと同時に、ざばっと海面から水しぶきが上がった。ジャリスは思わずあっと声を上げる。手すりの向こうにゆらりとターラが立っていた。胸には短刀が刺さったままで、赤い血が茶色い船服を汚よごしている。だが、驚いたのはそれだけではない。

　ターラは……宙に浮いていた。

「……首を斬きりつけただけじゃ、まだ足りないみたいだな。ラシッド」

　抑よく揚ようのない低い声。目ま深ぶかに被かぶった帽ぼう子しのせいで、ターラの顔は見えない。浮いたままのターラが、すうっと音もなくジャリス達の頭上へと移動する。ラシッドが首筋に手を当ててかっと目を剝いた。

「ああ、お前が裏切って出ていった時につけた傷がまだ痛むぞ！　ターラッ。お前を殺してやる。ずっとずっとそう思ってきた。だが、長年の恨うらみにはそれだけじゃ足りない！　お前がアラバーナ大陸に平和をもたらすというなら、私は全力でそれを阻そ止ししてやる！　人間達とずいぶんと仲良くなったようだが、まずは騙していた彼らに正体を知られて、蔑さげすまれるがいい！」

　ラシッドの怒ど声せいに、ターラが少しだけ顔を上げた。顔色は悪いが、瞳ひとみには見た事のないほど闘とう志しが溢あふれていた。

「蔑まれたって構わない。俺は俺のやるべき事を果たすだけだ。それが約束……いや、契約だ」

　強い眼光とは裏腹に、静かな口調のターラが、すっと頭上に両手を上げる。暗雲からごろごろごろと耳を覆うような恐おそろしい音が響ひびいて、稲いな光びかりが走る。

「バルク稲妻！」

　ターラが叫ぶと、がらがらがらっという音とともに暗雲から眩まばゆいいかずちが放たれ、ラシッド達を襲う。ラシッドが両手に水を集めて、いかずちを跳はね返そうとした。だが、完全には防げなかったようだ。ドンッと音がして、一等甲板の手すりと床ゆかが吹き飛んだ。

「うわぁぁぁ！」

　ラシッドの隣となりにいたエルガの断だん末まつ魔まの声が聞こえた。あっという間に灰になったエルガに、ラシッドが舌打ちする。

「役立たずめ！　この程度の攻こう撃げきで……」

　忌いま々いましそうに叫んだラシッドだが、服が破れて血がしみ出している。うっと呻うめいたラシッドが、ターラを睨みつけた。

「……ふんっ、ここは引いてやろう。目的は果たしたからな。まだ殺しはしないぞ、ターラ。これからどうなるか……そう考えただけでわくわくするからな！」

　不気味な笑みを残して、ラシッドの姿が一いつ瞬しゆんで消え去った。それと同時にがたっと大きな音が響く。ターラが甲板に倒たおれ込んだのだ。

「親おや父じ！」

　ナッシルがすぐに駆かけ寄って仰あお向むけにする。短刀が刺ささっている胸から、大量の血が溢れていた。目を瞑つぶったターラが、ぐっと眉根を寄せる。

「抜ぬけっ、早く短刀を抜け！」

　身体中から血を流しながら、リンドがかろうじて身を起こし、這はうようにターラに近づく。

「だ、だが……ここには治ち療りようの道具がない。急所はそれているし、やたら刃は物ものを抜くと出血がひどくなる。出血多量になるぞ」

　医者であるナッシルの言葉に、リンドが大きく首を振ふった。

「それはお前達人間の治療法だろ！　真鍮は魔物の魂こん魔まを腐くさらせる。このままだと間ま違ちがいなく死ぬぞ！　さっさと抜けっ。後はこいつが自分の魔力で修復するっ」

　リンドはターラが魔物だという前提で話をしている。ラシッドの言う事が信じられなかった……いや、信じたくなかったが、それが決定打になった。ラシッドの言う通り、真実は一つだ。

「親父っ、親父っ、死ぬなよ！　親父が死ぬなんてありえねぇだろっ」

　泣きそうに顔を歪ゆがめたナッシルが、ターラの胸の短刀に手をかけた時だった。

「ぐぁぁぁっ」

　ターラが悲鳴に近いうめき声を上げ、びくんっと身体を震ふるわせる。その姿が、みるみるうちに変わっていく。背に黒い蝙こう蝠もりのような翼つばさが生えてきて、口元には鋭するどい牙が見え始める。指の爪つめが長く伸のび、黒かった髪かみが、太陽に照らされて金色に変わった。

　そして、かっと見開いた瞳は……血のように赤かった。

　ナッシルが一瞬びくりとして手を止める。ぐっと唇くちびるを嚙かみしめたナッシルに、ジャリスはすぐさま駆け寄った。そしてターラの胸に刺さった短刀を握にぎりしめる。

「抜くわよっ。早く、早くしないとターラが死んじゃうっ」

　ジャリスはいつのまにか泣いていた。騙だまされていた事実が悲しいのではない。もう二度と……大切な人を失いたくなかったのだ。
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　二日後、ジャリス達はムシャラワ国に停てい泊はくしていたバルク号に戻ってきていた。ジャリス達を助けたのは、海かい賊ぞく同盟の護ご衛えい艦かんだ。完全に動きを止めたダフム号は、ムシャラワ国の技術者達が島に行って修理をするらしい。死者こそ出なかったが、魔物ジン達に攻撃を受けて重傷を負った者もいる。操あやつられていた火夫達やウスタは今の所後こう遺い症しようはないが、たくさんの人々を危険にさらしたのは事実だ。王族式典は失敗に終わってしまった。

「王族の方たちは、ムシャラワ国の王宮に滞たい在ざいされているそうよ。今夜、もう一度王族の方たちと秘密会議を行うわ。何とかして調印式をやり直せないか話してみる」

　甲かん板ぱんに立ったジャリスは、秘密会議の打ち合わせに来たナッシルと乗組員達に目を向ける。

「ああ、何とか掛かけ合ってみよう。ただ、難しいぞ……」

　ナッシルの渋しぶい声に、唇を嚙みしめる。ターラがシャイ悪ターン魔だとウスタとラスミア、そしてクアイが知ってしまった。王族達にも既すでに伝わっていると思って間違いないだろう。

　話し合いが紛ふん糾きゆうするのは目に見えていた。

「リンド、あなたは知っていたんでしょう？　ターラの事。どうして黙だまっていたの？」

　甲板に座り込んでいるリンドに目をやった。人間の姿をしているリンドだが、まだラシッドから受けた傷が快復していない。頭や服からのぞく手足に包帯を巻いていた。

「ターラは……確かに以前はシャイターンだった。でも今のあいつは人間達を救おうといつでも命がけだ。それは噓じゃない。あいつは変わったんだ。もうシャイターンだった頃ころのあいつはいない。それに……あいつの正体を知ったら、お前は傷つくと思った。あいつの事、信じてるみたいだったから。できたら知らないままの方がいいと思ったんだ」

　ターラとリンドの間には、ジャリスの知らない何かがあるとは思っていた。だが、それは長年敵だった為だろうと思い込んでもいた。

「よくよく思い返せば、確かにおかしな事だらけだったわ。ネイレス国でハジから指輪を取り戻もどして来た時だって、本当に正面から戦って取り戻してきたのね。魔力を使って」

「ああ、あいつは、俺達シャイターンの中でもずば抜けた魔力を持ってる。俺やハジやラシッドは、オシリスに気に入られて魂魔を大きくしてもらってシャイターンになったんだ。だが、ターラは違ちがう。あいつの魔力は生まれつきだ。オシリスでさえ一目おいていた。だからあいつはオシリスを倒して、自分が魔王マリードになれるなんて思い込んだんだ……」

　リンドの言葉が心に突つき刺さる。アラバーナ大陸に長く続いた戦争の原因を作ったのがターラだなんて、思いたくなかった。

「……俺も一つ、不思議に思っていた事がある」

　コダートがふいに呟つぶやいた。見つめると、ゆっくりと口を開く。

「俺の母親が、オシリスの指輪を捜さがす能力を持っていたとターラは言ってた。そしてターラは母からその力をもらって、ジャリスの背中とバルク号の腕うで輪わに移した。だから息子むすこの俺と腕輪を持つジャリスが協力すれば、お前の背中に地図が現れる。……だが、どうやって移したんだろうって、ずっと不思議に思っていた。そんな事、ただの人間にできるはずがないのにって」

　それはジャリスも考えた事があった。だが、ターラなら何か方法を知っていたのだと、勝手に納なつ得とくしていた。どうしてそんな事を思い込んでしまったのか。

「騙されていたとは思いたくないわ。だってターラがわたし達人間の味方をしてくれて……」

「ジャリスーっ、大変だよ！　ターラがいないっ」

　船室から飛び出してきたのはリクだ。ダフム号で倒れてから、ターラはまだ意識を取り戻していない。ナッシルがターラの身体からだを布で覆おおって誤ご魔ま化かし、護衛艦に乗せてバルク号に運んだのだ。

「なんですって！」

　怪け我がはまだ治っていない。短刀は引き抜いたが、二日経たった今でも血が止まらないのだ。

「あの怪我じゃそんなに遠くにいけるはずがないぞ！」

　叫さけんだリンドと一いつ緒しよに、船室に向かう。もしかしたら、どこかで倒れているのかも……そう思うと、ぎゅっと心が押しつぶされそうだ。

「ターラ、ターラッ！　どこなの？」

　狭せまい船内を捜し回ったが、どこにもいない。船首から捜し始めて、船せん尾びにある倉庫の前まで来たジャリスは、はあはあと息をついて足を止めた。どこにいったのかとぐるりと辺りを見回す。するとがさごそと何かを探さぐっているような音が聞こえた。どうやら食料庫のようだ。

　ジャリスはそのまま食料庫の扉とびらを開けてみる。

「……何やってるの？」

　思わず詰きつ問もん口調になったのは呆あきれたからだ。黒い翼を持つ恐ろしい姿で、ターラが口一いつ杯ぱいにリンゴを頰ほお張ばっていた。よく見るとターラが抱かかえているのは、リンゴが山と積まれた樽たるだ。

「んん……んんっ」

「嚙んで、吞のみ込んでから、ゆっくり喋しやべって」

　ターラが口の中のリンゴを咀そ嚼しやくして、ごっくんと吞み込む。そしてにまっと笑った。だが赤い瞳ひとみが爛らん々らんと輝かがやいていて、口からはリンゴの汁しると一緒に鋭い牙きばがむき出しになっている。正直言って、ぞっとするほど恐おそろしい。

「おうっ、腹減ってさ。リンゴもらったけどいいよな？　孫の物は俺の物だし。それに俺、フィクル達と指輪捜しに島に上陸してから何も食ってないし。いやー、でも大変だったよな。王族式典やり直しか？　ご苦労だな、ジャリス。あんな面めん倒どうな事もう一回企き画かくするのかー」

　再びリンゴにかじりついたターラは、完全に他人ひと事ごとのように話をしている。口調はいつも通り吞のん気きなものだった。

「お、親父……その姿でそれはどうかな」

　駆かけつけたナッシルが、食料庫の中を見て顔を引きつらせる。ターラが口を尖とがらせた。

「だって、人間の姿になれないんだよ。傷が治らないと無理だな。あっ、ナッシル。お前が作った焼きリンゴが食べたい。砂糖たっぷりまぶしたやつ」

　ターラが樽一杯に入ったリンゴを差しだす。ナッシルの得意料理でジャリスも大好きだ。

「ま、まさか、それ全部かよ？」

「そう、全部。うんとうんと甘くしてくれ。作ってくれなきゃ、船にいなずま落とす」

　まったくもって洒落しやれにならない冗じよう談だんだ。ナッシルが渋しぶ々しぶ樽を受け取り、食堂へ向かう。

「……ねぇ、ターラ、そんな事している場合じゃないんだけど……」

「そうだなぁ。ウスタに俺の事ばれちまったからな。あいつ頑がん固こだし真面目まじめだから、ごちゃごちゃ言い出すんだろうな。説得が大変だぞ。頑がん張ばれよ、ジャリス」

　ひらひらと手を振ふったターラに、思わず頭を抱える。

「どうしてそうなの！　どうにかして、王族の方たちを説得して調印式をやり直さないと……」

　食料庫に入ってターラの隣となりに座り込む。まだ恐ろしいという気持ちももちろんあるが、いつものターラの口調にほっとしている自分がいる。ターラが一いつ瞬しゆん悔くやしそうに目を伏ふせた。

「……もう難しいだろうな。人間は自分達の知らない事を拒きよ絶ぜつするもんだ。俺が何十年もかけて築いてきた信しん頼らいだってもう地に落ちただろう。別の方法を考えた方がいいかもしれない」

　確かに今の状じよう況きようでは調印式を行うのは不可能に近いだろう。中心になっている海賊同盟の初代盟主が、シャイターンだったのだから。

「ジャリス……お客様です」

　考えこんでいたジャリスに声をかけたのは、扉の前に立って珍めずらしく戸と惑まどうような表情をしたシャルマだ。

「お客って……誰だれ？」

「それが、マラファム様と……」

　シャルマが次に口にした名前を聞いて、ジャリスは慌あわてて食料庫を飛び出していた。




　甲板に立っていた二人の客人に、船室から出てきたジャリスは慌てて駆け寄った。

「シャリフ王！　どうしてここに……？」

　マラファムの隣に立って、珍しそうにバルク号を見回しているのは、サウルナ国のシャリフ王だ。老ろう齢れいだが、頑がん丈じようそうな大おお柄がらな体たい軀くをしたシャリフ王が優やさしい瞳を向ける。

「おお、ジャリス。久しぶりじゃな。ウスタ王が調印式を拒きよ否ひしたので、何とかしてくれとランプの精霊ジヤーンのルーレルが呼びにきたんじゃ。サウルナ国でも、ちと色々とあってな。遅おそくなってすまなかった。しかし魔法の絨じゆう毯たんはなかなか快適じゃったぞ！」

　わははとシャリフ王が豪ごう快かいに笑う。調印式を欠席したのは体調不良だと聞いていたが、どこをどう見ても元気が有り余っているように見えた。マラファムが戸惑うような表情で口を開く。

「私が秘密会議の後にクアイ皇子に頼たのんで、ルーレルに迎むかえにいってもらったんだ。シャリフ王なら、ウスタ王を説得できるかもしれないと思ってな。だが、父上の事を聞いて、シャリフ王がどうしても会いたいと言われて……」

　確かに各国の尊敬を集めるシャリフ王の説得ならば、あの頑固なウスタも耳を貸しただろう。

　ジャリスは、シャリフ王の前で慌てて膝ひざを折った。

「ようこそいらっしゃいました。今ターラはちょっと……」

　できれば、今のターラの姿をシャリフ王には見せたくなかった。ターラ自身も望まないだろう。二人はずっと昔からアラバーナ大陸の為ために協力して戦ってきた戦友だ。ターラとシャリフ王がどれだけ信じ合っているかは、よく知っていた。

「怪我をしたそうじゃな、あの馬ば鹿か者は。まったく、油断するからじゃ」

「うるせぇよ、じじい！　さっさとくたばればいいのに、いつまでもふらふらしてんじゃねぇ」

　声がしたのは船室へ続く扉からだ。ジャリスが慌てて振り返ると、シャイターンの姿をしたターラが、扉に寄りかかっている。赤い瞳がシャリフ王を睨にらむように見つめていた。

「タ、ターラ！　その姿じゃ……」

　慌てたジャリスだが、シャリフ王は驚おどろく表情一つみせずに、にんまり笑った。

「なんじゃ、ターラ。扉になんぞ寄りかかって。しっかり立てもしないのか？　このバーカ、バーカ。人間に正体がばれるなんて絶対ないと豪ごう語ごしたのは誰じゃったかな？　しっかりばれてるじゃないか。この間ま抜ぬけ！」

「な、なんだとーっ。しょうがねぇだろ。人間達と仲良くなりすぎると、どうしても矛む盾じゆんが出てくるんだよ！　だからあんまり親しくならないように気を付けてたのに。俺だって、色々と誤魔化すのが限界だったんだ。これでも頑張ったんだぞっ」

　子供のように叫んだターラに、シャリフ王が肩かたを竦すくめて、すっと真しん剣けんな表情になる。

「言い訳はいい。とにかく、他ほかの国の王族達をまとめねばならん。調印式は絶対に成功させなければな……。やれやれ、もう年寄りの出る幕はないと思っていたんじゃがな。マラファムに後を任せて、のんびり気球の研究を続けようと思っていたのに」

　本気で残念そうだった。ジャリスは目を瞬またたかせつつ、シャリフ王に声をかけた。

「あ、あの……もしかして、ターラの事を知っていたんですか？」

「ああ、わしがターラに絶対人間達に正体を知られるなと言ったんじゃ。もう何十年も前の話じゃがな。このバカは、わしの祖母とある約束を……いや、契けい約やくをした。アラバーナ大陸に起こっている戦いを止め、平和に導くと」

　その話は以前聞いていた。人々が争う姿を見て泣きじゃくる当時のサウルナ国の皇女に、ターラは〝戦いを止めてやるから泣くな〟と約束したという。

「ターラは、祖母が死んだ時わしに正体を見せた。そして自分が持つ魔力で、人間達の戦いを止めてやると言った。だが、わしは断った。人間達の争いは人間達で決着をつけるべきだ。魔物という未知なる力を持つ者が人間達の争いに力を貸せば、より大きな災わざわいを生むやもしれん。それに、魔物の圧あつ倒とう的な力で争いをくい止めたとしても、それは一時の事。その時は収まっても、人間達が納得しなければまた戦いは起こるだろう。わしの話を聞いたターラはこう言った。〝ならば、人間として戦いを止めるなら文句はないだろう〟とな」

　シャリフ王が目を向けると、傷口が痛むのか、ターラはぐったりと座り込んでいた。

「わしは〝人間として〟とはどういう意味か、理解しているのかと聞いてみた。そうしたらターラはしばらく考えこんでこういった。〝人間相手や自分の欲得の為に魔力は使わない事〟だと。……そんな事が実際にできるはずがないとわしは思った。こいつが大馬鹿者だと初めて感じたのはその時だ。だが……それから数十年、わしの知る限りターラはその約束を守り続けている。そして、祖母との契約を守って、実際に調印式が行えるまでにこぎつけた」

　ジャリスは今までのターラの行動を思い出す。ターラはバーナム島で神しん殿でんが崩くずれ去って逃にげる時も、サウルナ国で謀む反ほん騒さわぎが起こった時も、ウルネティス国で捕つかまって牢ろう獄ごくに入れられている時も、他のどんな時でも、一いつ切さい魔力は使わなかった。使えばいくらでも事態を好転できたのに、それでも彼は魔力を使えるそぶりさえみせなかった。ただ一つ、魔力を使ったのであろうと想像できるのは、ネイレス国でハジと戦った時だ。

　シャリフ王との約束通り、人間相手や自分の欲得の為には一切魔力を使っていない。それはジャリスにも断言できる。

「最初にターラと会った時、こいつは冷たい男だった。優しいのは祖母にだけ。わしが子供の頃ころ祖母と遊んでもらおうとしたら、こいつはわしを殴なぐりつけようとした。子供は嫌きらいだと言ってな。言葉も少なく、表情も変わらず……わしはこいつが嫌いじゃったよ。ふざけているように見せるのはこいつの手だ。そうしていれば多少の疑問もうまく誤ご魔ま化かせる。それを計算しての事じゃ。嫌いやな奴やつだろう？」

　ふふんと笑うが、声には親しみがこもっていた。ターラがばつの悪い顔をしてそっぽを向く。

「ふんっ、俺もお前が嫌いだよ。お前が妙みような事を言い出さなければ、もっと早く契約を終しゆう了りようできたんだ。そうしたら……」

「そうしたら、祖母の許もとにいくつもりだろう？　そんな事はわしが許さんぞ。人間の欲は魔物のそれと同じくらい深い。今調印式を行ったとしても、また何が原因で争いがおこるか判わからん。お前は生きろ。生きて、祖母の願いを叶かなえ続けろ。それに……わしより先に死ぬのはゆるさん。わしが寂さびしいじゃろうが」

　冗じよう談だんめかしていたが、シャリフ王の目は笑っていなかった。

「……うるせぇ、じじい。お前は絶対あと百年は生きるだろうが！」

　悔くやしそうな声を上げるターラに、シャリフ王ががははと笑った。

　二人の話を聞いていたジャリスは、ターラにそっと近寄った。どうしても聞きたい事があった。どんなに辛つらい話でも、真実を知りたかった。

「……ねぇ、ターラ、ラシッドが言っていた事は本当なの？　あなたが百数十年前、オシリスの復活を阻そ止ししようとしたって。あなたが……オシリスに成り代わろうとしたって」

　直接本人の口から聞きたかった。ターラがすっと顔を伏せる。

「……ああ、間ま違ちがいない。俺は魔王マリードと呼ばれる存在になりたかった」

　ジャリスは唇くちびるを嚙かみしめた。聞きたくないと心が拒否する。それでも何とか口を開いた。

「どうして……そんな事したの？」

　ふっと顔を上げたターラの赤い瞳ひとみが、海を見つめていた。そこに残ざん酷こくな色が混じったのに気づいて、思わず背筋がぞっとした。

「一番になりたかったのさ。魔王と呼ばれ恐おそれられ敬われる、その存在は俺にこそふさわしい。俺はそれだけの魔力を持っているし、封ふう印いんされているオシリスになんて負けない自信があった。……ジャリス、シャイターンだった頃の俺はな、数え切れないほどの人間を殺してるし、それが楽しくて面おも白しろくて仕方なかった。戦乱を起こすのも大好きだったよ。なぁ、リンド」

　話をふられたリンドがびくっと震ふるえる。そして辛そうに目を伏ふせた。

「……ああ、俺達がやった事を詳くわしく知ったら……ジャリス、お前達はきっと俺達を憎にくんで蔑さげすむ。このアラバーナ大陸がまだ一つだった大昔から、俺達は人間達を操あやつってたくさんの罪を犯おかしてきた。口にはできないようなひどい事ばかりだ。きっとお前には想像すらできないだろう」

　リンドの告白に、心がずきりと痛んだ。リンドから直接こんな話を聞くのも初めてだ。表情一つ変えないターラがゆっくりと口を開く。

「俺と復活しかけたオシリスが戦って、大陸に大おお地じ震しんが起こって人間達がたくさん犠ぎ牲せいになった時も、俺は何とも思わなかった。それより、完全に復活したわけでもないオシリスに負けた事が悔しくてしょうがなかった。怪け我ががなかなか治らなくて、ラシッド達に追われて逃げてる時に……あの子に会ったんだ」

　あの子、とは、おそらくサウルナ国の皇女の事だろう。そこで何があったのか、具体的には判らない。それでも、きっとその出会いはターラに大きな影えい響きようを与あたえたのだろう。

　ジャリスは改めてターラを見つめる。シャイターンの姿をしたターラを見ると、苦しくて辛くて悲しい気持ちになる。騙だまされていたのは確かだ。それでも、それでも……。

「……わたしはあなたを信じてる。あなたはわたしの祖父で、海かい賊ぞく同盟の初代盟主。それは変わらない。あなたが長い時をかけて築き上げたものよ。わたしは孫としてあなたの意志に従うわ」

　頷うなずいたのはその場にいた全員だ。ナッシルがそっとマラファムに目をやった。

「親おや父じ、俺とマラファムは本当は気づいてたんだ。親父が人間じゃないかもしれないって。俺は医者だ。不老不死だって言う親父にずっと疑問を持ってた。どんな理由で不老不死になったのか、聞いても親父ははぐらかす。親父の胸に刺ささったのが真しん鍮ちゆうだって判った時には焦あせったさ。でも……でも、親父の正体がたとえシャイターンだろうと、親父は親父だ。俺達を育ててくれた父親だ」

　ナッシルの言葉に、マラファムが深く頷いた。ターラがまいた種はここにも芽を出している。信しん頼らいという花が王族達にも咲さくと信じたい。ナッシルが言う通り、たとえシャイターンであろうとも、ターラはターラなのだ。彼がこれまでアラバーナ大陸……いや、自分達の為ためにしてくれた事を忘れてはならない。シャリフ王が、全員を見回した。

「さあ、王族達を説得するとしよう。わしに任せておけ。こんな時は年寄りの出番じゃ。若造達にはまだまだ負けぬと教えてやらねばな」

　誰だれよりも心強い味方だった。ジャリスは港に目を移す。夕焼けが沈しずむ港の奥に、巨きよ大だいな王宮の丸まる天てん井じようが顔を覗のぞかせていた。

「王宮に行きましょう！　何としてでも、調印式をもう一度行うわ！」

　決意したジャリスの声に、乗組員達が全員頷く。

　だが本当は……明るく振ふる舞まうジャリスの心に、黒い澱おりのような物が沈んでいた。いつも側そばにいて当たり前だったアブウが、今はもういないからだ。それに押しつぶされないよう、ジャリスはあえてまっすぐに前だけを見つめる事にした。
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「お前は行かないのか？　ターラ」

　リンドは船長室の扉とびらをそっと開けて、寝ね椅い子すに横になっているターラに声をかける。ジャリス達は王宮に行く準備をしていた。ナッシルとマラファム、そしてシャリフ王は秘密会議をどう進行するか、食堂で話し合っている。

「うーん、どうするかなぁ。人間の姿になれるならともかく、この恰かつ好こうじゃ行っても驚おどろかれるだけだし。せっかく秘密会議をやり直すのに、逆効果になっちまったらまずいしなぁ」

　天てん井じようを見つめてターラが呟つぶやいた。本当はそれだけが理由じゃない事ぐらい判っている。

　ターラの傷は小さいが、かなり深い。真鍮は魂こん魔まに悪あく影えい響きようをもたらす。真鍮でできた傷は、魔力をもってしてもなかなか治らないのだ。平気な顔をしているが、おそらく立つのも辛い状じよう況きようだろう。

　寝椅子の隣となりに小さな椅子をもってきて座ると、ターラが首を傾かしげた。そっと目を伏せたリンドは、ずっと心にくすぶっていた想おもいを、つい口にしてしまう。

「なあ、ターラ……。俺達の罪は許されるのかな。俺、ジャリス達に……嫌われたくない」

　同じシャイターンでもあり、同じく人間達と一いつ緒しよに戦うターラにだけできる相談だった。

　リンドはターラを見るたび、ずっと羨うらやましいと思っていた。彼はおかしいと思われつつも、人間達にうまくとけ込んでいた。彼は言う、〝俺は人間だから〟と。それには人間に対しては、人間として接するターラの意気込みが隠かくされていた。リンドはそれを聞くたび、羨ましいのと同時にかすかな苛いら立だちも覚えていた。

「俺な……。お前みたいに人間になりたい。でも、人間達の為に頑がん張ばってるつもりだけど……俺は人間にはなりきれない。自分だけ感覚が違ちがうって思い知る時がある。俺は逆らう奴は皆みな殺ごろしにすればいいって思うけど、ジャリス達はそうじゃない。あいつらはみんなを救おうとするんだ。悪い事をしても、やり直す機会があればきっと罪は償つぐなえるって……。なぁ、俺達の罪も償えるのかな？　そうしたら……俺は人間として認めてもらえるのかな？」

　目の辺りがかっと熱くなる。最近〝泣く〟とはどういう事か判ってきた。悔しい涙なみだ、悲しい涙……そして嬉うれしい時にも涙は出る。シャイターンとしてオシリスの配下にいた時は、こんな感情を持った事がなかった。いつでも自分のやりたいように、面白おかしく暮らしていたのだ。

「……リンド、俺達はどう頑張っても、人間にはなれない」

　ターラの声は抑よく揚ようがなかった。冷たくも感じるような口調に、リンドの心に何かが深く突つき刺さった気がした。痛くて苦しくて、堪こらえていた涙がぼろっとこぼれる。

「いいか、リンド。俺達のしてきた事は、どうやったって許されるような事じゃない。許してもらおうなんて甘い考えだ。でもな、俺は人間達と接してきて、一つ知った事がある」

　ターラが天井を見つめたまま、何かを思いだしたようにふっと微笑ほほえんだ。

「人間達には〝愛情〟って言葉がある。もちろんそれが何か俺だって知ってる。でも、本当の愛情を教えてくれた女の子がいた。愛情は、もらうものじゃなくて与えるものだってその子は言ってた。見返りを期待するのは愛情じゃないってな。人間達の味方をして、許してもらおうと考えているなら、それは本当の愛情じゃない。自分が人間達に好かれたくてやってるだけなんだから。結局それは自分の事しか考えてないって事だ。俺は……そう思う」

　心に衝しよう撃げきが走った。何か見返りを期待する、そうじゃないとは言い切れない。ジャリス達に嫌きらわれたくなくて行動しているのは確かだ。ターラがリンドの心を読んだようにそっと呟く。

「ジャリス達に嫌われたくないなんて、それも甘えだよ。嫌われて当然なんだ。俺達はそれだけの事をしてきたんだから」

　静かだが、ターラの声には悲しい響ひびきが混じっているように聞こえた。

「……リンド。お前がそうして人間達の為に涙を流せるなら、きっとその愛情を理解できるはずだ。もしお前が人間達の為に無む償しようの愛情を注ぐ事ができるなら……一つ、お前に頼たのみがある」

　ターラがすっと向けた真しん剣けんな眼まな差ざしが、リンドを射い抜ぬく。

「……ああ、俺はどうなってもいい。ジャリス達を……オシリスに身体からだを乗っ取られたカッサラを救いたい。カッサラをアクラブ号のみんなに返してやりたいんだ。そうしたら……あいつら絶対喜ぶ。……あいつらが喜ぶと俺も幸せな気持ちになれるんだ」

　カッサラが船長を務めるアクラブ号。その乗組員達を思い出す。彼らに誓ちかった、カッサラを絶対に連れ戻もどすと。彼らが喜ぶ姿を想像して、胸が熱くなる。今度はさっきとはまた違ちがう意味で涙が溢あふれた。たとえ憎まれても嫌われてもいい、彼らが喜ぶのなら。そしてジャリス達が幸せになってくれるのなら。嗚お咽えつを上げると、ターラが小さく頷いた。

「なあ、リンド。なぜラシッドは、ダフム号で俺達を殺さなかったと思う？」

　それはずっと考えていた。リンドは魔力の大半を封ふうじられ、ターラは傷を負っていた。ラシッドにとっては絶好の機会だったはずだ。あれだけ大がかりに芝しば居いを打っておいて、結局ラシッドは何もせず姿を消した。それがどういう事なのか……実は察しがついていた。

「それは……俺達にまだ生きていてもらわなきゃならないからだろう？」

「そう、あいつらはまだ俺達を殺す訳にはいかない。……今回の事も、俺の正体をばらして人間達から孤こ立りつさせるのが目的だ。相変わらずあいつらは派手な事をするのが好きだな。……そこでだ、リンド。頼みというのは、それに関する事だ。これが失敗したら、ジャリス達に嫌われるどころじゃすまなくなる。それでも、これが出来るのは俺とお前だけなんだ……」

　ターラが話し始めた内容は、リンドが予想していた事と同じだった。今のリンドにとって、一番やりたくない事だ。それでも話を聞き終わって大きく頷いた。

　無償の愛情の意味を教えてくれた人達を絶対に救いたかった。たとえ自分がどうなろうとも。

　　　　[image: ]

　ムシャラワ国の王宮には、各国の王族達が勢せい揃ぞろいしていた。大広間に設けられた丸い巨大な机を囲んだ王族達は、皆みな一様に厳しい表情をしている。海かい賊ぞく同盟の代表として座っているナッシルの後ろに、ジャリスは控ひかえていた。両隣にはシャルマとコダートの姿もある。ざわついていた王族達から、ついに大きな声が上がった。

「ターラがシャイターンだったというのは本当かっ」

「あいつがシャイターンなら、我々は魔物達の策略にはまっていたという事だろう」

「静かにして頂きたい。話はわしからしよう」

　シャリフ王の一声に、辺りがしんと静まりかえる。さすがにアラバーナ大陸一の権力を持つサウルナ国の王は威い厳げんがあった。王族達の視線を一いつ斉せいに浴びて、シャリフ王は眼光を鋭するどくした。

「ターラは確かにシャイターンじゃ。だが、わしはそれを知っておった。知っていて、海賊同盟を立ち上げる手伝いもした。責めるなら、わしも一緒に責めるがいい。だが……みな、忘れてはおらぬか？　ターラがアラバーナ大陸の為にしてくれた事を。ターラが魔物達と通じているなどという事を考える者もいるようだが、もしそうならもっと早くアラバーナ大陸は滅ほろんでいただろう。あのバカ……いや、ターラは我々の味方だ。それは彼と話をした事がある人間なら、誰しも判わかっている事だろう？　こうして我々を混乱させて、ターラと袂たもとをわかたせようというのが本来の魔物達の狙ねらいじゃ。よく考えてもらいたい」

　凜りんとした言葉に王族達が口を噤つぐむ。しばらく無言が続いた中で、立ち上がったのはクアイだ。

「……俺もターラの事はよく知っています。最初に会った時からおかしな男だと思っていましたが、あいつがオシリスの手下だとは思えません。あいつが誰だれかの命令で動くなんてあり得ないでしょう？　あの傲ごう慢まん不ふ遜そんな男が」

　クアイの隣で失しつ笑しようしたラスミアが、優ゆう雅がに脚あしを組んだ。

「ええ、ターラが跪ひざまずいて〝はい、オシリス様〟なんて言ってる姿が想像できないわ。みなさん先に避ひ難なんしたからご存じないでしょうけど、ダフム号であわや私達が魔物に襲おそわれそうになった時、助けてくれたのはターラよ。彼は自分が魔物だと知られてでも、私達を助けてくれた。そんなターラをみなさんお疑いになるのかしら。そんなこと……私が許しませんわ」

　きらりと黒い瞳ひとみが光る。気の強さはおりがみつきだ。話が微び妙みようにターラの事を美化している気がするが、それでも強い味方だった。

「だが、ターラにはまだ腑ふに落ちない事がある」

　意見したのはウスタだ。表情一つ変えず、まっすぐジャリスを見つめた。

「ターラがシャイターンで、その魔力で魔物達と戦っていたのは判った。それなら一つの疑問は解決した。だがもう一つ、重要な事がある。ターラは四つの指輪を集めてどうするつもりだ？　オシリスを復活させる事しかできない指輪を、大切に保管する意味は何だ？」

　ジャリスはそっと胸に手を当てる。そこには翡ひ翠すいの指輪と、ターラが見つけてきた緋ひ石せきの指輪が鎖くさりを通してぶら下がっていた。

「それは……」

　どう答えるべきかと躊ちゆう躇ちよしたジャリスの耳に、聞き覚えのある声が届いた。

「四つの指輪で、アラバーナ大陸を一つにするのさ」

　相変わらずの軽い口調。まさかと思って声のした頭上を見上げると、天てん井じように近い明かり取りの窓まど枠わくにターラが座っていた。黒い翼つばさをたたみ、赤い瞳でこちらを見下ろしている。

「ターラ！」

　思わず声を上げると、ターラが片手をひらひらとさせた。王族達が一斉にざわつく。

「あれが……本当にターラ？」

「ターラ、お前は我々を騙していたのかっ」

　ターラがひょいっと窓から飛び降りた。翼をはためかせ、ゆっくりと床ゆかに降り立つ。そしてうーんと考えこむようにあごに手を当てた。

「騙すねぇ。まあ騙したと言えば騙したかな？　だって俺人間じゃないし……。よう、ムスタシャール王、引きこもりだったくせに顔色がいいなぁ。それにコンスルル王、ナスタシャ皇女は元気か？　ああ、そうそう、ギナン皇子、ナスタシャ皇女との婚こん約やくおめでとう！　ウスタ王、お前はガキの頃ころからちっとも変わってねぇな。眉み間けんにしわばっかり寄せるから、ラスミア女王に振ふられるんだ。ラスミア女王、ちっとはウスタに優やさしくしてやれよ。俺はマジでカトゥーナ国とムシャラワ国の合がつ併ぺいを狙ってるんだぜ。クアイ皇子、傲慢不遜はないだろう。この親しみやすさ全開の俺を捕つかまえて。ん……この小さいのがイルシュ殿下か？　初めましてー、エジド王は元気かな？　えっとー、あ、じじいに挨あい拶さつはいいや」

　がくっとシャリフ王が机から肘ひじを落とした。そしてじとっとターラを睨にらむ。

「全員に声をかけるなら、わしにもしたらどうだ？」

「いいよ、また口げんかになるだろ。……さてと、みなさんお集まり頂きありがとう。こんな姿で失礼。ちょっとばかし怪け我がしてさ。まだうまく人間に戻れないんだ」

　恐おそろしい姿なのに、いつもと同じ軽い口調でへらへらと笑うターラに、その場にいた全員が拍ひよう子し抜ぬけしたようだ。それでも気を取り直したのか、ウスタが眉まゆ根ねを寄せた。

「人間に戻るだと？　おかしな事を言うな。それがお前の本当の姿だろう？」

「あ、ウスタ王、お前どの口がそんな冷たい事言うんだ？　お前の疑問に答えてやろうと思ってわざわざ来てやったんだぞ。歓かん迎げいしろよな。……あ、俺ちょっと座らせてもらうぜ。傷が痛むんだ。どっかの間抜けが魔物に操あやつられて俺の事刺さしちまってさー」

　大げさに胸を押さえて顔を顰しかめたターラに、ウスタがぐっと言葉に詰つまっている。魔物に操られたのは、ウスタにとっては一生の不覚だろう。ナッシルが立ち上がり、ターラに椅い子すをゆずる。深く腰こし掛かけたターラが、呆あつ気けにとられている王族達を見回した。

「さて、疑問質問何でも答えるけど、その前に一つ聞いてもらいたい事がある」

　ターラが目配せすると、シャリフ王の隣となりに座ったマラファムが、数枚の書類を取り出した。そして王族達に配るようジャリスに合図する。書類を受け取ったジャリスは、大きな机を回って王族達に手て渡わたした。残った書類に目を落としたジャリスは、思わず声を上げる。

「これって……！」

　各国の王族達も書類を見てざわついている。ターラがゆっくりと口を開いた。

「書類に書いてあるのは、俺がずっと調べていたアラバーナ大陸に起こっているある問題だ。ネイレス国とウルネティス国では、以前起こった大おお地じ震しんで地じ盤ばん沈ちん下かが起きている。特にひどいのはネイレス国だ。首都のドフィーランは近いうちに海に沈しずむだろう」

　みんなが一斉にどよめいた。ネイレス国のムスタシャール王が、ぐっと唇くちびるを嚙かみしめる。

　それはジャリスも以前ネイレス国に滞たい在ざいした時に聞いていた。大地震の後に緩ゆるい土ど壌じようを埋うめ立てた結果、首都のドフィーランを地盤沈下という、人間にはどうする事もできない自然の猛もう威いが襲っていた。

「ドフィーランとまではいかなくても、同じような現象はアラバーナ大陸のあちこちで起きている。書類には、俺やマラファムが調べたその詳くわしい状じよう況きようが書かれている」

　ターラの話を引き継つぐように、シャリフ王が苦々しい表情で口を開く。

「地盤沈下だけではない。実はサウルナ国では最近砂さ漠ばく化かが急激に進んでいるのじゃ。農作物を育てていた土地が、一晩で砂と化したと報告もある。わしが調べさせた所によると、どうやらオシリスが宮殿を構えている、バンダラヤ火山の周りを中心にして起こっているようじゃ」

　大きく頷うなずいたクアイが、鋭い視線で王族達を見回した。

「タバラン国もバンダラヤ火山に面しています。王族式典が開かれる前、ターラに頼たのまれて調査しましたが、火山付近のタバラン国の領土も砂漠化が進んでいます。それもここ数ヶ月の間に突とつ然ぜんです。……オシリスが蘇よみがえった事と無関係だとは思えません」

　部屋がしんと静まりかえった。ジャリスは背筋がぞっとする。精神体だけとはいえ、オシリスの復活は、アラバーナ大陸にこれだけの影えい響きようをもたらしている。

「このまま……このままにしておいたらどうなるの？」

　会議の最中だと判っていたが、ジャリスは思わず問いかけた。邪じや魔ましてはならないと思ったが、それでも黙だまっていられなかったのだ。ターラがすっと視線を鋭くする。

「地盤沈下で海辺の町は沈み、灼しやく熱ねつの砂漠がどんどん増えるだろう。そうすれば人が住める場所が限られてしまう。砂漠では作物が育たず、人々は飢うえに苦しむ。飢えや貧しさは争いを生みやすい。そうなれば……」

　ターラは赤い瞳を王族達に向けた。口調には先さき程ほどの軽い調子はみじんもない。

「オシリスが直接手を下さなくても、アラバーナ大陸は滅びの道を歩むだろう。もちろんオシリスを倒たおさなければならない。だが、それと同時にアラバーナ大陸に起こっている自然の猛威を防ぐ事も必要だ」

「だが……百数十年前の大地震の原因を作ったのは、お前とオシリスなんだろう！　そのお前が今度はアラバーナ大陸を救うという。そんな事がどうして信じられる。地盤沈下の原因は間ま違ちがいなくお前達なんだぞ！　それにこの大陸で長く続いた争いだって……」

　ウスタががたっと立ち上がって、ターラに指を突つきつける。再び王族達がざわついた。

「……ああ、俺が大地震の原因だ。だがそれがどうした？　原因を作ったから、人間達の味方をしちゃいけないって言うのか？」

「なんだ、その態度は！　開き直る気か？」

　怒ど声せいが上がったが、ターラは腕うで組ぐみして薄うすく微笑ほほえんだ。

「今いま更さら過ぎた事を言ってどうする。俺が反省してすまなかったと言えば、お前達の気は済むのか？　それだったらいくらでも言ってやる。だが俺はお前達に許してもらおうとは思わない。罰ばつしたければ罰すればいい。俺は抵てい抗こうしないから、真しん鍮ちゆうの剣けんで好きなだけ切り裂さけよ。そうすれば間違いなく俺は死ぬだろう。だが、今はまだ駄だ目めだ。やるべき事がある。……ウスタ王、お前の疑問に答えてやるよ。四つの指輪は、オシリスを復活させる鍵かぎになる。だが、使い方次し第だいでは、アラバーナ大陸を四つにわける原因となっている亀き裂れつを元に戻もどせるかもしれない」

　目を見開いたウスタと王族達が驚きよう愕がくして言葉を失っていた。最初に口を開いたのは、ムスタシャールだ。

「ターラ、確か前に言っていたな。四つの指輪を使えば、大陸に入った亀裂をなくし、沈みつつあるドフィーランを救えるかもしれないと」

「ああ、指輪の力を使えば、ドフィーランや沈みかけている他ほかの町も、砂漠化が進んでいる土地もみんな救えるはずだ。……知ってるか？　大地震が起こる前、アラバーナ大陸に広がっていた砂漠は今の約半分だった。百数十年前オシリスが復活しかけた時の波動は、アラバーナ大陸をじわじわと痛めつけた。そのせいでどんどん砂漠が広がったんだ」

　人々が住む首都や町は、水のある場所を起点として作られているが、実の所現在のアラバーナ大陸の五分の一が砂漠といっても過言ではない。ターラがゆっくりと立ち上がる。

「四つの指輪を俺達が手に入れれば、領土争いの原因にもなった亀裂もなくなるし、砂漠化や地盤沈下が進んだ国も救えるだろう。その時こそ……真にアラバーナ大陸が一つになる時だ」

　高々と掲かかげられた宣言は、ジャリスの心をぎゅっとわし摑づかみにした。ずっとずっと子供の時から思っていた。なぜアラバーナ大陸は四つに割れてしまったのだろう。戦いと奴ど隷れい達を生んだ亀裂がなくなる。そうすれば……ジャリスの知らない新しい世界がやってくる。

「四つの指輪を集めれば、本当にそれが実現するのね？　ターラ！」

　思わず叫さけんで駆かけ寄ると、ターラが肩かたを竦すくめる。

「ああ、だがまだ他にも足りないものがある。その為ためにも、お前にはもっと頑がん張ばってもらわなきゃならない。お前が重要な鍵を握にぎってるんだからな……。それにオシリスを倒す事がまず先決だ。あいつが生きている限り、俺の……俺達の願いは叶かなわない……。その為には……」

　ふいにターラの顔が苦しそうに歪ゆがんだ。手を胸に当ててぐっと身体からだを折る。額に汗あせが滲にじんでいた。ぶるぶると震ふるえだした背中に、ジャリスは驚おどろいて手を当てる。

「痛むの？　ターラ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　マラファムがさっと駆け寄った。ターラはいつもと変わらないように振る舞まっていたが、やはり無理はできないようだ。怪我がひどいのはジャリスだってよく知っている。

「父上、少し休みましょう。無理はしないで下さい」

「ははっ……お前もナッシルも人がいいなぁ。まだ俺の事……父親って言うのか？」

　だがマラファムは表情一つ変えなかった。ターラの脇わきに手を入れて身体を支える。

「あなたは父です。私にとってもナッシルにとっても……海かい賊ぞく同盟全体にとっても、あなたは誇ほこるべき父親です。ここはナッシルやジャリス達に任せましょう。そろそろ自分の子供達を信用してもいいはずです」

　マラファムが珍めずらしく微笑んだ。力強い言葉に、ターラがふうっと息をつく。

「……これだけは言わせてくれ。アラバーナ大陸が真に一つになる為にも……調印式をすぐにでもやってほしい……それが俺からの頼みだ……」

　言い終えたターラが、がっくりと項うな垂だれる。どうやら気を失ったらしい。マラファムがターラの身体を軽々と肩に担かついだ。

「父の具合が悪いので、中座させて頂きます。……ジャリス、後は頼んだぞ」

　マラファムがそのまま扉とびらに向かう。ジャリスはその背中にゆっくりと頷いていた。




「……ターラの説明は理解して頂けたでしょうか？　わたし達海賊同盟としては、すぐにでも調印式をやり直したいと考えています」

　ターラ達を見送ったジャリスは、王族達に向き直って気持ちを奮い立たせる。しかしそんなジャリスに嚙みついたのはウスタだ。

「だが、結局四つの指輪をどう使うのかが判わからなかったぞ。そんな疑問を持ったまま、ターラの言う事を鵜う吞のみにするのか！」

「それは……必ずわたしがターラに問い質ただします。……みなさん、ターラは確かにシャイターンです。戦いの原因となる大地震を起こしたのも彼です。ですが思い出してください。ターラがわたし達の為にしてくれた事を。彼は長い時間をかけて、アラバーナ大陸の戦いがなくなるよう綿密な計画を立てました。海賊同盟を創つくり上げ、海とアラバーナ大陸の平和を守ると誓ちかい、各国で秘ひ密みつ裏りに行動をしていた。この中でもターラに助けられた人達はいるでしょう？」

　ウスタがすっと目を伏ふせた。彼は幼い頃ころターラに命を救われたと言っていた。真面目まじめさゆえに反対を唱えるが、本当は公明正大な人物だとジャリスは思う。

　だからこそこうして説得しているのだ。きっと、きっと判ってくれるはずだ。

「もしどうしてもターラを信じられないというなら……わたしを信じて下さい。わたしは海賊同盟の一人として、アラバーナ大陸に平和を取り戻したい。みんなが安心して住める大陸にしたいんです。その為にもオシリスを倒さなければ。それにアラバーナ大陸が一つになるのは、みんなが……大陸に住むみんなが願っているはずです。お願いです！　協力して下さいっ」

　深々と頭を下げて、ぎゅっと目を瞑つぶった。噓うそ偽いつわりない気持ちだった。飾かざった言葉はこんな時に役には立たないと、これまでの経験で判っていた。

「あなた……相変わらずね、ジャリス。人を説得する時は駆け引きするものよ。まっすぐ物を言えば、何でも伝わるわけじゃないわ」

　頭を下げ続けていたジャリスの耳に、ラスミアの呆あきれたような声が聞こえた。ぎゅっと唇くちびるを嚙かみしめて少しだけ顔を上げると、ため息をついたラスミアが、ゆっくりと微笑んだ。

「でも私は、そのまっすぐな所が気に入っているわ。カトゥーナ国はあなたを海賊と認めて旗を渡わたした。そのあなたの言う事に耳を貸さないわけにはいかないもの。……私は調印するわよ。ジャリスとターラの気持ちは十分伝わったわ。船ではあなた達に助けてもらった事だし」

　片目を瞑ったラスミアに頷うなずいたのは、クアイとムスタシャールだ。

「俺も調印しよう。オシリスを倒さなければならない今、国同士で諍いさかいを起こしている場合じゃない。ジャリス、君が信じるなら、俺もターラを信じよう」

「私もだ。ドフィーランの町を救う手だてがあるのなら、どんな協力も惜おしまない。国王スルタンとして、民衆の命と生活を一番に考えなければ」

　戸と惑まどいがちだったコンスルルとギナンが、ゆっくりと頷いた。

「話はよく判った。私も調印しよう。ケレン国の東部はバンダラヤ火山とさほど離はなれていない。やがてケレン国にも砂が押し寄せてくるだろう。それだけは避さけなければならない」

「僕もです。オシリスには、ヨーヌルの町を消しよう滅めつさせられました。あの時の恐おそろしさは今思い出しても震えがきます。あんな目に民衆をあわせるわけにはいきません」

　シャリフ王が、頭を上げたジャリスに目を向け微笑んだ。

「わしはアラバーナ大陸の争いを子供の頃から見てきた。あの時は戦いがなくなって平和がくるなんて夢物語だと笑われたものじゃ。だが……もう少しで夢が叶う所まで来ておる。生きているうちに、それが夢物語ではなかったと証明したい」

　小さな身体で机に両手をのせていたイルシュが、にっこりと笑う。

「僕はターラに会ったのは初めてだから、彼の事はよく知らない。でもジャリス、君の事はよく知っている。君はマハル王国で魔物に誘ゆう拐かいされた僕を救いに来てくれた。君がアラバーナ大陸の事を……ううん、この大陸に住む人達の事を本当に大切に思っているのは判っている。君の事を信じるよ、ジャリス」

　ジャリスは目め頭がしらが熱くなる。今まで色んな国を回って旅してきたこと、そして色んな人達に出会えて分かり合えたこと。それはジャリスにとってかけがえのない財産だ。

「ウスタ、あなたはどうするの？　私達は決心したわよ」

　ラスミアがきつい眼まな差ざしを向ける。ウスタは目を瞑って、今までのみんなの話を聞いていた。

「……ターラの話には、まだ疑問点がある」

「まだ言うのっ。この強ごう情じよう者！」

　ラスミアがかっと目を剝むいて食ってかかった。ウスタがすっと目を開く。

「ジャリス、一つ聞きたい。お前はターラを信じるというが、もし、もしもだ。ターラが裏切ったならどうする？　万に一つあり得ない話じゃないだろう。我々は魔物達の脅きよう威いにさらされ、もう瀬せ戸と際ぎわまで来ている。少しの疑念もあってはならない状じよう況きようだ。ターラがもしお前の信しん頼らいを裏切ったらどうする？」

　頑がん固こだとラスミアは言うが、ウスタの言い分は筋が通っているとジャリスは思う。彼は真面目で少しの矛む盾じゆんも許さない。だが、いつでも疑いを持って行動する人がいてもいいのだ。色んな考えと意見がぶつかってこその会議だ。ジャリスは青い瞳ひとみに、決意を込めた。

「もし……もし、ターラが何かを企たくらんでいて、そしてそれがアラバーナ大陸の為にならないのなら……わたしが、この手で彼を倒たおします」
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　ターラを信じているからこその言葉だ。それでも……もしも、もしも万に一つ、ターラが裏切るような事があれば、その時の事も覚かく悟ごしていた。

「……なるほど。それに偽いつわりはないのだな？」

　薄うす茶ちやの瞳で見み据すえられたが、ジャリスは心を強くもって、大きく頷いた。

「はい。みなさんの信頼を受け取るのは、それなりの責任を伴ともないます。わたしはその信頼を裏切ったりしません。……ウスタ王、先さき程ほども言いましたが、どうしてもターラを信じられないのなら、わたしを信じてください。もしターラが裏切ったら、わたしは容よう赦しやしません」

　はっきり言い切ると、ウスタがすっと立ち上がった。そしてジャリス達に背を向ける。呼び止めようとするより早く、ウスタがそっと振ふり向いた。

「……緊きん急きゆう事態ですので、明日我が王宮でこのまま調印式を執とり行いましょう。皆みな様さま、それまで滞たい在ざいなさってください。必要な物は、いくらでも取り寄せますので」

　突とつ然ぜんの言葉に、思わず呆ぼう然ぜんとしてしまう。ウスタが、緊きん張ちようしてがちがちになっているジャリスを一いち瞥べつしてふっと笑った。

「……私もターラが憎にくいわけではない。信じたい気持ちはみんなと同じだ。だが……筋は通さねばならん。ターラの事を信用しすぎている我々では、真実を見誤る恐れがある。誰だれかが声こわ高だかに疑問を叫さけぶ必要があった」

　だからたとえ周りから非難されようと、ウスタはターラへの追及を緩ゆるめなかったのだろう。

「ジャリス、誰かを信じるのは簡単だ。だが、信じ抜ぬくのは難しい。ターラを信じ抜くつもりなら、それ相応の覚悟をして欲しかった。……お前にはそれが理解できたようだな。ならば、私もターラを信じ抜く決意をしよう。このアラバーナ大陸に住む人々の為ために」

　ウスタが大広間を後にする。ジャリスは、ウスタにターラへの疑ぎ惑わくがあると言われてからずっと、心にくすぶり続けていた何かが判った気がした。ターラを信じていると言いながら、信じ抜く事ができていなかった。だからターラの行動に戸惑いを感じて疑ってしまったのだ。

「なによ、恰かつ好こうつけちゃって。まったく」

　ぶつぶつ言いながらラスミアが席を立つ。そのまま扉に向かったが、ジャリスのすぐ側そばで足を止めた。

「明日の調印式の段取りを、ウスタに聞いてきてあげるわ。あの男扱あつかいにくいから、私が行く方がいいと思うの。海賊同盟は、ダフム号の乗っ取りの後始末で大変でしょうし。それに私達だって、もう吞のん気きにお客様気分ではいられないわ」

　ラスミアの言葉は心強かった。優ゆう雅がに歩く彼女の背中を見送って、ジャリスはようやく肩かたの力を抜いたのだった。
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　翌日、調印式は盛大に行われた。急きゆう遽きよ決まった事ではあるが、ウスタの対応は素す早ばやく、各国の王族達と避ひ難なんした乗客達が再度集まり、王宮の庭は溢あふれんばかりの人で賑にぎわっていた。

　ジャリスは王宮の二階部分から、庭に作られた王族達が並ぶ壇だんを見下ろしていた。避難した人々には、ダフム号の暴走は故障が原因と発表されていた。説明不足だと不満の声が上がったようだが、各国の王族達が直接対処してくれたおかげで、何とか騒さわぎは収まった。

「後はウスタ王が調印すれば終わりね……。今度は筆を折らないでよ」

　思わず両手を組んで祈いのる。筆を受け取ったウスタが調印書に署名した。ムシャラワ国の国印を押したのを見届けたジャリスは、ほうっと胸をなで下ろす。パンパンッと花火が空に打ち上げられ、一いつ斉せいに派手な太たい鼓こと笛の音が辺りに響ひびいた。

「調印式が成功したぞーっ」

「アラバーナ大陸の平和にばんざーいっ」

　歓かん声せいが辺りに響き、壇上では王族達が集まった人々に手を振っている。コダート達は警備を指揮する為、庭にいるはずだ。

　ジャリスは調印式を見届けてきびすを返す。もう一つやらなければならない事があった。

「ルーレル、いる？」

　訪おとずれたのはクアイが使っている王宮の一室だ。中からがちゃんと鍵かぎが開く音がして、筋肉隆りゆう々りゆうのルーレルが姿を見せる。相変わらず自信に満ちた表情で、ジャリスを出で迎むかえた。

「ジャリスか、よくきたね。退たい屈くつしてたんだ。サウルナ国のじいさんを迎えに行って帰ってきたら、ご主人様が部屋から出るなって急に言い出してさ。船が乗っ取られたんだって？　あたしがいたら、魔物達の好きにはさせなかったのに！」

　歯がみするルーレルに促うながされて、部屋に足を踏ふみ入れる。ルーレルを部屋から出さないよう頼たのんだのはジャリスだ。彼女には自分から伝えなければならない事があった。

「何さ、暗い顔して。あっ、判わかった。アブウがまた何か失敗したんだろう。面めん倒どうでも起こしたのかい？　あたしが何とかしてやるよ。あいつの不始末はあたしが……」

　ふいにルーレルの言葉が途と切ぎれた。ジャリスの瞳から涙なみだが溢れたせいだ。

「アブウはね、凄すごく頑がん張ばってくれたの。アブウのおかげでわたし達助かったわ。でも……」

　言葉を続けられなかった。両手を顔に当てて俯うつむくと、ルーレルが眉まゆ根ねを寄せる。

「……アブウに何かあったの？」

　ルーレルの声が震ふるえている。ジャリスは持っていた布ぬの袋ぶくろを取り出した。ひもを解ほどいて近くにあった机に広げる。

「それは……！」

　水差しの割れた破片を見て、ルーレルが両手を口元に当てて目を見開いた。精霊であるルーレルには、アブウの本体である水差しが割れたのがどういう意味なのか、よく判っているのだろう。ルーレルが机に駆かけ寄って、そっと水差しの破片に手を触ふれる。信じられないといいたげに唇を震わせ、何度も何度も首を振る。

「噓うそだ！　そんなはずない……！」

　いくつもある割れた破は片へんを手にとって、やがてルーレルは机に突つっ伏ぷした。肩が大きく震えている。ジャリスは溢れる涙をぐっと堪こらえた。それでも後から後から涙はこぼれ続ける。

「船が魔物に乗っ取られて、暴走したの。アブウは船を止めようとして……魔物に……」

　アブウが灰になった瞬しゆん間かんを思い出して、ついに堪えきれなくなって嗚お咽えつを上げた。もうそれ以上何も言えなかった。ただ、ルーレルにだけは自分の口から伝えたかった。たとえ怒いかり狂くるった彼女にどんなに責め立てられようとも、それを甘んじて受けるつもりだった。

　だが顔を上げたルーレルは、涙を浮うかべながらも、責めるような声は上げなかった。

「……あんた達を助ける為だったんだろう？　だったら……だったら、アブウは精霊としての自分の仕事をまっとうした。あんた、泣くんじゃないよ。ご主人様の為に命をかけるのがあたし達精霊なんだ。アブウがあんたの為に頑張ったのなら、誉ほめてやってよ……」

「ええ、頑張ってくれたわ、すごくすごく。ルーレル、わたしアブウがいないなんてまだ信じられないの。くせになってるのね、すぐ腰こしにあるはずの水差しを触さわろうとしてしまうの……。それに一人で考え事をしている時、ついアブウに話しかけてしまうの。だってそうするといつも……いつもアブウは水差しから顔をだして、返事をしてくれるから……」

〝ご主人様～。悩なやんでないでみんなに相談しましょうよぅ。アブウはいつでもご主人様の味方ですぅ〟

　悩んでいると、アブウはいつもそう言ってくれていた。泣くなと言われたが、涙は止めどなく溢れてくる。調印式を無事終わらせるまでは……それまでは忙いそがしさにかまけていられた。忙しさを理由に、悲しみを心の中に封ふうじ込めていられた。だが、無事に調印式も終わりほっとしたと同時に、ジャリスの心にはアブウの笑え顔がおばかりが浮かんでくる。そしてなぜあの時アブウを一人にしてしまったのかと、自分を責め立てる。誰にも言えない。ジャリスが泣けば、みんなが心配するだろう。それでも心に渦うず巻まく想おもいを誰かに聞いて欲しかった。

　ルーレルが片手で涙を拭ぬぐい、ゆっくりと立ち上がる。

「……ねぇ、アブウの最後をもう一度よく聞かせて。アブウは水差しを攻こう撃げきされたのかい？」

「いいえ、水差しはわたしが持っていたの。急に水差しが割れたから、心配になってアブウの所に行ったら……」

　思い出したジャリスは、うっうっと泣きじゃくってしまう。まるで子供みたいだと思う。だけどそれでも構わない。もう悲しみに耐たえられないでいた。

「……水差しのかけらはこれで全部かい？　なくなってないよね？」

　ふいに何かを思いだしたような表情で、ルーレルが問いかける。驚おどろきつつ頷うなずくと、ルーレルの瞳ひとみにかすかに光が宿った気がした。

「もしかしたら……」

　呟つぶやいたルーレルに、ジャリスは目を見開いた。

「も、もしかしたらって、何？」

　慌あわててルーレルにしがみついた。無理だと判ってはいたが、もしかしてルーレルなら、アブウを生き返らせられるのではと、内心で淡あわい期待を抱いだいていた。だがルーレルが、ジャリスの腕うでをそっと解いて首を振ふる。そして机の水差しに手をかけた。

「……いや、何でもないよ。この水差しのかけら、あたしが貰もらってもいいかい？　アブウの形見を持っておきたいんだ」

　淡い期待はもろくも崩くずれ去る。シャイターンのリンドでさえ、魔力が十分だったとしても、アブウを生き返らせるのは不可能だという。精霊のルーレルにできるはずがなかった。

　水差しを持っていたいというルーレルの気持ちは、痛いほどよく判る。ジャリスも本当は手元に置いておきたかった。きっと水差しを見るたび泣いてしまうだろうが、それでもいい。

　だがルーレルがアブウを心から愛しているのはよく知っている。他ほかの人なら絶対に渡わたさないが、ルーレルならば……。

「ええ、あなただったら……」

「ありがとう。大事にするよ。あたしの大切な大切なアブウなんだから……」

　布越ごしに、愛いとしそうに水差しのかけらに頰ほおずりしたルーレルを見て、思わずしゃくりあげる。

「ご、ごめんなさい、わたし、泣いてばかりで。ルーレルだって悲しいのは同じなのに……」

　何とか涙を堪えようとすると、ルーレルが優やさしい眼まな差ざしを向けた。

「泣くなって言っただろ。しょうがないね……。じゃあ、今だけは一いつ緒しよに泣こう。でもこの部屋を一歩出たら、辛つらくても笑顔になるんだよ。アブウはあんたの笑顔が大好きだったんだから。調印式が終わったって、やらなきゃいけない事がまだまだたくさんある。アブウがいないからって、立ち止まっちゃ駄だ目めだよ。それがあんたの選んだ道なんだから」

　涙を浮かべたルーレルがそっと両手を広げて、泣きじゃくるジャリスを包み込むように抱きしめる。ルーレルの身体からだから伝わる温かさは、暗く凍こごえたジャリスの心に、かすかな温ぬくもりを与あたえてくれた。
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「それでは失礼します」

　調印式が終わり、もうすぐ国王達の晩ばん餐さん会の時間だった。コダートは王宮の一室を後にする。中にいたマラファムが鋭するどい視線でコダートを見つめた。

「本当に、いいのだな？」

「ええ、もう決めた事です」

　コダートはそう言い残して、静かに扉とびらを閉めた。マラファムと話すのはやはり緊きん張ちようする。特に今話した内容は、かなりの勇気を伴ともなった。

「コダート！　見付けたぞ！」

　ほっと息をついて廊ろう下かを歩いていると、クアイがすごい勢いで駆け寄ってくる。

「お前、覚えているだろうな！　調印式が終わったぞっ」

　コダートの腕をぐっと摑つかみ、はあはあと息を切らしているクアイに思わず眉根を寄せた。一いつ瞬しゆん何の事だろうと首を傾かしげる。そしてぽんっと手を打った。

「……ああ、もしかして、決けつ闘とうか？」

「お、お前、まさか忘れてたのか！」

「当たり前だ。そんな場合じゃなかっただろう。クアイ皇子、こんな状じよう況きようでそんなバカな事は止やめよう。怪け我がでもしたら……」

　諭さとしても、聞く耳を持っていないようだ。クアイが拳こぶしを握にぎりしめる。

「いいや、こんな場合だからこそはっきりさせよう！　これからオシリス達との戦いが始まる。うやむやになっているうちにお前に先を越こされたら、俺は怒り狂って何をするか判らないぞ！」

「じゃあ、オシリスを倒たおしてからにしよう。それならいいだろ」

　ジャリスへの愛で生きているクアイ。その気持ちは判らなくもない。だが決闘なんてやっている場合ではない事は、常識をもっているコダートにはよく判っている。今は逃にげの一手だ。

「そんなのいつの話か判らないだろう！　その間にお前とジャリスが結けつ婚こんなんて事になったらどうする。お前達は婚約者同士なんだぞ！　コダート、お前とジャリスの婚約など、絶対に俺は認めん。俺が勝ったら、ジャリスとの婚約を……」

「婚約ならたった今、マラファム様に取りやめてもらうよう話してきた」

　クアイが一瞬惚ほうけたような表情になる。目を何度も瞬またたかせて動きを止めていた。

「な、何だと？」

「だから、婚約はもう破は棄きした。それなら文句はないだろう」

　肩かたを竦すくめて歩き出すと、慌あわてて追いかけてきたクアイが、両手を広げて進路を塞ふさいだ。

「ど、どういう事だ？　何で婚約を破棄した。お前はジャリスを……」

「ああ、愛してる」

　はっきり口にすると、再びクアイが目を瞬かせた。コダートはふうっと息をつく。

「俺はずっと考えていた。親の決めた婚約なんかで、ジャリスと結婚なんておかしいってな。……俺は自分の力でジャリスの心を手に入れる。クアイ皇子、あなたには負けない」

　言い切ったコダートに、クアイはぶるぶると身体を震ふるわせた。

「いい度胸だ、コダート！　この俺に戦いを挑いどむのだなっ」

「ああ、決闘したいならそれもいいだろう。俺は逃げも隠かくれもしない。だが、オシリスを倒してからだ。それまではジャリスの邪じや魔まになるような事はするな。俺も抜ぬけがけなんかしない。きっちりあなたとは決着をつける。いかがかな？」

　不敵な笑みを浮かべると、クアイが眼光を鋭くしてほくそ笑んだ。

「……いいだろう。お前がそこまで言うのなら、俺も手加減はしない。必ず決着をつけよう！」

「ああ、それまでは一時休戦といこう。……ジャリスの為ために」

　コダートは片手を差しだした。クアイがその手をぐっと摑む。勝負はまだ先だが、それでも必ず決着をつける時がやってくるだろう。

　コダートは、クアイの手をぐっと力を込めて握り返していた。
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　ジャリスは王宮の広間で、ウスタ王の前に跪ひざまずいていた。庭では調印式成功を祝う人々が、盛大な祝いの宴うたげを開いている。開いた窓から、香こう辛しん料りようの香かおりが漂ただよってきていた。おそらくもうすぐ始まる王族達の晩餐会の準備をしているのだろう。

「ジャリス、王族式典の開かい催さいご苦労だった。マラファム殿に、今回の王族式典が成功すればお前にムシャラワ国の旗を与えるよう頼たのまれていた。受け取るがいい」

　椅い子すに座ったウスタの隣となりで、二人の侍じ従じゆうがムシャラワ国の紋もん章しようである朱鷺ときが刺し繡しゆうされた旗を広げた。ジャリスは跪いたままウスタを見上げる。そしてゆっくりと首を振った。

「いいえ、今回の王族式典は決して成功と呼べるものではありません。船を魔物達に乗っ取られ、犠ぎ牲せい者しやまで出ました。わたしにその旗を頂く資格はありません」

　死者が出なかったとはいえ、生死の境を彷徨さまよった負傷者が出た。そしてジャリスは大切なアブウを失った。調印式は何とか行う事ができたが、決してうまくいったと誉ほめられるような状態ではない。

「だが、この旗をもらえば、お前は八枚の旗を揃そろえた事になる。〝海かい賊ぞく〟を名乗れるのだぞ」

　ずっと夢見てきた。八カ国すべての試練をやり遂とげて、紋章入りの旗をもらう事を。そしてバルク号の帆ほ柱ばしらに、海賊の証あかしである八枚の旗をすべて揃えて翻ひるがえすことを。その為に今まで旅をしてきたのだ。だがジャリスはもう一度首を振る。

「それでも……それでも、わたしはその旗を頂くわけにはいきません。王族式典は失敗したと言っていいでしょう。船を乗っ取られ、王族の方達と招待客を危険な目にあわせてしまいました。そして……そして、ウスタ王が疑問に思われていたターラの事も、わたしも何度もおかしいと感じていたはずなのに、その正体に気づけませんでした。わたしはまだまだ未熟です。こんなわたしが〝海賊〟を名乗るわけにはいきません。たとえもらったとしても、その旗をバルク号に掲かかげるわけにはいきません。わたし自身がそれを許せないのです」

　ジャリスは深々と頭を下げた。自分の未熟さが悔くやまれる。もっともっと成長しなければならない。ジャリスの目的は海賊になることではなく、海賊として認められるだけの人間に成長することだ。もっともっと自分を誇ほこれるようになりたかった。

「……それで本当にいいのか？」

「はい、ウスタ王。旗は各国の王がその者を海賊だと認めた時に与えるものです。わたしは今回の事でウスタ王に認められるだけの働きをしたとは思っていません」

　決意の表情を浮うかべると、ウスタがふっと笑えみを浮かべる。初めて見るような優しい表情だ。

「お前は私と同じように頑がん固こ者だな。いいだろう。ではこの旗は私が預かるとしよう。……そうだな、一つ提案があるぞ。ジャリス、お前に見習いとしての試練を与えたい。その試練を乗り越えられたなら、お前はきっと海賊を名乗るにふさわしい人間となれるだろう」

　ウスタがすっと立ち上がった。そしてジャリスに近付くと、手を取って立ち上がらせる。

「ジャリス、アラバーナ大陸の国々と協力してオシリスを倒せ。それが私からお前に与える試練だ。見習いの試練は一月と定められているが、この試練には期限を設けない。会議の時、アラバーナ大陸を平和に導く為に、お前が何か重要な鍵かぎを握っていると聞いた。お前に期待しているぞ、ジャリス」

　目を見開いたジャリスだったが、すぐに大きく頷うなずいた。ウスタの試練は、間ま違ちがいなくジャリスの見習いとしての最後の試練となるだろう。どれだけ時間がかかるかは判わからない。

　成功できるかは……神のみぞ知る事だった。
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　今いま頃ごろ王宮では、晩餐会の真っ最中だろう。コダート達に後を任せて、ジャリスは一人バルク号に戻もどってきていた。すぐにでもターラに聞きたい事があったのだ。

（ターラに、四つの指輪をどう使えば、アラバーナ大陸の亀き裂れつを元に戻せるのか、今度こそちゃんと聞かなくちゃ！）

　このままうやむやにするつもりは毛頭ない。ターラの看病と、彼がふらりとどこかに行かないよう見張りを兼かねて、リンドを船に残していた。ジャリスは船長室に足早に急ぐ。

「……お前の言うことなんかきかないぞっ」

　船長室の前まで来ると、ふいに中からリンドの怒ど鳴なり声が聞こえた。ジャリスは驚おどろいて扉を叩たたこうとしていた手を止める。まさか、ターラとケンカでもしているのだろうか。だが次に聞こえた声で、すぐにそうではないと判った。

『……いいや、お前達は協力するさ。必ずな』

　くぐもっているが、ラシッドの声だとすぐに気づいた。少しだけ開いている扉とびらからそっと中を窺うかがう。やっと人間に戻れるようになったのか、目ま深ぶかに帽ぼう子しを被かぶったターラとリンドの横顔が見えた。赤い瞳ひとみをした二人の視線は、目の前にある机に置かれた水すい晶しように注がれている。以前リンドがラシッドとの連れん絡らく用に使っていたものだ。

「ふざけてんじゃねぇ。俺達がお前に協力すると思っているのか？」

　ターラが腕うで組ぐみして鋭するどい声を上げる。だが水晶からは不気味な声が響ひびいた。

『ああ、その為に今回の芝しば居いを仕組んだんだ。ターラ、シャイ悪ターン魔だと知られた以上、人間達は今までのようにお前を英えい雄ゆう扱あつかいはしないぞ。私はな、本当にお前を殺したいほど憎にくい。だが、お前達をまだ殺すわけにはいかないんだ。……どういう意味か判っているだろう？』

　リンドが唇くちびるを嚙かみしめている。ターラは余よ裕ゆうの態度を崩くずさず、ふんっと鼻を鳴らした。

「……四つの指輪と四人のシャイターン。それがオシリスの精神と肉体を、完全に復活させる条件だ。俺が今までお前達に協力するなんてありえなかったから、お前はコダートの身体からだを使って、オシリスの精神だけでも蘇よみがえらせようとした。まあ、それは失敗に終わったようだがな」

　ジャリスの頭に、サウルナ国の海軍大たい佐さカッサラの顔が浮かぶ。ジャリス達が復活の儀ぎ式しきを邪魔し、コダートの身体を乗っ取れなかったオシリスは、カッサラの身体を使って蘇ってしまった。もしターラが今言った事が本当なら……。ジャリスはぞっと身体を震わせる。

　精神と肉体が完全に蘇ったオシリス。一体どれだけの脅きよう威いになるのか、想像すらできない。

『ターラ、お前はいつだって冷たくて卑ひ怯きような男だったな。オシリス様に刃は向むかった時も、私を仲間に引き入れようとして……そして断った私をだまし討うちにしたっ』

　ラシッドが急に興奮したように声を荒あららげた。ターラがふふんと笑う。

「だからどうした。お前は邪魔だったんだよ。昔は俺の後ばかりついてきて懐なついてたくせに、いざ肝かん心じんな時になると、オシリス様オシリス様と尻尾しつぽを振ふる。俺の誘さそいを断った時点で、お前は敵になったんだ。だまし討ちだろうとなんだろうと、やられるお前が間ま抜ぬけなんだよ」

　水晶からばっと目に突つき刺ささるような光が放たれる。それがラシッドの怒いかりのように思えた。

『……くっ、まあいい。ターラ、私はどうやらお前の事を少し誤解していたようだ。お前ほど冷たい男が、本当に人間達に心を許すとは思ってもいなかった。だが最近のお前の行動を見ていて、考えが変わったよ。……いいか、よく聞け。お前達が持っている翡ひ翠すいと緋ひ石せきの指輪を持って、すぐにバンダラヤ火山のオシリス様の宮殿に来い。オシリス様の肉体を復活させる儀式に協力するんだ。さもなくば……まず最初にオシリス様が手を下されるのはサウルナ国だ！』

　ターラが一いつ瞬しゆんで目を剝むいて、水晶に向かって叫さけび声を上げる。

「なんだとっ。お前……！」

『何を言っても無む駄だだ。オシリス様の魔ま力りよくはまだ十分ではないが、サウルナ国の一つぐらいは、あのヨーヌルとかいう町のように消しよう滅めつさせる事はできるだろう。……ターラ、こんな脅おどしは私の知っているお前には効果がないはずだった。消滅させるならすればいいと、以前のお前なら言っただろう。だが……今のお前は違ちがうだろう？　サウルナ国のシャリフ王は、お前にとって最も大切な人間の一人じゃないのか？』

　ターラがぐっと唇を嚙みしめる。怒りに全身が震ふるえていた。

『もちろん、オシリス様がそれだけの魔力を使えば、器うつわであるカッサラの身体がどうなるかは判らない。魔力に耐たえられなくて、身体がばらばらに引きちぎられてしまうかもな。だがそれでもいいとオシリス様は仰おつしやっている。宿っている身体を変えればすむ話だ。今度こそコダートに器となってもらうとしよう。そうそう、四つの指輪が見つかった以上、地図を持つジャリスはもう必要ない。むしろ生きていてもらっては困る。あの女は色々と面めん倒どうだからな。魔物ジン達を総動員して、バルク号を急きゆう襲しゆうするとしよう。どこへ逃にげても無駄だぞ。傷を負ったお前と、魔力の大半を封ふうじられているリンドで、果たしてくい止める事ができるかな？』

　ふふふとほくそ笑むような声が船長室に響いた。

　リンドが真っ青な顔でターラを見つめる。怒りに震えていたターラが、すうっと一つ息を吸いこんだ。そして吐はき出すと、水晶を睨にらみつける。

「……判った」

　ジャリスは愕がく然ぜんとした。思わず扉をバンッと開け放つ。そしてターラ達に駆かけ寄った。

「駄だ目めよっ。そんな儀式に協力しちゃ駄目！　魔物達が襲おそってきてもみんなで迎むかえ撃うてば……」

『ジャリスか……。ふん、人間がどれだけ集まった所で敵ではない。ダフム号では手加減してやっていたのだぞ。目的はターラを人間達から孤こ立りつさせる事だったからな。むしろお前達が死なないように注意していたくらいだ。だが、今回は違う。お前達を確実に殺すぞ』

　水晶に赤い瞳を爛らん々らんと輝かがやかせたラシッドが映っていた。ジャリスは首を振る。

「そんなことは……あっ！」

　ジャリスは思わず声を上げる。首からぶら下げていた鎖くさりが音を立てて切れたのだ。

　鎖を握にぎっていたのはターラだった。鎖の先には、翡翠と緋石の指輪がぶらさがっている。

「……ジャリス、考えがある。これは借りるぞ」

　一瞬でシャイターンへと姿を変えたターラが、そっとジャリスの耳元で囁ささやいた。

『いいぞ、ターラ。そのまま私達の許もとに来い。その時こそ、オシリス様が完全に復活なされる時だ！』

　ジャリスは水晶を床ゆかに叩きつける。ラシッドの高笑いをこれ以上聞きたくなかった。パリンと音がして水晶がまっぷたつに割れた。

「ターラ、駄目よ！　何か手を考えましょう。オシリスが四つの指輪を手にして、肉体まで取り戻したら……！」

　だがターラは静かに首を振る。状じよう況きようにそぐわず、瞳は落ち着いた色を湛たたえていた。

「ジャリス、いいんだ。これでいい。俺に考えがある。俺を……信じてくれ」

　ターラがジャリスの両りよう肩かたを摑つかんだ。そして青い瞳を覗のぞき込む。

「俺達はバンダラヤ火山へ行く。急がないと、ラシッドは本当にお前達に攻こう撃げきを仕し掛かけてくるだろう。お前達はここで待機していろ。だがジャリス……これだけは覚えていてくれ。俺もリンドもお前達の仲間だ。お前達が安心して暮らせるような世界を作ってやる。それが……俺が出来る唯ゆい一いつの償つぐないだ」

　ターラの瞳が赤く光った。すうっとジャリスの意識が遠くなる。手足がしびれはじめて、指先一つ動かせない。ターラがそっとジャリスの身体を床に横たえた。重くなる瞼まぶたを必死で開けていると、リンドがそっと近付いて手に触ふれる。

「……ジャリス、もう会えないかもしれないな。アクラブ号のみんなに伝えてくれ。絶対にカッサラだけは生きてお前達の所に帰すって。それから……バルク号のみんなにも、迷めい惑わくかけてごめんって。短い間だったけど、お前達と一いつ緒しよに旅してきて、すげぇ楽しかったよ。人間になれるかもしれないなんて、バカな事も考えてた。そんなこと……出来るはずないのに」

　微び苦く笑しようを浮うかべたリンドの手を握り返そうとしたが、叶かなわなかった。そのまま二人は、ジャリスを名残なごり惜おしそうに見つめてから、すっと背を向ける。

（行かないで！　ターラ！　リンドッ）

　すぐに目の前が真っ暗になったジャリスは、心の叫びをついに声に出す事はできなかった。

　大切な人をこれ以上失いたくない。瞑つぶったジャリスの瞳から、一筋涙なみだがこぼれていた。
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　晩ばん餐さん会が終わった頃ころには、すっかり夜が更ふけていた。バルク号に戻もどってきたコダート達が見付けたのは、船長室で倒たおれているジャリスだった。気づいたジャリスから聞いた話の内容に、コダートは唇を嚙みしめる。

「ラシッド……！　卑怯な事をっ」

　ターラとリンドの最も大切な人達に攻撃を仕掛けるというラシッドの手は、卑怯以外の何物でもない。コダートは怒りに燃える心を抑おさえられないでいた。

「……考えがあるってターラは言ってたわ。ここで待機してろって。でも待ってなんていられないわっ。ターラ達が向かったのはバンダラヤ火山よ！　私達も行きましょうっ」

　船長室の椅い子すに座っていたジャリスが立ち上がる。リクが泣きそうな顔で、大きく頷うなずいた。

「そうだよ、行こう！　リンド達を連れて帰ろうよっ。俺、またみんなでわいわい一緒に旅がしたいよ！」

　だがシャルマが厳しい顔つきのまま、片かた眼鏡めがねを押し上げた。

「ですがバンダラヤ火山は危険です。前にも一度行きましたが、今はあの時とは違う。オシリスの宮殿があるんですよ。私達が行った所で……」

「いいえ、リンドもターラもわたし達の仲間よ！　危険な目にあっているのが判わかっていて、放ほうっておけないわ。リンドは最後にわたしに言ったの。〝もう会えないかもしれない〟って。リンド達は覚かく悟ごして出ていったのよ、考えがあったとしても、きっと命にかかわるような事なんだわ。わたしはもう……もう誰だれも失いたくない」

　うっすら浮かぶ涙を、ジャリスが必死で堪こらえようとしていた。シャルマが諭さとすように静かな声で話しかける。

「ですが、ジャリス。しっかり今の状況を考えてください。ナッシルは海かい賊ぞく同盟に戻り、リンドはターラと行ってしまいました。それにアブウも……。バルク号の乗組員は、もう私達四人しかいません。今の状況でバンダラヤ火山に向かうのは無む謀ぼうです」

　コダートとシャルマ、そしてリクを見回したジャリスが、ぐっと唇くちびるを嚙かみしめ俯うつむいた。

「……行こう。バンダラヤ火山へ」

　決意の声をあげたコダートを、乗組員全員が一いつ斉せいに見つめる。

「コダート、よく考えてください。あなたまでジャリスのように興奮しては……」

　シャルマが制止しようとしたが、コダートは大だい丈じよう夫ぶだという意味を込めて頷いた。

「興奮なんかしてないさ。確かにバンダラヤ火山は危険だ。だが……俺達だって以前とは違う。俺達はたった四人じゃない。俺達にはアラバーナ大陸の人々がついている」

　コダートの頭の中には、既すでにある計画が浮かんでいた。まだまだおぼろげではあるが、コダートの外れた事のない直感が、この計画は大丈夫だと囁いていた。

「何の為ために調印式をやったんだ？　アラバーナ大陸の各国が一つになって、オシリスと戦う為だろう。ターラが長年かけて仕組んだ奇き跡せきの調印式を、俺達はやり遂とげた。確かに正面から俺達だけでバンダラヤ火山の宮殿に乗り込むのは危険だ。だが……うまくやれば、あいつらの裏をかけるかもしれない」

　真っ青だったジャリスの顔色が、少しずつ赤みを取り戻していく。彼女の涙はもう見たくない。そして……リンドやターラを救いたいという気持ちはコダートも同じだ。

「いつでも魔物ジン達に仕掛けられてばかりだ。だからいつも後手後手の対策しかできないんだ。今度はこっちから仕掛けてやる！」

　拳こぶしを握りしめると、ジャリスとリクが大きく頷いた。二人の瞳に闘とう志しが溢あふれている。もちろんコダートもだ。黙だまって聞いていたシャルマが、ふうっとため息をついた。

「……仕方ありませんね。コダートの策にはいつも助けてもらっています。その実績を買いましょう。ですが、成功するのが絶対条件ですよ」

　きらりと片眼鏡の奥の瞳を光らせたシャルマに、コダートはゆっくりと頷く。ジャリスが乗組員達を見回した。

「リンドとターラを絶対に連れ戻しましょう。そして……今度こそオシリスを倒すわ。これ以上あいつらの好きにはさせない！」

　船長命令は絶対だ。それがどんなに難しい事でも。その命令を実現させる為、コダートはおぼろげだった計画を、頭の中でしっかりと組み立て始めていた。







　あとがき







　こんにちは。伊藤たつきです。

『アラバーナの海賊たち』もいよいよ佳か境きように入ってまいりました。いかがだったでしょうか？　今回は色々と大変な状じよう況きようになってますが、あえて内容には触ふれないでおこうかと思います。ですが、ずっと考えていた事が書けたので、個人的には満足です。




　いつもぎりぎりまで本編を書いてしまう私にしては珍めずらしく、今回はページに余よ裕ゆうがあって、あとがきを三ページももらえたので、たまには趣しゆ味みの話など。

　最近岩がん盤ばん浴に通い始めました。温めた石の上にごろんと寝ね転ころがり、じっと我が慢まんしていると、びっくりするぐらいの汗あせが出ます！

　専用の服を着て寝転がるんですが、一時間もすると汗でぐっしょり。サウナほど暑くなく、熱帯夜に窓を閉め切って寝ている感じに近いです。温泉もあるので、暇ひまな時は何時間もかけて、岩盤浴と温泉に交こう互ごに入ってみたり。冷え性しようで困っていたんですが、岩盤浴に行った後は、数日経たっても身体からだの芯しんからぽかぽかして、かなり気持ちいいです。




　プロフィールでいつも愛犬の話をしていますが、詳くわしい事は字数の関係で書けないので、ここでもう少し。

　今、愛犬は二匹ひきいます。四歳の柴しば犬いぬ「テンカ」と最近我が家に仲間入りした、一歳のヨークシャーテリア「タイヘイ」

　二匹あわせて「テンカタイヘイ」

　この笑える（微び妙みようにセンス悪い？）名前をつけたのは母です。決して私ではありません。大笑いして、賛成はしましたが。

　のんびりしているテンカ（性格はアブウ）といつも走り回っているタイヘイ（たとえるなら性格はリクかな？）は、たまにおもちゃとおやつの取り合いでケンカしますが、おおむね仲が良く、いつも私達家族を癒いやしてくれます。

　先日タイヘイが左後足を引きずっているのを発見し、もしや骨折かと慌あわてて病院へ。レントゲンを撮とってもらいましたが、骨には異常がなく、暴れすぎが原因による関節痛だと判明。

「やんちゃみたいだけど、まだ子供だから骨がしっかりしてないし気をつけてね。安静にしてればすぐに治るから」とお医者さんに言われました。でもちっとも言う事を聞いてくれません。

　暴あばれん坊ぼうのタイヘイがどうやったら大人おとなしくなってくれるのかが、最近の悩なやみです……。




　あ、そうそう２００９年６月24日に『アラバーナの海賊たち　幕開けは嵐とともに』のドラマＣＤがマリン・エンタテインメント様より発売になりました！

　豪ごう華かな声優さん達に演じてもらい、すごく楽しい仕上がりになっています。初めて聞かせて頂いた時には、にやにやしたり嬉うれしくて泣きそうになったりと大変でした。

　声の力って偉い大だいだなぁと改めて実感しました。




　イラストを描かいてくださった七なな海み慎しん吾ご様。表紙の船が素す晴ばらしいです！

　いつも七海さんのイラストに助けてもらっています。ありがとうございます！

　担当様。今回は家庭の事情でぎりぎりの進行になってしまい、申し訳ありませんでした。

　色々と相談にのってもらえて、嬉しかったです。最近落ち込み気味でしたが、そろそろ復活してきたので、これからもよろしくお願いします。




　次回はいよいよ最終巻……の前に、ありがたい事に短編集を出して頂けるみたいです！

　２０１０年の１月１日に短編集、２月１日に最終巻が連続刊行予定です。

　連続刊行の時には、応おう募ぼ者全員サービスの小冊子も書かせて頂けるらしく、何やら楽しい企き画かくもあるそうです。詳しくはオビをご覧ください。

　アラバーナシリーズも、後もう少しの所まで来ています。読者の皆みな様さまが最後まで楽しんで頂けるように頑がん張ばります！

　では、またお会いできる事を祈いのって。


伊藤たつき　　
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